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序

当博物館も開館以来4年目を迎えましたが、 県立博物館として県民の期待に応え

るためには、 いろいろな課題を背負っている。

展示のなかみの問題、 教育普及活動のあり方の問題、 さらには、 調査研究の充実

など、 創設期を過ぎて、 内容の充実のために、 一層の努力が要請されてきている。

当館は、 自然系と人文系の各部門をあつかっているが、 この度は、 予算の関係上

人文系に限って職員の日噴の研究の一部を報告することにいたしました。

諸般の業務に追われながらまとめあげた職員の労を多とするとともに、 本県の歴

史や民俗を探る一助になれば幸と存じます。

昭和49年12月1日

山形県 立 博物 館長

佐 藤
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新庄東山焼について

大 友 義 助

A Study of Higashiyama Yaki (Higashiyama pottery 
manufacture) in ShinjるCity. 

Gesuke Ötomo 

は じ め に

新庄東山焼 は、 山 形 県新庄市大字金沢字東山

に あ る 涌井弥瓶窯 で焼か れてい る 陶 器 で あ る 。 こ

の窯 は、 天保13年 ( 184 2 ) 、 初 代弥兵 衛 が 創

始した もので、 以 来 代々弥瓶 を 名 乗 り、 現 在 も 特

色あ る 陶 器 を 製 出 して、 土地の人々 に 親 し ま れて

い る 。

従 来新庄東山焼 に つ い て 述べ た も の は、 中 野 豊

政編 「涌井弥兵 衛及其 ノ 子弥瓶 ノ 伝J ( 大正 1 1

年) をはじ め 、 『増訂最 上部史� ( 嶺金太郎著

昭和4年) ・ 『新庄市史� ( 岡市史 編集委員 会編

昭和3 6年)な ど少な く ないが、 いずれ も 2 代弥

瓶の記 し た 「履歴書」に依 る もの で、個々の文書・

記録に 当 った もの で は な い よ う に思わ れ る 。 ま た、

かつて『羽 陽 文化』に 「 県内陶窯巡りj を 連載さ

れた田 中匡平 氏 も、 東山焼に ついては、 詳 し く 触

れ る と こ ろ はなかっ たY 最近 刊 行され た『 北国

協 の 陶 磁� (小野 正 人著 昭和48年)に も、

「新庄焼 jの資料 と しては、 前記「涌 井弥兵衛及

其ノ子弥瓶ノ伝」 を転載 し、 数個 所 に註を施すの

みであ る (同書263頁以 下) 。

この度、 幸いに も 涌 井 家の好意 に より、 同家所

蔵の製陶関 係 文 書 を披見 し得た。 関係女書 は幕末

創 業 期か ら 昭和 2 9 年に お よぶ約2 0 0 点 であ る が、

そ の 殆 ど が幕末・ 明治 期の も の で、 東山窯 創 設 の

経緯ゃ明治 前 期 に お け る 問窯 の 製 造 品 目 ・製造高・

販路・ 製 造技術 お よ び そ の系譜 を 示す資料が多 く 、

こ の 段階 に お け る 地方窯 の 存在形 熊を 考 え る 上 で
(2) 注 目 すべ き も の が あ る 。

小 稿 は 上記資料 を 中 心に、 新庄東山 焼 の 成 立 に

つ いての 考 察 を 試 み た も の で あ る 。 特 有 の 術 語 な

ど、 未 だ 充分 に阻嚇 し 得 な い点、 も 少 な く な い が、

敢え て そ の 全 貌を う か が う べ く 、 資料 の ま ま を記

し た。 ま た、 各段階 に お け る 社 会 的背景などに つ

い て も 、 能 う 限り 考慮 し た い 。

註( 1) r羽陽文化』に連載された田中氏の論文は次のよう

である。

「県内陶窯巡り 1 J 同誌 28号。 これには山形

県内陶窯一覧表と分布図を収め、 さらに米沢地方の諸

祭についての調査結果を収録している。 以下「その2 J 
(同誌、31号)には村山地方諸窯についての報告、「そ

の3 J (同誌40号)乃至「その5 J ( 54号・ 55

号)に山形平清水窯についての考察、「 その6 J (同

誌60号)に岩波焼の伊藤藤十郎について述べてしる。

なお、平清焼および村山地方の諸窯については、『山

形市史編集資料J 32号が有益である。

この他、新庄東山焼については、 拙稿「新庄東山焼
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の歴史J ( r民芸山形J 2号所収)および新庄市指定

文化財図録「東山焼コレクジョ ンJ ( r新圧 自然と

文化遺産j所収)がある。

(2) これらの関係文書は、整理・編集の上、 『新庄東山

焼資料』として、 近く刊行する予定である。

I 新庄東山焼の創始

新 庄 東 山 焼 の 創 業 に 関す る 直接 の 資料 は 、 初 代

弥 兵 衛 が 新庄藩 係 役人 に 指 出 し た 口 上 書 ( 弘 化 2

年 頃 ) お よ び 瀬 戸 山 用 地願 ( 慶応、2年 ) の み で あ

る 。 こ の 他の 資料 と しては、 前 記 「履歴 書」 ・ 晴

山焼 由 来 J ( 仮題 ) ・ 「薗 軸讃J ( 明治 5年 ) な

ど が伝 え ら れてい る 。 こ れ ら に よ っ て、 東 山焼の

創婚を み る と 、 お よ そ次の 如 く で あ る 。

東 山焼の 創 始 者 涌 井弥 兵 衛 は 、 草和元年 ( 180 1 )  

越 後 国 蒲 原郡小杉村 に 生 ま れ た。 成 長 の 後、 郷 里

を 出て、 文 化 1 3 年 ( 18 1 6 ) 3 月 か ら 文政 3年

( 182 0 ) 9 月 ま で の 4 年間、 磐城国 字 多君巨大堀

村 の 瀬戸 師 巳 代吉 に ついて製陶 の 技術 を 学 び、 そ

の 技 の 皆伝を 受 け たil ) こ の 後 、 仙 台 にて修業 し 、

や がて羽揃国 東村 山郡平 清 水 村 に 来 上 文 政 5 年

( 1822 ) 1 月 か ら 同 7 年 ( 182 4 ) ま で、 同村

治 左 エ 門 に 雇 わ れ 、 製 陶 の 業 に従 っ た。

治 左 エ 門 は 、 か ねてか ら こ の 地に 製陶 の 業 を 興

そ う と して、 磐域の 藤 治 平 を 招い た が 、 成功 の 域

に 達 し な か っ た。 新 た に 弥 兵 衛の 努 力 に よ って、
(2) ょ う や く 隆 盛 に 向 っ た と い う 。

こ れ よ り 弥 兵 衛 は 再 び漏匿の 旅 を 重 ね 、 や がて

秋 田 に 至 り 、 文政 1 1 年 ( 1828 ) 4 月 に は、 秋

田 藩 寺 内 村 瀬戸 場 に 召抱 え ら れ 、 同 9 月 瀬戸 場棟

梁 に 任ぜ ら れ た 。 こ の 瀬 戸場 は 、 秋 田 藩 の 国産の

ー っ と し て 関 か れ た も の で あ る が 、 関 窯 以 来 5 3

ヶ年を 経 る も 未 だ 成就を 見 な か っ た 。 弥兵 衛 は よ

く 事 に 当 り 、 製 造 法 を 改 め 、 計画宜;雪を 得て、 大

成 功 を 収 め た? こ の 功 に よ っ て、 彼 は 天 保 3 年

( 18 32 ) 5 月 、 藩か ら 2人挟持 な ら び に銭 1 5 

貫 文 を 下腸 さ れ た 。 さ ら に 、 弥 兵 衛 は 新 瀬戸 山 を

開 き 、 弟 子?人を と り たてて岡 山 の 興 隆 に つ と め

(初代弥兵衛の陶像〉

た。 こ の 中 の 1 人、 桜 田 才 治 は 、 後 に 南 部花巻の

瀬 戸場 に赴いて、 そ の 棟梁 と な り 、 長谷川利吉は

仙台領切首村 瀬 戸 場 の棟梁 を 仰 付 か り 、 寅助な る

人 は 越後 国 村 松 の 国産瀬戸 場 の 棟梁 に な っ て、 そ

れ ぞ れ 名 を挙 げ た。

弥兵衛 は 、 寺 内村滞在中一時 庄 内鶴岡に招かれ、

同 町 大宝寺 町 にて 白 焼 を 開 き 、 8 ヶ 年 の もを、

再 び秋 田 表 に 帰 っ たF)

こ の 後、 天保 1 0 年 ( 18 3 9 ) の こ ろ 、 彼はOe!

前 国松浦郡有 田 村 出 身の 瀬 戸師直太郎に ついて唐

津流丸窯 の 法 を 学 び、 こ れ を 会得した。 こ の 頃、

南 部落で は 、 盛岡に石焼の 国産を 開 き 、 肥 前唐津

の 瀬戸 師 多数 を 召抱えてい た が、 石焼が不成功に

終 る と 、 彼 等 は すべ て召放れ た。 きれば と て、 本

国 に 帰 る こ と も で き ず、 そ の 多 く が秋 田 藩寺 内瀬

戸 場 に 流 れ 込 ん だ。 前記の 直太郎 も そ の 一人であ

っ た と し、 う 。

翌 天保 1 1 年 ( 1 8 4 0 ) 、 弥 兵 衛 は 寺 内 の 瀬戸

場 を 辞 し 、 津軽領弘 前 に 赴 き 、 こ こ にて肥前国字

吉 と い う人 と と も に 石焼 を 始 め た が、 金 主 の 資金

乏 し く 成 就 し な か っ た。

こ の 後 、 弥 兵 衛 は 津軽松前の 各 地 を 廻 り 、 秋 田

に 至 り 、 京 都 に 登 る べ く 決意 して こ こ を 出 立 し、

天保 1 2 年 ( 18 4 1 ) 9 月 1 5 日 新庄 南 本 町佐渡

屋甚 内 方 に 1泊 し た 。 こ の 折 、 新庄藩瓦師 渡辺甚

内 方 に 立 寄 っ た と こ ろ 、 同人 の 手 引 にて、 そ の 晩、

同 藩作事 奉 行北 条与惣兵 衛 に 会L、、 こ の 地 に留り、
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'耳目留の業を開〈べきことを強〈すすめられた。 北

条与惣兵衛 は 実 弟 北 条喜兵衛 と 謀 っ て、 領 内 に 製

陶所を開 き 、 官 民 の 利益 を 期 し 、 二度 ま で も 瀬 戸

師 を 招い た が 、 と も に 成 功 し な か っ た。 弥 兵 衛 に

対して も 、 新庄 に 留 ま る な ら ば、 窯 を は じ め 同 小

屋・ 細工 場なら びに居宅その他 道 具一式 を 整 え 、 l 

窯焼出 し ま で の 仕 入 を し、 か つ 製 陶 の 株を 賜 う と

の条件 で あ っ た。

翌 日 、 弥 兵 衛 は 北 条氏 と と も に 東 山 に 至 り 、 そ

の土佐 と 地理 を 検討 し た 結果 、 土焼 は 成 功 す べ し

との確信 を 得 た の で、 この 地 に 留 ま る こ と を 決 意

した。 か く して、 同年 1 0 月 、 弥 兵 衛 は 正 式 に藩

の瓦師 と して召抱え ら れ、 3 人扶持に 9 俵の 禄 米

が給 さ れ た。

天保13 年 ( 18 4 2 ) 7 月 、 北 条 与 惣 兵 衛 は藩

庁に 願出て、 金 沢 山 の 地若 干 を 拝借 し 、 自 費 を も

って窯 ・ 細 工 場 等 を 建て、 前 約 に よ り 弥兵 衛 に 給

し た。 こ れ に よ っ て 、 弥兵衛 は 東 山 に 移住 し、 瓦

師奉公の 余 力 を も っ て、 製 陶 の 業 を 創 め た。

翌 天 保 1 4 年 ( 18 4 3 ) 、 彼 は 瓦 師 の 職 を 弟 子

阿部茂吉 に 譲 り 、 自 ら は 専 ら 製陶 の 業 に 従っ た。

この 業 は 、 弥 兵 衛 の 見 込 み の 如 く 、 着々 と 発 展い

弘化 3年 ( 18 4 6 ) に は 、 初 めて 製 品 を 酒団地 方

へ移出 し、 つ い で庄 内 地方 全 域 に 広 め た。 製陶の

業は次第に 盛 ん に な り 、 ー か ど の 国産 と して 目 さ

れ る よ う に な っ た。 嘉 永 元年 ( 18 48 ) 、 弥 兵 衛

はこの 功 に よ っ て、 「 下 ノ 御賄扶持J を 賜わ っ Tこ。

これ よ り 先、 弥 兵衛 は 従来 の 土焼 に 加 えて、 新

たに石焼を 開 く こ と を企て、 百 方手 を 尽 して良質

の白石 を 求 め た。 嘉 永 元年 ( 18 48 ) 、 及 位 村 ー

跳 ( 現最 上郡真室川 町 ) に向石 を 発見 し 、 試焼す

る に 、 か な り の 見 込 み がつい た の で、 同 2年、 石

焼制業 の こ と を 出 願 し た。 藩 で は 国産 の ー っ と し

て、 これ を 容 れ、 藩費を も っ て石焼窯お よ び工 場

を新設 し、 弥 兵 衛 に 与 え た。 しか し、 一跳の 白石

は劣 性の た め 、 良 品 を 得 る こ と は で き な か っ た。

弥兵衛は 、 さ ら に 強 性の 陶石 を 求 めて 諸方 の 山

を探索 し 、 つい に肘折村旭台 ( 現最 上 郡大蔵村 )

において目ざす陶石を得たので、 これを併用した

と こ ろ 、 か な り の 製 品 を焼 く こ と が で き た が、 な

お 色 黒 く 満足 な も の で は な か っ た。 こ の 後、 さ ら

に 東 田 川 郡上野新 田 ( 現羽 黒 町 ) の 土 を 調 和 し 、

一 応 の 成 果 を 収め た が 、 こ れ も 1 5 里 以 上 の 遠隔

の 地 で あ る た め 、 運賃 が か さ み、 採算 を 得 る に は

至 ら な か っ た。 こ の た め、 石 焼 は 一 時 断念せ ざ る

を 得ず、 以後 は 土焼 に 専 念 す る こ と と し た。

一 方、 土焼 の 業 は 順調 な 発 展を 示 し 、 嘉永 6年

( 18 5 3 ) に はよ初 めて村 山 地 方 へ も 移 出 す る よ う

に な っ た。

こ の 後、 明 治 に 入 っ て 、 再 び石焼の 試 み が企て

ら れ た。 こ の こ ろ 、 す で に 石焼 の 施 設 は 荒廃 し つ

つ あ っ た の で、 弥兵衛 は藩庁 に 出 願 し、 細 工小屋・

窯小屋 ・ 松薪 な ど の 払下 げ を 受 け 、 陶 石 の 探索に

つ と め た。 こ の こ ろ 、 彼 は す で に 老 令 に 達 し 、 歩

行 も 困難 を 来 してい た。 家 業 の 主柱 は 2 代 目 弥瓶

の 担 う と こ ろ で あ っ た が、 彼 は そ の 大半女弟礼吉

に ま か せ 、 自 ら は 父 の 志 を つ ぎ 、 寸暇を惜 ん で 山

々 に 分 け 入 り 、 良 質の 陶 石 を 求 め た。 そ の 足跡は

小 国 ( 現 最 上町 ) ・ 長沢 ( 舟形 町 ) ・ 角 川 山奥

( 戸沢 村 ) ・ 大沢 (真室川町) ・ 金山町・ 及位 ( 真

室川 町 ) ・ そ の 他北村 山郡に ま で お よ ん だ。

明治 4年10 月 、 つい に 彼 は 飛森 ( 金 山 町)の

砂 取 山 にて待 望 の 白石 を 発見 し 、 こ れ を 試焼す る

に 、 色白 く 石 性強 く 、 石焼に 好 適 と の結果を 得た。

弥 兵 衛 の 喜 び は一 方 で な く 、 こ の 石 で試 作 し た煎

茶椀を 常 に挟に 入 れ 、 酒 を 飲むに も 茶 を 喫す る に

も 、 これを愛用 し た と のこ と で あ る。

翌 明 治 5年、 い よ い よ 石焼 の 再 興 を 企て、 従 来

の 土焼 窯の 末 に 小 さ く 石焼の試窯 を 設 けて焼いた

と こ ろ 、 始 め て 良 好 な 製 品 を 得 る こ と が で き た。

し か し 、 弥兵衛 は 本 格 的 な 石焼の 再 興を み る こ と

な く 、 同年 9 月 、 7 2 才 にて、 瀬戸師 と しての波

乱 に 満% た 一 生 を 閉 じ た 。 な お 、 彼 は 同年 5 月 、

「年来 家 業 出 精 致シ一方之御国産ニモ相成候 ニ 付J

と の 理 由 で 問 屋 格 に 仰付 け ら れ た。

以 上 は 、 主 と して 2 代 目 弥瓶 の 残 した「履 歴書J
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に よ っ て 、 初 代弥 兵 衛 の 一生 を追っ た も の で あ る

が、 そ の 前半 生 た る 諸 国巡歴 の 様は、 よ 〈 当 時 の

「瀬 戸 師 」 の 性 格 を 物 語 って い る 。 こ の こ と は ま

た東山焼技術 の 一系譜を も 示す も の で、 近棲窯 と

の関係 を み る 上 で も 興 味深い も の が あ る 。

し かし、 こ の記録は父弥 兵 衛 の 業 を讃 え る の余

り、 少 し く 筆 の走り過 ぎ た と 慰わ れ る 点 も あ る 。

例 え ば、 平 清 水焼ゃ秋岡寺 内 焼 が弥 兵 衛 の働 き に

よ って 成 功 に 君事かれた と す る の は、 そ の一つであ る。

( 後 者 に つい て は『北 国 7恨 の 陶磁』 も 指摘して

い る 。 問 書 2 7 0 頁)。 ま た 、 石 焼 は 安 政3年

(1 8 5 6 ) に 中 断 し た と い う が、 こ れは疑問 で あ

る 。 後 に み る よ う に 、 安政3 ・ 4 ・ 5年の 「 石 焼

諸 入 用 控帳」 が 残 さ れ て お り 、 ま た 文 久 3 年

( 1 8 63 ) に は、 萩野村 小 以 良 川 山 中 に て 「相応

の内 石 」 を 発 見 し 、 試焼の 結果 良好の 品 を 得 た と

て 、 そ の 払 下 げ を 願い 出 てい る ( í乍恐奉願上候

御 事J ) 。

iit(l) 磐城聞 大堀村瀬戸場は、 相馬焼の一派であるという

(小野氏「注J) 0 r増訂最上郡史』は、 この閣の事

情は「弥兵衛はもと館後素生なり、 少年より父兄に従

って諸国を寝泊し、 奥州相馬に於て焼物の術を習ふj

としている (同書229頁)。

(2) 平清水村治左エ門とは、 当待問村名主を勤めていた

丹羽治左衛門のことと思われる。 治左衛門は、 文化年

間、 常陸水戸の陶工小野藤治平を招き、 平清水焼を興

したという ( 田中氏「県内陶窯巡り その3 J・ 『山

形市史編集資料J 32号)。 平清水焼が弥兵衛によっ

て隆盛に向ったというのは、 恐らく筆の誤りであろう。

( 3) 寺内村瀬戸場については、 『 北国間の陶彪 J 213 
頁以下に詳しし、。 天明?年、白石焼のl分派として営

まれた寺内焼が、 文政11年弥兵衛の来山によって成

功に向ったというのは、 やはり誤りであろ う。

(4) 弥兵衛の鶴岡 大宝寺窯来訪は、 文政11年乃至天保

10年の聞の3ヶ年であるが、 後の新庄東山焼との関

係で注目 される。 大宝寺焼の創始は、 旧務時代の瓦飾

五十嵐家に伝わる「最上栄吉様伝jに拠り、 文政B年

ごろとされているが、 鶴岡市致道博物館収蔵の 大宝寺

焼コレターノ ョ ンの筆立に 「安永元年申八月一日製造」

と刻んだのがあるから、 この頃まで溜るものであろう。

大宝寺焼については、 田原久氏「 大宝寺焼J ( r庄内

の民具』所収入『鶴岡市史』上巻、 『山形県の文化

財』などが参考となる。 但し、前Z者の「最上栄吉J

を現在の綾上郡のみに求めるのは誤りで、 当時の「最

上jとは、 山形県内陵地方のうち最上・村山地方全妓

をさすことを考慮すべきであろう。

E 創業期における東山窯

創 業 期 の東山焼の 実 態 を伝 え る 資 料は数少 ない

が、 こ の 中 か ら東山窯 の 規模 ・ 製 出 陶 器 の 種 類 な

ど を 考察 し て み よ う 。

先 に み た 如く、 東山焼は 新圧藩の 国産の ー っ と

し て 庇護 を う け た が 、 そ の 背景に は、 当時の 新庄

藩の 財政事情 が あ っ た 。 再審政後期 に お け る 新庄藩

の 財 政は 、 青色の 諸藩 と 同 様、 極度 の 財政難 に 陥っ
(1) て い た。 落は こ の 難局を開 く べ く 殖産興 業 ・ 国産

奨励の 策 を と り、 文政元年(1 818 ) に は 国産方

を 設 け 、 上州桐lf_.館林 な ど か ら 織師 を招 き 、 織

物 の 業 を お こ し(後 に 新庄 名産亀綾織 と な る ) 、

ま た庭月村 ( 現鮭111村 ) に 種人事正を作 ら せ 、 こ れ

を 国産 と し、 さ ら に 米 沢 領勧進代村の百姓淀藤仁

右 衛 門を招い て 、 紫山開墾( 現舟 形町 ) を 行 なわ

せ たりし た ( W増訂最 上郡史.1 22 3 頁 以 下 ) 。

弥兵 衛 が製 陶 の 業 を 創 め る に 当 って 、 北 条 与惣

兵 衛 か ら 拝借した 「金 沢 山 之地若 干j とい う のは、

現』 在のどの 地点、 に 当 た る か 明 ら か で な し 、。 た だ 、

慶応、 2年(1 8 6 6 ) 、 弥兵衛 が藩に 指 出 した 拝借

地鉱張の願書 に 付した「瀬 戸山 間数絵図 面」 に よ

れ ば、 ほ ぼ 現 在の 窯 場 と 一致し、 そ の境は 「東ハ

峯堺、 丙は 道迄、 南ハ媛、 北ハ 沢 を堺ニ 仕j、

東西78 間 半 ・ 南 北98 聞 の医域を瀬 戸 山御 用 地

に 仰 付け ら れ たい と してい る 。 な お 、 こ の絵図 面

に は窯 小屋2棟 ・ 物置小屋1棟・ 長屋1棟・ 細工

所 兼居小屋1 棟 ・ 籾堂 2棟の 計 7棟が 描 か れ て い

る 。 創 業 期 の東山 窯 も こ れ と 相似 た 規模 で は な か

っ た か と 恩われ る 。

願 書 に は、 こ の願いが叶え ら れ た な ら ば 、 冥 加

と し て年始御 用 の盃を年々献上す る 旨を記し て い
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る。(2)

ま た 、 明 治 23年 ごろ の 博覧会 出 品解説(第3

囲内国勧業博覧 会か ) に は、 「 天保13年土焼寵
高壱五尺深 巾 巾3問( 丈 4尺 )七ケ所 、 創造所 壱ケ所(奥行 7 間)、

居宅壱棟ヲ 新築シ」 と あ る か ら 、 あ る い は 上 よ り

ふ もっ と 大規模 で あっ た か も知 れ な い。

な お、 明 治 5年、 涌 井弥瓶 ( 2 代 自 称瓶 と 恩わ

れ る ) が指出 し た「陶穏製造 地 所 地券頗J に よ れ

ば、 屋敷地l 反 5畝歩、 風険尾敷納 7 反 5 畝歩 が

藩よ り 下 付 さ れ た と し て い る 。

C濁声山・預鳳鎗絵図画〉

弥兵衛 が 創 設 し た 瀬戸 場 は 、 当 時 「 新 瓦小屋j

と呼 ば れ て い た 。 彼は年々 「 新 瓦小屋冥 加金 」 と

して 5 両乃 至3 歩 を 係役 人 に 納 め て い る 。 こ の請

取 書 が数枚残 って い る が、 年 間 の 定衡は明 ら か で

ない。 的資料 に も 「 新瓦小屋瀬 戸焼入 用 松棚 木 」

と あ り 、 彼自身 「 新 瓦小屍瀬戸 師弥兵衛」 と 称し

ていた( I 瀬戸 山御預願地絵関面 」 包紙1。

当時の東山窯の製造高・製造 品 目 を 示す も の に

次の 資料 が あ る 。 す な わち、 土焼に つ い て は 、「 土

焼壱竃 之焼立 諸 懸 り 差引書 」 に 、

一四 ツ 入 土 鍋 百七拾六組 代三姶六メ九百六

拾 文

一三 ツ 入 片口 百四組 代拾三〆百四 文

一 同 土鍋 八 拾組 代拾メ扮 文

一五合 土 鍋 弐百四十 代拾三メ百四拾文

一 丸壱升す L 六 拾 本 代四〆百文

一大摺鉢 四拾弐枚 代三〆三百文

一得火取 拾四 代弐メ三百五 拾弐

文

一三升瓶 弐拾七 代四メ三姶弐文

一三合 瓶 百六十 代四〆三拾弐文

一大行平 八十 代九〆百八 拾四 文

一問中 八 拾 八 代九メ固有八 拾六

文

一三合 土瓶 弐百八 ツ 代拾 壱〆六百四 拾

四文

一 孫 行 平 八十 代三〆八百九拾弐

文
一 豆 瓶 三百 代壱〆六百八拾 文

〆百弐九〆四百三 拾 文

右焼 キ ヅ弐割 引

正味百三〆五百四袷四 文

と あっ て 、 当 時 の東山窯 の 主 な る 製 品(土焼 ) は、

土鍋 ・ 片 口 ・ す ず徳利 ・ 摺鉢 ・ 行 平 な ど、 庶 民 の

日 用 雑 器 で あっ た こ と が わ か る 。 こ の 製 造費は次

の よ う で あ る 。

右 之 諸 係 細工料 但シ 壱割ふ ぐ み

一四 入 土 鍋 百九治三組 代四〆六百三槍弐

文

一 三 ツ 入 片 口 百拾五組 代壱〆七百弐 拾 五

文

一土鍋 八 拾 八組 代( マ マ )

一 同 五 合 土 鍋 弐百六百四 代弐〆三百七姶六

文

一 丸壱升ス ズ 六拾六本 代七百九 拾 弐文

一大摺 鉢 四拾七枚 代六百五袷四 文

一提火取 拾五 代弐百弐拾五文

一三升瓶 弐拾七 代三百弐拾四文

一三合 瓶 百七拾六 代五百拾 八 文

一大行平 八拾八 代壱〆六百七拾弐

文

一問中 九姶七 代帯〆四百五拾五

文

一三合土 ひ ん 弐百三十 代弐〆七姶 文

一 孫 行 平 八十八 代五百八 拾 文
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一大豆瓶 二百六十 代弐百三拾 壱 文

一 中 兵 そ く・ 弐百弐十 代三百三姶文

〆拾九メ六文 右 ニ 四 割地エシ而弐百六〆

六百八 文

外 ニ

一 日 雇 百人 此 料弐姶〆文 但 壱人弐百文ツツ

一 女 雇 六姶人 此 料六〆六百文 但事人百拾

嘉 永 元年 ( 1 8 4 8 ) よ り 始め た が 、 良 質 の 陶 石 を

得 が た く 、 安 政 8 年 ( 1 8 5 6 ) に 至 っ て 中 断 し た

と あ る が、 事 実 は 引 続 き 行 な われ たら し く 、 同 3

・ 4 ・ 5 各年 の 「 石 焼諸 入 用控張 」 が残 っ て い る。

こ れ に よ れ ば 、 石 焼の 品 目 と し て は、 出 し 茶椀 ・

神 酒 す ず ・小 土 瓶 ・ 小井・倒す ず ・ 花 立 ・奈 良 茶

焼・湯 呑 ・茶萱・ 水 入 ・蟻燭 立 ・銚子・盃・盃洗

文ツツ な ど が挙げら れ る 。 ま た 、 こ の 絵 付 は 「 柳 」 ・「掃

一 日 雇 八人 此 料弐〆文 但し壱人弐百五姶文 部 様 J な ど が 行 な い 、 野 菊 ・ 山 水 ・ 桜 ・ぼ た ん ・
ツツ ふ く ベ ・鶴亀 ・唐草 な ど を 茶碗・湯 呑 ・盃・井に
尤粉上水干土掘扇料 描い たこと が知られ る 2)

一松棚 木 拾 棚 此 料 拾〆八百弐拾 文

但 五合槻ェ而壱匁ツ

7 

御運上共ユ

一 薬灰 四 俵 此 料弐〆文

一向薬石 壱俵半 此 料九百文

一 赤 黒 青 之 薬 土 此勘 此 料六百文

一職人 三拾三人 此料拾三〆八百六 拾 文

但ジ壱人四百壱文ツツ 尤素焼本焼荷揚ヶ迄ノ〆高

一ぬ が 恰俵 此 料 七百文

一 む し ろ 拾 枚 此 料六百文

一 水油 宥升 此 料八百文

惣〆九 拾 四 〆四百 八 拾 八 文

出 入 差 引 九〆五拾六文 利分
右 之 通 中勘積書 如此御座候、 以 上

丑正月 改

後段 「 右之 諸 係 」 とあ り な がら、 前段と 品 目 ・

個 数 が異 っ て い る 点 が 多 く 、 理 解 に 苦 しむ。 ただ、

後段 から松薪 を 用 い 、 灰 ・ 白 薬石 ・ 赤 黒青 の 薬 土

を 用 い て い る こと が 知ら れ る 。 なお 、 日 付 の 「 丑 」

は 嘉永 6 年 ( 1 8 5 3 ) か、 ま た は 慶応 元年( 18 65)

と 恩 わ れ る が、 明らか で な い 。

こ の 他、 嘉 永 6 ・ 7 年の 「信太 郎 細 工 帳J ( 2 

代 目 弥 瓶 の 別 名 。 本 名 は貞治 ) に よ れ ば 、 井・瓢

子・湯 呑 ・神酒す ず ・ 植 木 鉢 ・ 水 入 な ど が製 造 さ

れ て い る 。

石 焼に つ い て は 、 先 に み た 如 く 、 「 贋歴 書 」 に

〈宥焼情λ周鐙・・〉
陶 石 は 、 安 政 4 年 ( 1 8 5 7) の 「 石 焼 諸尊重 り 当

座帳 」 に 、 及 位 ( 現真室 川 町 ) から新庄 ま で の駄

賃と し て 計 2 〆 2 6 5 文と あ り、 ま た同 5 年 ( 1 8 5 8 )

の 「 石 焼諸 入 用控帳 」 に 「 八月十日
一金壱歩 ト銭h百三 十

酒 田 J為替早坂 惣 右 エ 門 払 」 と あ る から、六文 稲荷小路伝 六 船

「 履歴 書 」 に言 う 「 及 位 村 ー ト 跳 」 の 土と 「 東 田

川部上 野 新 田」 の 陶 石 を併 用 し て い る よ う で あ る。

この 庄 内 白 石 は 、 他資 料 に よ れ ば 、 上野新 田 から

酒 田 に運 び 、 ここ から舟 に て 最 上川 を 登 せ 、 本 合

海 河 岸 ( 新庄西郊) に陵揚げ し 、 東LJI に還搬 して

い る 。 35 貫 1 駄 の 運賃 が l 〆 4 2 9 文であ る í ( 覚) J。

ま た、 明 治 4 年、 飛森砂取 山 ( 金 山 町 ) に 目 ざ

す 白 土 を 発 見 し 、 翌 5 年 から 石 焼 の 再 興 を は か っ

たと い う が 、 そ の 採 掘 量 は 35 駄 ( 36 賃1 駄)

前後、 反 別 に し て l 町 4 反 3畝歩程度 で あ っ た。

弥 兵 衛 はこ れ を 1 0 円 1 2 銭 で 入札 し て い る P)
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初代弥兵衛の作と伝えられる陶器に、 大型の徳
利がある。 肩部に 2条のくびれを有し、 高き 24.5
センチの大きさ、 全体的に黒味がかった黄褐色を
呈し、 表面に細かい貫入がみられる。 如何にも素
朴 で、 力強い感じであるf}他に白紬のすず 徳 利
( 2升)や頚の細い 5合すずなどがあり、 優れた
車庫槍技術が認められるが、 2代目および S代目弥
瓶の作品と区別する決定的な差異は、 まだ確立さ

第 3 号山形県立博物館研究報告

れていない。
註(1) r猶訂最上郡史 J 3 4 5 頁以下、 拙稿『真室川町史』

ðQ 1頁以下 。

(2) こ の願レは、 間 も な く 叶 え ら れ、 弥兵衛は、 その地

税と し て 、 毎年年始御用 の 蚕7 7 7枚を献上した と いう 。

( r 陶器 製造地所地券証願 J ) 。

( 3)絵付 師と しては、 こ の他に北条喜兵衛 の 曽孫平治 が

お り 、 名手 と う たわれた と い う (r 増訂最上郡史 』

2 3 0 頁 ) 。 ま た、 後 に みる 旧審士「 岩 間 氏jも その 一

人の よ う であ る 。

(4) r 飛森村陶土入札 覚 Jに よ る 。

(5) r 涌井 弥兵衛 及其ノ 子弥瓶 ノ 伝 jに、 「 元来金沢山

ノ 土質，、土 鍋行平摺鉢ノ 如キ土焼 ノ 陶器 ニ ハ非常エ好

適エシ テ、 土 鍋行平，、銅鉄鍋ニ 代用 シ テ物ヲ煮、 飯ヲ

炊キ、 底 ノ 厚ニ 係 ラ ズ沸騰速ユシ テ、 旦ツ 猛火 ニ 掛タ

ノレ モ決シ テ破裂Ãル恐レ ナ 夕、 其ノ 調理品ハ金気ヲ帯

プノレ コ ト ナ夕、 又鋪ヲ生 ス ル コ ト 無 ケ レパ之 ニ テ作 リ

タ ル 食物ノ味随ツ テ美 ナ リ 、 特 ニ 価格頗ノレ廉ナレパ ( 下

略 ) J と 記 して い る 。 土 鍋に 足を有す る 等、 その形の

美について は柳宗悦・ 水野比呂志の各 氏も 賞する と こ

ろであ る (水野 氏『民 窯の旅 J 2 5 2 頁}。 但し後者の

「 新庄 窯は 絶 え た Jと する は誤 り 。

(6) こ の徳利の 肩の 部分表裏に、 各 l羽ずつ 小 さ い鶴の

飛んでいる 様が 刻 ま れ、 B点の 象僚の あ と がみられる。

土焼の陶土は窯場内に横坑を設けて採掘してい
たと伝えている。 この土は土鍋・行平などに好適
で、 強火にあてても破損することなく、 また食物
に埴くさきがないとの評判を博した ということで

(5) ある。
石焼に要する資金は、 殆ど落係役人大場市助・

舟生源右エ門から仰いでいた如くである。 職人と
して、 前記「石焼諸入用控帳」などに記されてい

るのは、 当主弥兵衛・長男信太郎( 2代目弥瓶)
・友吉(弥兵衛との関係不明)などのみで、 殆ど

家族労働の域にとどまっていたとみられる。

lQ7 5 年 8 月

ハ
初
代
骨骨
兵
衛
作
・
刺
V

2代目弥瓶と石焼

2代目の弥瓶は、 天保12年(1841) 1 2月
6 日、 初代弥兵衛の長男として、 羽後秋田郡土崎

(現秋田市土崎)に生まれ、 父の新庄移住の翌年
(同 1 3年)、 その許に移った。 6 才より父につ

き陶業を学び、 技にすぐれ、 若 年にしてその一 切

ハ
初
代
佐野
兵
衛
作
・
す
ず
V

E 

唱ピ皆伝せられた という( r履歴書J )。 父の老令
後は、 弟礼吉とともに、 一家の柱として家業につ
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とめ、 石 焼 用 陶 石 の 探索 な どは、 主と し て 彼 等 の

努 力 す る と こ ろ で あ っ た。 初め貞治(そ の 前 は 信

太郎 )と称 し て い た が、 明治 1 1 年弥 瓶 を 襲 名し

た( í 改称之儀ニ付願J )。

2 代 目 弥瓶の 活躍 し た 時代 は、 明 治 1 代 に わ た

る が(同 4 4 年没)、 この 時 代 は 技 術 的 に も 最 も

向 上 し 、 石 焼 の 本 格化 ・ 他窯場 の 技 術 導 入 ・ 各 種

博覧 会へ の 出 品 ・ 販路の 紘張な ど、 営 業 上 で も 最

も 活況を 呈 し た 時 代 で あ っ たの 反 面、 こ れ ら の 事

業 を 推進す る た め の 資金調達 に つ い て は、 惨憎た

る 苦 心 を 重 ね た 時 代 で も あ っ た。

2 代 目 弥瓶 が 家 業 を 継 い だ こ ろ (明 治 5年)は、

維 新 の 動 乱 が よ う や く 収 ま り 、 新政府は殖産興 業

の 旗 印 の も と に 、 諸産業 の 育 成発 展 に つと め た時

代 で あ っ た。 明 治 6年、 県 の 達 し を う け て 、 弟礼

吉 を 山 形 平 清 水 に遭わ し、 美濃国か ら の 雇教師 加

藤忠次郎に 師 事 さ せ て 、 5ヶ 月 間美濃 流鞘窯 の 法

を 学ば し め、 さ ら に 加 藤 を 新圧 に招 い て 3ヶ 月 修

業 の 上、 美濃流鞘窯 の 皆伝を う け 、 新 た に鞘窯3

間 を 築 い て 試焼 し た( í履歴書J )と い う の も 、

時 代 の 動 き を 物 語 る も の で あ ろ う ど )

弥瓶は 自 ら の 製品 を 各 種 博覧会 に 出 品 し 、 広 く

世の評価 を 問 う て い る が、 こ れ ら は そ れ ぞ れ の段

階 に お け る 東 山 焼の 技 術 水 準と弥瓶 ・ 礼吉の 意 気 込

み を 示 し て い る 。 残 さ れ て い る 賞 状 等 で これ を み

る と、 ま ず明治 1 0 年、 第 1囲内閣勧 業 博覧会 お

よ び 同 11 年秋 田 博覧 会 に 出 品(陶 器 5積〕、 翌

1 2 年に は 山 形 県勧業博物館 に 青華磁の 大皿 ・ 栽

花盆を 出 品 し表彰 さ れ て い る 。 ま た 、 同 13年に

は第3 期秋 田博覧会 ・ お よ び 山 形 県 勧 業1毒物館

(陶 器数 点 ) ・ 同 1 4 年常 2囲内国勧業博 賀 会

(陶 品数積)・ 問1 7 年岩手 県勧業 惇賢会(陶語

数 種 ・ 青華磁 ・ 白磁器 各1穐) ・ 問 18年東京上

野 公園五 品共健会 ・ 同 2 0 年三重 県物産畷 列 場

(花瓶 2 ・ 茶 器 1稀i ) ・ 同 23年第3囲 内国勧業

博覧 会(青華煎 茶 器 ・ 土鍋 ) ・ 同 28年第4国内

国勧業博覧会( 5 合 入土瓶 等 ) な ど へ 出 品 し 、 そ

れ ぞ れ受賞 し た。 上記上野 公園共進 会 に おい て は、

白磁 コ ッ プ ・ 染 付急須 ・ 湯呑茶碗 が 宮内省御 用 品

と し て買上 げ ら れ た。

な お 、 明 治 1 5 年の 山 形 県庁 名 の 賞状(博賀 会

名 不 明) に は、 「先代 ノ 潰志ヲ継続シ、 以テ其陶

搭製造ニ一層 丹精ヲ抽 テ 、 目 下 ニ 到 リ テ ハ該業 ノ

精 良 ナ ノレ殆 ト 美濃唐津ノ両焼ェ努聖書タ ノレ 陶祭ヲ 創

出候殴寄特ノ儀ニツ キ 、 金 二百円賞与候 事 」 と あ

っ て、 技 術 の 向 上 が う か が わ れ る f }

〈陶嘗製造地所調unæ・他〉
2 代 自 称 瓶 が最 も 力 を 注 い だ の は、 石焼の 本格

化 で あ っ た。 明治 4年、 石焼に好通 な 陶石 を 飛森

砂取山 に発見 し た こと は 先 に み た が、 この 石 は そ

の 性強 き に過言、 的の 石と併用 し な ければ、 良 品

を 得 る こと が で き な か っ た。 弥瓶の 「 履 歴 書 」 に

よ れば、 こ の た め彼は百方 に 足 を 輝 ぴ 、 白 石 の 発

見 に つと め た 結果、 明治 1 4 年 9 月 萩野村(淘a新

庄市)仁 田 山朴沢川の 上流万場( カ タ ナパ) に お

L 、 て 良 質 の白石 を 発見 し、 試焼す る に、 唐 津 焼 に

劣 ら ぬ 製 品 を 得 たと い う 。

し か し 、 こ の 区滅の採掘 は 、 さ ら に早 く 明治10

年 ご ろ か ら 企て ら れ て いた ら し く 、 同年の 官 有 地

払 下 げ 願い お よ び翌日 年 の 官 有 地l 反 歩 の 払 下

げ願いが 出 さ れ て い る。 これには 「漸次海外輸出ニ

及 度 」 な ど の 文 言 が み え る の し か し 、 何 か の見込

違 い が あ っ た も の か 、 1 2 年 に は「 熟 考 す る に 実

検 不 行 届 之廉有 之 、 永 遠 之確約無 覚付 」 との 理 由

で 、 上記 再願 を 取消 し て い る ( í官有 地 払下願御

取消願J )。

明治 1 3年 に は 新庄市 山 屋 部 落 の 奥杢蔵出官林

内 に て も 白 石 の 試掘考行 な っ た が 、 これ は大規模
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な篠掘には至らな かったらしいP)また、 この年に
博覧会出品のためにと称して、 前記朴沢川上流万
場の採掘願を提出し、 翌年にはやや規模を鉱張し
て、 90 0坪から 1ヶ年6 00切 の白石を掘り出した
い旨出願 している。 これは明治16年 1月 に開坑
し、 延355人の 人足にて2 10日間行業し、 2.000
買を採掘した(同年の「借区坑業明細表J )、 翌年
には工数44 5人、 行業 日数2 60目、 掘出高 4，00 0 
買 とし、ほぽ2倍に拡げられた。 同18・ 1 9年は
少しく減少す るが、 2 1年には掘出高&000貫目、
工数679人に達している(各年の「借区坑業明細
表J ) 0 

明治 16年 4月 、 弥瓶は万場陶石の運搬のため
に、朴沢部落奥2里の聞に山道を開き、 牛2頭合購
入して運微し、 これをもとに製造方法を一新した
いとの理由で、 資本金 550円の拝借を山形県に願
い出てい る( r産業資本金拝借之儀ェ付願J )。

刀場の陶石は、 飛森 砂取山および萩野村(現新
庄市)小以良川上流の陶石とともに、 東山焼(石
焼)の主要な原料であったらしく、 この後明治末
年までの記録が残されてい る。 小以良川上流の採
掘願も、 ほぼ同時に累年出されているが、 採掘量

(も)Vついては明らかでない。
陶石については、 この他 に舟形町長沢字黒森(明

治2 8年) ・ 同町字大平沢( 同 81 年) ・尾花沢
市野黒沢・稲舟村(現 新圧市)字荊平(同85年、
但し ここは明治8年以来採掘してい る)・新庄市
萩野旧軍用地(明治86 年)などの払下げ関係記
録が残っている。

翻\) 山形県平清水におけ る講習会 は、 山 形県参事関口隆

吉の 意見によ る も のであ っ た (r 山形市史編集資料 J

32号 2 5 頁 ) 。 弥瓶 は加藤忠次郎から 免許蓄を授っ て

いる が 、 こ れについて は後にふれ る 。

(2) 2 代目弥瓶 「 履歴書 Jに よ る の

(�) í 白土試掘之 儀ェ付願」。 願書に 添えた地図に よ れ

ば、 新庄町 (市 ) 山屋の奥l皇の場所で あ る 。 僅かに

100坪の試掘であ る が、 こ れ と 後 の 赤焼 ( 明 治 30 年

頃 と いう ) と の 関係 は不明であ る 。

( 4)願書でみ る 限 り は、 年に Z 反歩(明治 8 年 ・ 同 2 7年)

の小面積で あ る 。

W 東山焼の製造技術

東山焼の製法に関する資料は数少なL、。 明治12
年の「陶器製造法上申」によれば、

一飛森 石 拾分 但シ羽 前国最上荘ノ物産
萩野石 五分 ナリ

但シ石ノ割合ナリ
右両品水車エテ掲粉エシテ以テ水干砂ヲ除去シ、
其ノ撲口上土ヲシテ 製造用 品ト為ス、 右ヲ以テ
製出シタノレ物品ヲ小官ニ収メ、 而シテ素焼ヲ要

ス、 絞 ;リ、 其素焼器品ニ上薬 諮223 是

ナリ、 其三品清水ヲ以テ調合シ、 該素焼器品ニ
寵，、美濃流 量掛穿ス、 然ノレ後チ本焼ト為ス、 サヤ寵ナリ、 焚

木ハ 前に会シ(松薪の こと、 筆者註)。
とあって、 その概略が知られるn また、 同 1 7年
岩手県勧業博覧会への出品解説(花瓶 ・ 急須・煎
茶椀)には、 「石ヲ水車ニテ砕キ水皐トナノレ、 而
シテログロヲ以製造ス、 之ヲ干上ケ、 素焼童生シ、
コパノレトニテ絵画シ、 石ト灰ヲ調合シタノレモノヲ

掛ヶ 、 サヤ宵ニ入レ、 松薪ヲ以テ焼上ル」として
いる。 この場合の白石は萩野村朴沢 と小以良川の
2 ケ所のものを用 い ている(割合は不明)。

翌 18年の上野公閣五品共進会出品解説(コッ
プ5個・茶器 1揃出品) に は、 工場建坪 68坪、
水車 ・ 水皐桶 ・ ログロ・サヤ窯を用い 、 職工1.800
人・絵商工700人・松薪300棚を使用して製造して

いる ことが記されている。 これは石焼についての1ヶ
年の計数 と思われる。 同時に出品した土鍋 1組の
出品解説には、 工場建坪 59 坪、 カラ臼・ 水皐桶・
ロクロを用い 、 職 工12 00人 ・ 松薪 105棚 を費す
とし、 「土ヲ カラ臼ニテ砕キ水ニテ練リ、 而シテ
ログロヲ以テ製造ス、 之ヲ干上ヶ 素焼致、ン、 石ト
灰ヲ調合シタノレヲ掛ケ、 笥ニ入レ、 松薪ヲ以テ焼
上ノレ」と、 その土焼事益法を記している。
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餓ニ掛、 水ヲ以テ練リ素質ヲ調整シjとし、絵付・
粕については「絵ノ具(ゴス ) ヲ用ユ、土鍋ノ如
キ石ト灰トヲ調合シタノレモノヲ用ユ」としている

10 

点が、 さらに具体的である。
砕土用水車は「明治 二年八月中ヨリ自用ノ為メ水

車弐綱宅地内エ設立」とあるのが初 見 である( 同
1 0年「水車稼之儀ニ付願J )。 他に明治12年、

佐藤重三郎宅地内に水車を設けるにつき、 早坂文
次郎以下6名の屋敷地内に暗渠を通す ことを願っ
ている。 さらに明治22年には、 弥瓶屋敷内に建
てている( 1"水車構造之儀ニ付願J )。 なお、 明
治1 6年の「産業資本金拝借之儀ニ付願」に、 創
業以来の努力により、 「荒蕪不毛ノ原野へ八棟ノ
ー弧村 ヲ創立、 外ニ水車二棟ヲ設ケjと記してい
るが、 この建設年代については明らかでない。

明治22年、 弥瓶は佐賀県西浦郡役所を通じて、
米国製と仏国製の陶土沈澱用布袋見 本各 1種をと
りょせ検討しているP)

この段階に至って、 ようやく窯の様造が明らか
になってくる。 先にみた如く、 石焼につ いては、
明治6年山形平清水で行なわれた講習会に礼吉を

ハ
-

升
す
ず
)

参加きせ、 美濃流鞘窯を学ばしめ、 新たに 同 窯 S
聞を設け( 1"履歴書J )、 初代弥兵衛以来の唐津
流丸窯 と併用 した。 この後、 明治13年に至り、
2代目弥瓶が設けた美濃流鞘窯は、 規模が小さく

大器物の焼成は不可能との理由で、 亡父遺伝の唐
津流丸窯を新設し、 「 大花瓶大皿大牽其他精功の
良器製造仕、 博覧会(明治 1 4年第2 田内国勧業

〈湯たんlif ) 

土 焼 は 天保13年
なお、 製造高は、 明治 6年以降 同 17年までの

石焼合計53万9千個止し 、
( 1842 )乃至明治17年までの合計75万5080

博覧会 ) 出品機大ニ起業致度」として、 製造資金
1. 000円の拝借を県令三島通庸に願い出ている。

この予算は次の如くである( 1"陶器製造費拝借之

個としている。 土焼の陶土は「金沢町 村金沢山地
内」とあるので、 屋敷内から採掘している如くで
ある。

販路は、 石焼については仙台・ 久保田 ・山形 ・ 儀ニ付願J )。
ー弐百八拾者円弐拾銭

是ハ唐津丸竃弐箇素焼共新築料
内 訳

鱒岡、 土焼につ いては久保田 ・山形 ・酒田を挙げ
(1) ており、 この範囲は意外に広いようである。

明治23年ごろの博覧会出品解説(第S団内国
勧業博覧会か )に記されている製造方法も、 上と ，竃築トンパリ七千本 、 土踏人夫

金八袷七円l三百五拾人雇料
1但シ壱名ニ付弐拾五銭ツツほぼ同 様であるが、 土鍋などの陶土は「宅地内ノ

赤色粘土ヲ採リ、 之ヲ上ケ春ユテ掲キ、 粉ニシテ
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金七姶円
(トン パリ七千本細工人
但シ考本ニ付帯銭ツツ

I竃地形築立人夫七姶人雇料
金弐拾壱円 l但シ壱名ニ付金三拾銭ツツ

/竃築職人百弐拾人、 但シ壱名ニ
*t三姶六円l1付金三拾銭ツツ

金三拾円
(常下働キ人夫百弐拾人雇料

但シ壱名ニ付金弐拾五銭ツツ

金九円弐拾銭 竃築用割杭 大小縄料

金七円五橋銭 トンパリ製造用杉板三十間代料

金五円 トンパリ製造所 仮小尾普請料

/窯小屋継足シ普請料、 幅4間半金捨五円 1 1三間

f唐津窯焼方器機不足ノ分製造料
l 但し大 ヌケ百五拾本、 ハマ大小
| 取交三 百枚、中ヌケ百五拾本、 ユト金三拾七円 l\ .;;ミ百五拾本、 小ハマ大小取交
l弐千、 ラン ピン百本

(以下略)
これに対しては200円の融資があった。 この頃

の資金拝 借願書には「当時ハ専ラ内地 問越後

へ運出スノレト量産モ勿チ盛大ノ業ヲ起シ、 専ラ海外

輸出之儀素来」 などとあって、 構想、の大きさを

語っている(明治11年「陶器製造資本金拝借之

儀ニ付歎願J )。

さらに、 明治16年、 旧萩野村朴沢興万場の陶

石採掘が始まると、 弥瓶はこれを契機に、 製造方

法の改革をはかつている 。 すなわち、 「亡父遺伝

ノ唐津流ハ五六拾年前ノ旧法ニシテ、 電量戸機械ハ

勿論模様ノ据方等、 当時唐津ニ発明スノレニ比スレ

ハ殆ト五分通リ下等ニ位シ(中略)、 今般弟礼吉

美濃国尾張国陶製所 ヲ実見シ、 肥前唐津へ赴キ伝

習ヲ為受度」と、 先進地の技術進入を企図してい

る( í産業資本金拝借之儀ニ付願J )。 この願書

によれば、 枝術革新による利潤は次のように計算

きれている。

一金千百七拾円也 兼而書上候総高調之分

{旦シ年九度縄上ケ 事度ニ付百三袷円平均

内金九百三拾六円 職工井土石掘取其倒

薪等諸引

残此利潤金弐百三拾四円 但シ弐害11之見込

一同弐千五百円也 今般改良製出見込

但シ年十度情上ケ 壱度ニ付弐百五拾円平

均
此利潤金七百五拾円 但シ品位進歩ニ付

三割ノ見込

旧 新比較潤金五百拾六円

このときの拝借願金の総額は550円であるが、

結局叶えられなかった。

翌日年ごろ、 弥瓶は再ぴ唐津流丸窯 2軒の新

築願を提出した。 これによれば、 明治6年に築い

た美濃流蛸窯では、 花瓶・砂鉢・大林・植木鉢な

どの大紫は製し得ず、 亡父弥呉衝の伝授壮る唐津

流丸窯l軒を設けて製造してきたが、 これは旧法

に過ぎ、 精良な陶器を得ることはできなt、 。 折角

万場に良質陶石を得たにかかわらず、 この窯にて

は、 旧式の、 しかも鞘窯に並ぶ丸察である故、 少

なからず品質を損ねている 。 よって 「今般当時の

丸窯ニ築直し、 器機を改、 唐津同様精良之大器物

製造仕、 追々海外迄も輸出仕度」というのである。

この丸窯新築が実現したか否かは明らかでなL、。

ただ、 明治 23年ごろの博覧会出品解説に「企廿

年美濃尾張肥前西京等ノ諸国ヲ巡回修業シ、 本年

ニ至リ大=改良スル所 アリ、 尾張丸窯ニ模擬シタ

ノレ 新鶴ヲ築キ立ツノレ等ハ則チ其ノーナリ」とある

ので、 九州方面への修業、 丸窯築立も、 明治 2 1 

年に至ってようやく実現したのではなL、かと恩わ
(3) れる。

土焼窯の構造については、 「土焼竃築立覚書」

によって、 大略をうかがうことができる。ただし、

この文書には年代が記されていないので、 あるい

は前代のものであるかも知れない。

慌奥行壱丈 登四尺五寸 口高サ弐尺五寸

口は2弐尺 竃四方7f之中高サ三尺八寸

表江三尺はなれ高サ三尺五寸 くら同断
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竃笥組方 大ほけぐるり 壱尺おきに立つへ

し、 ほけえ十文字ニみなついばりかし、居ベし、

小ざねハ裏江かき付候得共、 徒口者をニ付候

様ニ大ほけ付候ベし

竃大 口之高サ上同断、 登リ五尺横九尺、 く

づり共ニ壱尺、 口高サ 横八寸

こしあっき者尺五寸、 上ミとまり 八寸、 こ

し高サ弐尺

築時者範之万中ニ壱尺五寸角位=土置、 あ

っさきめ、 それt十文字ニ築し、 そのうつ里

=而四方築立つベし

この略図と思われるものが、 別紙に記されてい

る(第1図)。

第 唱 図 東山窯略 図

窯の数は、 石焼については、 明治4年飛森砂取

山に陶石を発見したのを契機に、 翌5年 土焼官官の

末に1基設けたというが( í履歴書J )、 明治23

年ごろの博覧会出品解説によれば、 同6年に美濃

流窯四ケ所(高き6尺・巾1丈4尺・ 深さ4尺)

考築いたという。 同時に製造所l棟(巾8間・奥

行10問) 、 絵画場1棟(巾2間 ・奥行 3間半)

も建てられた。

この後、 唐津流窯が築かれ、 明治12 年の 「陶

器製造調」には、 石焼窯が1ケ所に5個、 このう

ちl号窯は巾s尺長さ 1丈、 2号窯巾 3尺7寸長

さ1丈1尺、 S号窯巾4尺長さ1丈 2尺、 4号窯

巾4尺長さ 1丈S尺、 5号窯巾1丈5尺の規模を

有していること、 1号乃至4号窯は美濃流、 5号

窯は唐津流であったことが知られる。

この窯数は明治18 年まで変り なL、。 弥瓶はこ

の窯を用いて、 工員3人にて年9度の焼上げを行

なっている。 明治 20年の窯数は、 素焼窯 2個 ・

本焼窯 15 個としている( í新庄金沢村陶器産領

槻価J )。

土焼窯は、 天保創業期に7ケ所築かれたことは

先にみたが、 それ以後は明らかでなL、。 ょうやく

明治15 年に至って、 窯数8個・ 工員2名にて年

7度の焼上げを行なっていることが、 「最上郡金沢

町村 土焼陶器製品統計表」によってうかがわれる。

同16 ・ 17 年についても同様である 伊 その他の

年度については明らかでない。

2代目弥瓶時代の石焼技術を物 語る資料が若干

残っている。 その1は絵付け犠臓と伝えられてい

る小型犠輔で、 「明治五歳申ノ二月吉祥目、 岩間

氏務之」と記されている。 岩間氏は旧落土で、 当

時東山窯場で働いた人といわれる。また、 盃に「新

ゴス、 初焼、 明治八年七月大吉 日 」と記してある

のもみえる。 紀年はないが、「新灰、 子七月吉日」・

「コパルト、 内ゴス二百五ツ入、 口ゴ、 生ゴス、

くろゴス、 内カキコス、 クスリ」 ・「新薬調合、

口伝青」などと記したのもある。 絵付の図柄は馬

( í相馬原ノ町野馬也」と註記している1 ・ 犬.

雀・秋草・ 花鳥などが多t、。 また、 花鳥の脇に漢

詩を記したのもある。

〈神酒すず〉
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年旧七月上旬谷 口村 銀山エ( 県担ぷ主主
府下種問専一ト言フ人)兄ノ要件ニ依テ出礎ノ節、ノ 為 ニ 再 興 セ，
該山見出シ掘 取 ノ 儀石焼 慣 ニ試 ムル 処、 生来至

極ナノレニ依リ、 猶製造ノ上盆後 土焼慣エ二回目

試ミノ上、 第三回是レ本製セリ

第 8 号山形県立博物館研究報告

鳥龍製

「鳥龍」の号は盃・茶椀などにも記されているが、

2代弥瓶の弟礼吉の雅号である というP)

明治 2 1年に礼吉が製した磁器花瓶(高 き 34.3

旧 八月中旬焼立

ハ
鳥
備
作
磁
器
花
瓶
〉

センチ、 花鳥の絵付 )は、 石焼技術の一つのピー

クを示すもの と して注目される。 現在残されてい

る 磁母系製品の中では、 最も優れたものである。

その底に、

19 7 5 年 3 月

二代弥瓶弟輝吉明治廿者年陶器修業ノ節、 長知

勝、尾張国東春日井郡瀬戸村 磁器開抱加藤民吉ヨ
tス}

リ伝授ヲ 得、 全年十月中初テ之ヲ試務、シ'

鳥龍亭
(マ)とあり、 その来歴を明らかにしている。

2代弥瓶は、 弟礼吉とともに、 かくも石焼に力

を注ぎ、 高度の技術水準に達したのであるが、 こ

のために費した資金も極めて大で、 家人の伝えで

は、 石焼のために家産を傾けてしまった という。

この故か、 2代弥瓶の遺言は以後石焼には手を出

すなという こ と であったと 伝えている。 彼等の努

力にもかかわらず、 後にみるように東山窯の本領

底書官銘〉〈同上

は、 やはり 土焼にあったというべきかも知れな t、。

時代は前後するが、 明治6年、 弥瓶が山形平滑

神酒すずに長文の銘を記したのが 2例ある。

は、

水に来た美獲の技術師加藤忠次郎を新庄に招いて、

美濃流を学んだことは 先にみたが、 この折、 加藤

が授けた 免許状l巻がある。 長文ではあるが、 こ

こに掲げてみようP
此度産行御取開之厚起御男、召ニ而埋宝能産

行ニ相成候モ能御引立之御思召もって、 去ノレ

明治六年酉初夏発美濃国岐阜県へ陶工の教師

進 一心ヲ記ス

嘉永元年亡父町、瓶始石焼開業ヲ得共、 石性弱ニ

因リ精良ノ陶器聖堂成一度休業ニ及、 其後亡父卜

者ヲ頼ミ、 鑑ニ従東山精良ノ陶器可成白石必出

スノレト閲ケ共、 不取合死去ス、 後ニ父ノ志ヲ思

ヒ、 山々ヲ探シ、 此度東山ナノレ萩野地 内朴沢ヨ

リ良品ナノレ白石見当リ、 因テ此度ビ売物ヲ拾テ

たるもの頼ニ付、 美濃流必伝之術記

凡寒暖の地ニて 土石弱強 有、 是を考事一也、

火に強きものハ水に与わき越元して考 ことあ

利 、 一味ニて解を広見と唱負ベし、 焼かた 其

亡父ノ絵像ニ酒瓶ヲ工備ス

明治十五年午秋八月十九日

この神酒徳利は、 自信ま系のかなり 良質のものであ
(5) る。 その2は 、

此陶器ノ成立ハ二代涌#砂"瓶舎弟礼吉 明治二十
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〈質量島焼免許状〉

分

匁
匁

五
〆

拾
拾
匁
匁

五
三
拾
弐JIl--1111、

賞人の術にあり、 さ皇なから火勢の順廻する時
ハ上燐な利、 火勢強きときは焚きかたはけし
くなり、 火勢よわき時 者窯 の中を よく見渡
し木の少多を加減すベし、 只早焼を上とする
にあらず、 遅焼もあしく、中焼は中燃 を上と
する也、 大口の焼方は過きた る を由するなり、
足らさる を阿し九と考べきものそ

一 広見は 白き晩有を上とする 也、 但シ一味焼
きニ而試する時 ハ弱強分り口の口合口いたす
べし、き屋まん者薬りひ2の入ときの難ヲ除
る也、又呉洲の燃を脅るも是なり、薬豊島失し時艶
越いたすも是な利、但、ン合品に持ゆる土はねまり
少〈白砂目かか里し土の中に丸きすいしょふ
のよふ成細かなる 玉有をよしとする 南利。
薬 調合は広見を六分鬼越し平林米印能類ヲ四
分起やまん 壱合半を元としてきし引有り、 又
火強き処=而調合する 時 ハ土 六分広見四分き
やまん二分越元して加減すベし、 白焼ならは
土を減し、 広見越増し、きやまんを少し増、
灰減し候時 ハ白ミ増すと考、 是を法とする 者
也 艶黒

白玉
唐土
日の岡
唐白目

文
目
弐
目
目
メ

拾
姶
文
捻

六
五
八
二/Illi--t1
1

 

青

叫ギ宵

玉
土
日
付録

白盛
拾文目 玉

二袷目 但し 白 絵ヲ用 ゆる 事有 り 白

飽き紺青

文目 玉
文目 内シヨセ キ少シき し用 ゆ 土

石にて 壱味ヲ元して 灰 をきして 薬と成もの有、
是則あま きのたぐい也、 気を付さかすへし、
此類にハ灰八合迄ハよし、 一味=て解すとも
灰 ニ而解事阿 利。

錦絵法録起

分五回回
目口

岡田

文
文
分
文

四
三
八

二

，，，，，，a，，a，.E・I・‘..
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録

玉
土
日
十

台
ショウヱンシ

分

匁

分
弐

弐
匁
弐
匁

拾
六
匁
五
〆

三
拾
三
拾

百
弐
拾
弐/，，tilt-Et--

赤 玉
土
岡
殻

白
唐
日
弁

しへゆ用hリ摺シ末細極枚五拾箔金

分
分
寸

九
三
三Illi--
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蒔紺青
紺青

壱文目 玉

三文目 土
八分 硝 石

水無しにて少し宿り合ま くべし、 但シ地
書仕置る鎗火ニ而あ ふりて蒔ベし

下地墨の梼へよふ、 松ほこり上々油ユ而よく
練り合 よし野紙ニ而こし用ゆ也

一蒔金銀
ホウシア 焼たる 。

土 。

玉 。

障脳 。

吉野口 。

赤 。

但シよしの紙ニ而漉し用ゆ、 乾き加減有
り

御代
山形県権令 関口r4-;-�

重量事薄井龍之殿
御思召ニ而呼立ニ相成申候者也

美濃国土岐郡
岐阜県管下

東山下海道筋
多治見宿古窯

教師 加 藤忠次郎
年景(花押〕

涌井 弥瓶殿

なお、明治7年の「万 調帳Jに「諸懸」として、
「けやき灰壱斗五升代」とか、 「カハ灰代」・「キ
ヤマン半駄代」・「コス七拾匁代」などとあって
注目される。

訪1)販路について は 、 次節で 詳しく 伊訂す る。

12) 弥瓶あて佐賀県西浦郡役所お よ び香蘭社か ら の奮状

に よ る 。 z種 の布切を 添えて い る が 、仏国製安可と し

て い る 。

13) 後に みる磁器花瓶に も 、明治 2 1年に 礼吉が尾張国

瀬戸村 て修業 し て き た 由が記き れて し、 る。

14) 明治 1 6 ・ 1 7 年度 「 土焼陶舞製 品統計表 Jによる。

15) 文中 の「絵像Jは 、明治 5 年 、郷 土 画家菊川淵斎が

描いた 軸物 Z 幅と 思わ れる 。 こ れには 、松井秀房 の東

山焼 由来 を記 した 讃が あ る 。

(6) 礼吉は 兄弥瓶に 劣ら な い 名工であ った。

礼吉名儀 の博覧会出品も行なわ れたの 彼は後 独立して 、

新庄市鳥越並木地区に 窯を 築き 、陶器 ・ 錬瓦・ 瓦な ど

を焼いた と しみ。 ま た 、山形市長根 窯 の 土焼を 指導 し

て い る 。

(7) 磁器花瓶 の「瀬戸村磁器開祖加藤民吉jと い う のは

誤 り であ ろ う 。 磁祖民吉は文政 7 年に 没して い る (f原

色陶器大辞典J )。 あ る いは 、民吉直伝 の免許状を 受

け た の意であ ろ う か。

18) こ れには 、「縦長議 j があ り 、 赤黄 白 黒 の醐

法が記 さ れて い るが 、東山焼製 品では 、こ れら の色は

試験的に用 い られて いる にす ぎな い。

V 明治前期における製造品目・

製造高および販路

東山窯における陶磁器の製出品目および製造高
の全貌が うかがわれる のは、 明治12年から同 25

年ごろまでである。 他の年代については断片的な
資料を残すのみである。

幕末創業期にあっては、 先にみたように、 専ら
土鍋・行平・片口・摺鉢などの土焼で、 その製造
個数は、 天保1 3年(1842) から明治 1?年ま
での合計?5万 5，0 80 個というから(上野公園五
品共進会出品解説)、年平均では1万 B千個内外
となる。

また、 嘉永元年(184 8) に創まる 石焼の製出
品目は、 明治7年ごろ は小皿・出1茶燐・煎茶燐・
茶漬茶燐・盃・奈良茶碗・猪口などで、 前代に比
し小型化している如くである(明治7年「万 調帳J) 。
この時代における 石焼の製造高を示す資料は、 前
記上野公園五品共進会出品解説のみである。 これ
によれば、 明治6年から同 1?年までの合計53

万 9千個とあり、年平均では約4万 9千個である。



16 大友豊島助 : 新庄東山焼について

M1表 紙庄東山焼製造高・発よ高・製造品目一覧

年 次

明 12年

明 13

明 1も

明 15

明 16

明 日

明 18

明 19

明20

明2 1

明22

明23

明2 40

明25

明 伯

製 造 高 売上高

個
1040R 

6 8.10 0 
- ・ ・ ・・a・ー・・・

17.7 7 0  

6 5 .3 9 0  
- _ - - -- - -

17.3 5 0  

7 0 .5 0 0  
- ---ーーーー

15 ，00 0 

2 8.80 0 
- ー ・・・・・・ー

9 ，0 80 
ー ー 骨 ー ーーーー

7 40.15 0  

8 3 .18 5 
--- - ー ーー ー

13 20 0 

11 9 .0 0 0  

10 5 .8  5 5 

12 2 .820  

118 .80 0  
ーーー ー ーーー

18 ，0 8 0  

113.9 0 0  
-ー ー - - - -

2 2 .5 0 0  

10 9 .0 0 0  
ーーー ー ー ー ー

2 3 .3 0 0  

2 9 .3 6 6  

Ul7 0  

1 .2 0 0  

1.12 1 
-・ー ・---

6 5 3  

9 6 9  
ー ー- - ・ ー

5 6 1 

1 ，0  5 7 
-・・4・ ー ・ ・

4087 

2 6 5  
-ー・・・・・.

135 
- .・ ー ーー ー

6 2 2  

5 8 3  

2 15 

9 11 

9 2 9  

9 2 6  
-ーーー.

330 

9 10 
ーー ーーーー

も0 3

9 3 3  
ー ・ ・ ・F・

4 7 0  

1.8 2 2  

軍基 造 品 目
畑 徳利 、盃

鉢
、 急須、 煎茶碗 、奈良茶碗 、茶 漬茶碗

猪 口 、纏木

前年石焼に 井・ 花瓶を加える 。

同 上

同 上

土
湯通
鍋、

し
行
、 火

平
鉢

、
、
招

銅
鉢
皿
、

、
土
小
瓶

瓶
、 平

、
鍋 貝皿
、 徳

、 瓶
利、 纏木鉢 、

前年石焼に神酒すず 、共鍾、 砂鉢を加える
- - - - -- - - ー ー・ ・・ ーーー・・ー-- ーーーー"・・ ・ー・ーーー- ---

前年 土焼に同 じ

前年石焼に コ ッ プ 、火 鉢を加える
----- ー ・ . -ー ーー，・・ー- - ---- -- - ー ー ー - - - ー軍司ーーーーーー

{記入な し )

ー-- ーーーー ー - - ー ー ー ・ ー ・ーー- - - - - - --ー - - ー ー ー 喧 ・ ー・ ー ー . .  

豆瓶、 盃、 盃洗、 皿、戸 車、 猪口、中た らへ、 兵
そ く
側 徳利

碗
、神酒すず

戸
、小
車

井、コップ、盃、煎茶碗 、
奈良茶 、 小 瓶、

- -- - - ーー ・ ・・ ・ ーーー・国ーーー・・ ・ ー ー・・ーー・ ・ー ー ・ ・ ー ー ー ..ーーー・

側
小 皿、 茶 漬茶碗

猪
、 煎茶碗 、出し茶碗 、戸 車、 湯呑

徳利 、小 瓶 、 口 、鳥飯
蓋物

入、 神酒すず 、仏器、
土瓶 、急須、 糸醤油入 、 、 花瓶 、植木鉢、 盃

同 上

同 上
ー --ーーー ーーーー ー ー ーー ーー-- - - -- --ーーーー ・・・・ ・ ーー・ ・・ ー ・・

土鍋、 行平 、 貝皿 、卸血、 瓶、 摺鉢、 土 瓶、 火事私
湯通し

前年石焼に同 じ
ー ー ー ーーー ー ー- - ー ・ 4・ - - - ー ー ー ー ー ー --- -ー ー - - - ー ー ー

前年土焼に 同 じ

煎
猪

茶
口

碗、 出し茶碗、 欄符(j1J..神酒 すず、 魚、須、 井、
- ー ー ー - - - ー - - ー ー ー ーー- --ー司ー --- ー ー ー ー ー ー--

前 年度土焼に兵 そ く を加える

掴 鉢
ぼ

、
し
練
? 民

鉢 、 湯通し 、土 鍋
、行
、 製糸鍋

F
顔
Z車

、

鉢

同 網、 湯た
ん 、 1升5 合すず 平

朝
、 土瓶、 漆 鉢 、

片 口 、 鶏水呑、 卸皿、 植木鉢、

備 考

窯5 個、 年 9 度焼上げ、 石焼 、内地に売 捌
く

同 上

同 上

同 上
- ・ ・ ・ ・・・ ・・・a ・・・・ ・ ・ ・・ー..._- . .._-- ------ -- --ーー-- . ・・・.

土焼、 工員Z 人 、 窯8 個、 年 T度焼 上げ

石焼、 工員3 人、 窯5 個、 年 9 度焼上げ
--------ー ・・・・・・ ・・・・ー ーー---- - - ---- ------_ __. 

土焼、 窯8 個、 年 7 度焼上げ

石焼、 工員3 人、 窯5 個、 年 9 度焼上げ
ー-ー ・ーー ーーーー・ ・ ・ーーーー・圃・ー ーー・ーー喧・・・・ーーーー

土焼、 工員2 人、 窯8 個、 年 7 度焼上げ

石焼 、同年後 半 期 のみ
ー - - - --ーーー ー ー ー ・ー ・ ー ー ・ - - ー ー ー ー ー - - - ー ー ・ .

土焼 、同年後 半 期 のみ
- - - - - --ー- -ーーー ー ーーー - ー ー ー・ ・ ・・ ーーー・ ・ ー ーーー

同年石焼 の総計と 思わ れる。

石 焼
圃 ー ーーー-- - - - - - - - - - -- - - -- ーー・ー-- ーー-----

土焼、 同 年 l 月 か ら日 月 ま で

素焼 黛2 個、本焼 窯15 個

明記なし が石焼 と 恩わ れる

石 焼

石焼 、販路、 新庄、 酒田、 湯沢 、 横手
ー ー ー ー ー - - . . ・ ー ー ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ‘ 噌 ・ーー--・・-------

土焼、 販路、新庄、 酒 田 、 山形

石焼 、販路、新庄、 酒 田 、 湯沢 、尾花沢
ー骨 事 国・ーー ー ー ・--ーーーーーー ー-- - ー ー ー ー ー ・・・・ーー

土焼、 販路、新庄 、酒 田、 山形

石焼 、販路、 新庄、 酒 田、 湯沢
ー'ー--- - --ー' ・ ーー ー ， ・ ・ ーー ・ 4・ ー - ー ーーーー ー ー骨・

土焼 、販路、 新庄、 酒 田

土 焼

組1) 涌井家文書. 各年 の「陶器 製造調 j よ り 作成. (2) 金額の円以下は切 捨。
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明治12 年から同2 5 年までの14 年聞につい
ては、 各 年の「陶器製造調Jがあり、比鮫的詳細
な計数が得られる。 これを製造 個数・売上高・製
造品目などに別けて整理したの が第 1表である。

これによって、 時代の傾向をみるに、 明治 12 
年は、 石焼のみの計数であるが、5基の窯( 年 9

度の焼上げ) 、 8 人の職 人にて、 販売高1.040円
を数えている。 製造品目としては、 畑徳利・盃・
魚須・煎茶椀・奈良茶碗・茶漬茶碗・猪口 ・植木
鉢・小皿が記されている。 販路は「悉皆内地へ売
捌、外国輸出無之」とある。

明治1 3 ・ 14年 には、年を追って販売高が増
加している。 14 年の1200円は、 石焼の金額と

しては最高である。
同1 5年に至って、 土焼の品目および製造個数

が知られる。 すなわち、8基の窯( 年7度の焼上
げ)、2人の工員によって、 約1 万8千個を製造
している。 その製造品目は土鍋・行平・摺鉢・土
瓶・片口 ・徳利・植木鉢・湯通し・火鉢・卸皿・
貝皿などで、前 代に比し績類が増加している。 な
お、石焼の個数は6 万s千個、 品目は前 年と同様
である。

両焼のこの後の推移をみると、土焼は明治17 
年に少しく 減少する が、 以後は再び増加の傾向を

示し、同25年にはZ 万3.300 個に達している。製造
品目については、 殆ど変化がない。 石焼の製造個
数も累年増加し、 明治20 年 には11 万9千個、
同22年には12 万 個を突破している。 製造品目
は、明治12年のそ れに神酒瓶・砂鉢(同16 年)、
コ ップ・火鉢(同1 7 年 )、 戸車(同19 年)、
鳥飯入・仏器・醤油入・蓋物・花瓶(同2 1年)
などが、それぞれ加えられている。

販路については、 明治2 3 年乃至25 年の記録
がある。 土焼は地元新庄・酒田 ・山形、 石焼はや
や広く、 新圧・酒田 ・横手・湯沢・ 尾花沢など が
挙げられる。 他資料によれば、 仙台・秋田 ・山形
(明治1 7年 上野公薗五 品共進会出品 解説 ) とあ
り、また酒田 ・越後・松前 (明治13 年 「陶器製

造資本金拝借之儀ニ付歎願J) などとあり、 実際
(1) はさらに広範囲にわたっていた如くである。

明治25 年を限りに、 製造個数についての記録
は失われている。 同30 年ごろ、新庄市休場奥の
陶土を用いて、 赤焼の頚の短いすず徳利を造り始
めたというが、詳細な記録は見当らなL、。

この頃、 東山窯は経済界の変動により、 かなり
深刻な打撃をうけた模様である。 加えて、明治35

年には大暴風雨に遇い、 窯小屋に大きな被害を蒙
った。 「 涌井弥兵衛及其ノ子弥瓶ノ伝」は、次の
ように記しているの

〈片 口〉

〈湯過し〉

明治 三 十年ノ凶作以来一般ノ不景 気ニ連レ、販
路杜絶 シ、製品其費ヲ償ハサノレモ、 辛フ シ テ其
業ヲ持続セ シガ、同三十五年ノ暴風雨ニ遇ヒテ、
竃小屋二棟工場一棟薪小屋二棟ヲ嬢倒 シ 、 Eツ
資本ヲ渥尽 シタノレ際ナレパ、 之ヲ復旧スノレコト
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能 ハ ズ、 遺憾 ナカ ラ 磁器ノ製造ヲ廃シテ 、 終ニ
土焼陶器ヲ製作 ス ノレ ニ 止 ム 、 然ノレニ 明治 四 十 四

年 ニ 至 リ 、 最上郡及新庄町ノ当局者ハ 百数 十年
来発達セシ窯業ノ特 ニ 廃絶セン ト スノレ ヲ惜 ミ 、
部 費 ヨ リ 弐 百円、 町 費 ヨ リ 弐百円ノ補 助 ヲ与 へ
テ 工場 及ヒ 噂 ヲ復旧セシ ム 、

と 。 第 1 表にみる 明治 4 4年の土焼製造高は、上
の 背景 を考 慮して考えるべ き計 数 であ ろ う。

東 山窯は、 この頃を境に以 後衰退の傾向にある
如 く である。 明治3 6年の奥羽 南線新庄駅の開 設
は、 この傾向をさらに強 めた よ う である が、 こ れ
については後に触れたい。

書館1) 例えば、 嶋田屋倉治に あてた 弥 濃 の 手 紙 に 「去年

中御噺申上候やち き がえ あ て ら沢 ( 河北町谷治 ・ 寒河

江市・大江町左沢 筆者註 ) 三 ヶ所江何分御取弘被成下

度 」 と 、 山形県西村山郡地方への販路拡張を依頼 して

い る 。 ま た、 最上郡真室川町方面への直売の送状 も あ

る ( と も に年月不詳 ) 。

VI 営 業資 金の 調達

この よ うに、 Z 代目弥瓶時 代の 東山窯は、 設術
的にも新生面を拓 き 、 営業上においても最 も 活 発
な 時 代 である が、 その営業資 金 の 調 達には、 非常
な 苦労 を重 ね た時 代 で もあった。

元来 東山焼は新 庄司Eの国 産のー っ と して成立し、
そ の保 護の も と に成長して き た もの で あった。 明
治 以後は、 こ れらの補助を新設の山形県に仰ごう
と した のは 自 然の勢いであった。 資金 調 達に関す
る 文 書は、 明治 1 1年 以 降 17 通 残 ョ ている。 こ
れに よ って、 明治 前 期の資 金 関 係をみる と 次の よ
う である。

明治 1 1年の 「 資本金拝借之儀 ニ 付再 願 」は、
同年3 月 、 県令三 島 通 用育に提出した 金3 00 円の
「陶器製造資本金拝借願 」 の再 願 である が、 結 局
許 可 きれ な かった。 同 13 年には、 「 製造 法ヲ九
州地方ノ器 械 ニ 改 メ 、 専 ラ 盛 大ノ 産業ヲ奮起シ、
一 層 構良品ヲ製造仕、 随テ来 明治十四年ニハ 精好
ノ良品 出品位、ー ツ ハ広 ク 愉 出 之方法ヲ設 ケ 、 二
ハ 即 管内一 物 産相供」したい と の理 由 で、 金千円

の拝借を県に願 い出ているil )この願 いは、同年 8
月 ・ 9 月 ・ 1 2 月 と 繰返して提 出するの であるが、
県は 200円( 5 ヶ年 々 賦)を貸与した に過 ぎ な か
った。 この返済については大 分 苦労したらしく、
明治 1 5年 度については、 酒 田 港売先から 代 金 を
回 収するま で 延 納 党 許されたい 旨 願 い 出ている izl

これは、 明治 2 2年に至る も完済 き れ な かった。
明治 1 6年 には、 萩野村本ト沢奥 で 良質の白石を

発見した の で、 この採掘のた めの道路開 き く 普賢 お
よ び運 搬のための牛 2 頭の購入費、 さら に弟礼吉
を美濃 ・ 尾 張 ・肥 前 に遣わすた めの資金 と して、
合計 5 50 門の拝借を願 い 出た。 こ れ と 同時 に唐 津
流丸窯 Z 基新築の資本金拝借麟も摘 出した が、 許
きれ な かった ( í 産業資本金拝倦 之儀ニ 付 願 J )。

明治 23 年ごろ は、事態はさらに深刻だった ら
し く 、次の約 定のも と に、 新 庄 町 商 人大友安兵衛
から借金している。

(列( 前 略) 涌井弥瓶外 三 名 ニ 於 テ 資本金ニ乏 キ 製
造方 自 途無キ ヨ リ 、 今般全町五 日 町 大 友 安 呉 衛
瞥金貸与、其他ノ諸世 話 頼 証ノ上、 即 承 諾相成
リ タ ノレ ニ 於テ ハ約 定ヲ取 結 フ、 他エ

ー 涌 井弥瓶所 有ノ陶器焼暗 二 タ 登 リ ( 肝タ J、
水 明棟併 ニ 牛三 頭抵当ト シ、 金 三 百円 ( 担
当i) 大友 安衛 ヨ リ 借受 ヶ 、 利子 ハ年 二 割 ト
シ、 外ニ 四拾円ヲ請世話報酬金ト シ、 都合 一 ヶ

年 百円 ツ ツ 明治 廿 三年 口 月 廿 日迄毎 月 八円三拾
三 銭 三 贋 ツ ツ 提出シ可 申事
一 総テ陶器 ハ新 庄 町 五 日 町 福井定吉へ横 波シテ
自 億 ヲ以テ 他方 へ売払等不 致事
一 前 項売却 代 金 ハ 大 友 安兵衛ニ 於 テ 取 立 可 申事
ー 涌井弥瓶外 三 名 ニ 於テ 精 々 尽 力、 石焼 ハ 毎 月
一登 リ ツ ツ 、 土焼 ハ 壱 ヶ年 八 を リ ツ ツ 仕立ヲ可
申事
一総テ製造 ェ 関 ス ル諸物 品其ノ他飯米等、 大 友
安兵衛=於テ 相渡シ贋 キ 、陶器売却 代金 受 取ノ
都 度 精 算シ、 純 益 金 ハ 涌井弥瓶ニ 於 テ 担 任 ス ル
事 ( 以 下 略)

ま さに、 前 貸 借lに よ る 問屋銅j 家 内工業 と い わ なけ
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ればなら な L 、。
こ のよ うな苦 境 が続 いたた め であろ うか、 明治

2 6 年 には、 弥瓶所 有の家財道具・陶器類を新庄
町( 市 ) 北 条 麻 之助 ・長南儀作 に売渡して資 金を
得ているf) さら に 、 翌2 7年 には、 上記北条・長
南・大泉 某・長 倉庄作などを株 主 とする 「新庄陶
器製造所 」が組織され、 弥瓶は製陶器械諸道具一
切を譲 り渡したf} こ の会社の組織は 明らかでな い
が、 「 譲り渡証」に 「以後一品タ リ 共 自 鐙 エ 取扱
申 上 間 敷 候」とあって、 弥瓶 自 身は製造家 として
の幾分かの 自 由を留保しつ つ も 、 賃 労 働的な立場
に 置かれている如 く である。 なお、 こ の 「 製造所」
形態は、 いつ ご ろまで続いたかを語る 資料は 残っ
ていない。

明治3 5年、 弥瓶は製品販売に ついて、 新庄町
佐 田 源蔵と、 次のよ うな特約 を結んでいる が、 こ
の場合 も、 彼はかなり不利な条件のもとにある よ
う に 恩われる( í 陶器売買 特約 証 書 J ) 。

例一 壱酒量ノ 出来品価 格ノ半額限 リ 製造人ハ 前 借ス
得ノレ事

一焼上 リ 陶器ハ製造 人 ニ 於 テ ハ 壱品タ リ ト モ 自
備 ニ 販売致 ザノレ事

例一焼上 リ 陶器竃出スノ時ハ佐田 源 蔵ト 相談ノ 上
官 出シ製造人 自 宅=於 テ 相渡シ精算スノレ事

この他、 「製造品ハ定価 ヨ リ 壱 割 ヲ 滅ス ル事 」 や
「松薪弐竃分弐袷 棚 佐 田 源蔵 ハ買 受 ヶ 製造 人 ニ 貸
与スル事」などと定 めている。

明治3 5年暴風雨 に よ る 災害復 旧のた め に 、 同
H年 、 新庄町(市 ) お よび最上郡から 、 そ れぞ
れ200円ずつの補助 金 が交 付 された こ とは、 先 に
みた如くである(名 目は陶器改良補助 金とされて
いる)。

以上が記録に 残された 主 なる 資 金 調達の状況で
あるが、 こ の他 に 田 畑 を抵当にした 借入など も数
件みられる。 むし ろ 、 こ のような個人 間の貸借が
より多かったのでは ないかと恩われる。

Z代目弥瓶は、 明治 4 4年9月 1 4 日 7 1 才で
亡 く なった。 未 だ暴風雨 災害の復 旧事業の半ばで

あった。
劃l} 願書の 「 来明治十四年 エ ハ精良 ノ 良品出品仕 j と あ

る の は、 第 Z 回内国勧業博覧会を き して いる 。

(2) r 拝借金延納之義 ニ 付願 j 。

(3) í 諸道具貸上ケ置証文 」 に よ る 。 弥兵衛は これを改

め て借受け る 形を と り 、 使用 し て い る。

(4) í 陶器製造録械懐 リ 渡証 J に よ る 。 こ れには、 「陶

磁器製造ニ 用 ル 舞械諸道具悉皆

右者是迄私所有之陶磁器製造 ノ 処、 今般新庄陶器製造

所 ト 相改 メ 候 ニ 付、 橡主 ニ 対 シ前証之製造用品悉皆御

議 リ 申 上候処実正 ニ 御座侯」

と あ る 。

なお、 明治 1 8 年に、 「 家屋併小屋 ト モ六 棟 j を北

条巻蔵に売 り 渡 し、 以後は年 々 家賃を払っ て居住 して

い る 織子であ る ( í 借家約定証 j ) 。

VII 3 代 目弥瓶と 県 内窯 の 概 要

父の跡をついだ3 代目弥瓶は、 明治 12 年 1 月
2 9 日の生まれであるから 、 Z代 自 称瓶の亡 く な
る こ ろ には、 すでに 完全 に 父の技術を修 得してい
た こ とであ ろ う。

3 代目弥瓶衝の時代は、 第 I 次世界大戦・昭和
恐 慌 ・ 目 撃事変 ・太平洋戦争 と続〈、 Z代目弥 瓶
とは違った 意味での激動の時代であった。 彼は こ
の中で、 東山焼を守る べ く 心血を注いだ 様子であ
る が、 そ の 記録は殆ど 残っていな し、。 当主 4代目
弥瓶の 語る と こ ろ に よれば、 3 代目弥瓶はきっぱ
りと先祖以来の石燐を廃 し 、 東山産陶土の特性を
活かして、 専ら土鍋・行平・摺鉢・湯 通し・片口
など 日用 雑 器の土焼を行 なった という こ とで ある。
いま に 残る い わゆる 東山焼は、 彼の時代焼かれた
ものが最も多いのではなかろ うか。

3 代目弥瓶の技術は、 土焼の面では、 父をもし
のぐ優 れた ものがあった。 昭 和 初 期民 芸 運動を興
した柳宗悦 氏は、 こ の時代の東山焼の素朴 な美を
..して、 「新庄の町はづ れ に 東山と呼ぶ窯場があ
ります。 美しい 育味のある海鼠触を用 ゐ て土鍋だ
とか褒 だ とかを焼 きます。 中でも耳 附の土鍋は、
三 つ 足も添へてある 古 い 型を伝へる も のでありま
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〈 土 ・ 〉

〈 行 平 〉

〈 茶 婁 〉
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せ ろ 。 土鍋としては 日本中 の も の で最も美しい で
せ う か。 」と述べてい る 日 )

3 代目弥 瓶が土焼に転 換 し た の は、 時 流に沿 っ
た 賢 明な策 であった。 明治 35 年 の 暴風雨に よ っ
て石焼を廃 止 し た とい う が、 こ の 背 後には、 さら
に大きい産業界 の 変 動 があ った よ う に恩われ る 。
そ の 最大 の も の は、 奥 羽 南線 の 開 涌に よ る 瀬 戸物
の移入 で あ る( 明治 36 年 新 庄 駅 開 設 ) 。 後に
み る よ う に、 山形県内の諸窯の 殆どが、 ほ ぼこ の
頃を境に衰 退 ・ 廃絶してい る の は、 そ の 影 響 の 深
刻さを物語ってい る。

因 みに大 正 8年「山形県最上 部統計 書Jによれば、
同 部 内 におけ る 陶器 製 造戸数は5 戸 あ り 、 職工6
人にて年 傾 4.396 円の陶器を製してい る の に対し
愛 知 ・ 岐阜両 県から の 陶磁 器 移入は マ 千円に達し
てい る。 なお、同年 の 最上 部内におけ る 瓦製 造 戸
数は2 戸、6 .30 0円の 製造高、 土管製造戸数 S 戸、

2 85円の 製造高 である。
山形県におけ る陶磁 器 生 産は、 江 戸 時代後半、

とくに幕末から 明治 中 期にかけて全 属早 期 を淵 え、
そ れ以後は急速に衰 えてい る よ う で あ る。 先学 の
研究によ れば、 幕末・明治 初 期におけ る 県 内 の 窯
場は20 余 ケ 所を数 え る。

こ の う ち、 置 賜地方 の も 窯を除いては、いず れ
も藩政後 期、とくに幕末に近い時 期に開かれてい
る 点 が注目され る。 こ の 段階に至って、 初 め て、
庶 民 の 日用雑 器に対す る 広範な需 要 が 現 われ た こ
とを物語 る も の であ ろ う か。 一般農 民 主 で が、 日
用雑器と しての陶器を購入し得 る よ う に な る のは、
や は り こ の 段 階 であ る の かも 知 れ な L 、。 とすれば、
これ以前 の 庶民 の 日用雑 器は何 であった の であ ろ
う か。 木地類がそ の 役目を担ったと も考 えら れ る

が、後考にまつ外にない。
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M2表 山形県近世窯一覧

地方 窯 名 所在地 創始年代

成 島 焼 米沢市広幡町 天明元年成島

置宮困焼 米沢市南堀端 安永9年頃町

同 心焼 米沢市同心町 文化頃

賜 米沢市広幡町 芳旧理窯署 安永煩落 合焼 上小菅落合 明治10年

米沢市下花沢 安永7年花 沢 焼 ( 8年とも)地

椿 焼 飯豊町棒 明治末ごろ
色、

文致、天保方 十 王焼 白鷹町十王 年聞か

宮 内焼 宮内町宮内 文化年間

陶文化年間平清水焼 山形市平清水 磁弘イ匂許

岩波焼 山形市小立 弘化4年
(石焼 )

村
柏 倉 焼 山形市柏倉門 明治25年

伝字柏倉 (与六)

極辛田焼 同上字塩辛回 安政年間
山

山形市村木沢長 根 焼 長根 維新直後

猪野沢焼 東俊市猪野沢 天保年間
地

狐 石 焼 東銀市後沢狐 慶応頃石

沢 畑焼 河北町沢畑 明治初年
方

上 畑焼 尾花沢市上畑 天保z年

中嶋焼 尾花沢市原田 寛政年間

山形県立博物館研究報告 第S号

創 始者 土 陶 磁 開サ 系 統
相工良藤

清
某

左
に手焼守 。 。 / 有 相 馬

かせる 唐 津

奥 山 某 。 有 相 馬

赤 井 某 。 有

神 保 某 越 後。 。 無荒井 喜重 成 島

相良清左手守 。

不 明 。 。

上小菅村
源 蔵 。

鈴 木 某 。

小
渡
野藤治平 相 馬辺五兵衛 。 。 。 有 肥 前伊藤藤十郎

伊藤藤十郎 / 。 。 有 平清水

奥山 与六 肥 前
黒田伝兵衛 。 。 。 有 切 込

黒田伝左手守 。 。 。 有 不 明

会 津後藤文治郎 。 。 。 有 益 子

'J'Ú正日理局街 。 。 有 平清水

安達 新六 。 。 / 無 堤

場米国隊瀦 / 。 / 無 猪野沢

高僑善主討可
が大坂の信 / 。 。 有 平清水光に焼カぜこ

安 兵 衛 。 。 / 無 不 明
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備 考

頃
花

「
沢

鶴衰退城
よ

。叢
り移

談大正J
る。

末「燕再興翼。編抄」。 明治もO年

南町奥山某 が相馬より陶工を招き、 焼
かせTこ。

染付伊万里風。赤井成島から分かれ、
同心，ørrに窯を築くの

成島焼に習うとしろ。
小菅焼とも いう。

相馬の利兵衛が伝えた。
衛
相良 が援助。

花沢の百姓吉蔵、長兵 に習わせたの
後に成島に窯をうっすn

瓦焼風のもの多 いn

切立・から鉢が多
窯

い。跡
十王称名寺裏山に あり の

称名寺文書.

貫入がみられる。

人形も焼
泉
く(大正以後 )。

安
丹羽治左エ

門、平 寺の援助による。 倍覚左ェ
門が治左ェ門 窯を継ぐともしろの

飯茶碗蓋に は「岩」の字あり。他に染
付8寸皿、宝沢蔵主権現奉納大待J利。

与六は堤で修業。
来

長根窯で働き独立n
平清水の陶工も る。伝兵衛の窯をつ〈・。

佐倉藩代官国内与七郎のすすめによる。
後、弟伝兵衛がつく・が、柏倉にうつる。

会津の栄治の指導。会津 より陶工を麗
う。

和
後に奥

窯
山与六も来るの

昭 36年廃 。
小山田為吉、土赤五郎吉などに焼かせ
るe 人形も焼く(五郎七・卯平)
大正初年衰退。

同地に早瀬久七の堤系人形祭もあった
(明治初年から37年頃)

土赤五郎吉を招き土焼。後、奥山与六
を呼び陶器を焼く。

長瀞藩家老大崎七郎左衛門の計画によ
る。 山形陶工を招くも未熟、大坂の長
野符、兵衛等を招〈。

実焼に似る。安兵衛焼ともL、うの
原因家の近くに窯跡あり何
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防方 窯 名 所 在 地 創始年代 jlJ 始 者 土 陶 磁 附 系 統 備 考

最 東 山 焼 新庄市金沢 天保 1 3 年 涌井弥兵衛 。 。 。 有 相 馬 人形 も焼 く 。
上 東山 美 濃

文政 8 年 と 文政 8 年、 最上栄吉が伝えた と い う カL庄 大宝寺焼 館岡 市新町 も L 、 う が不 五十嵐太平 。 。 / 無 不 明
内 明 すでに安永元年に行 なわれて いた。

地
方 松 償 焼 松山町松償 明治初年 六 兵 衛 。 。 / 不 明

米
相良人形 米沢市花沢 安永 8 年頃 相良清丞z門 。 陶器軍基造に失敗 したあ と 人形に転ず。

沢
/ / 

伏見系 ・ 彩色

大 宝 寺 鶴 岡 市紙漉町 天保年間
庄

人 形
尾形喜惣治 。 / / 

亀 ケ 崎 酒 田市亀ケ崎 明治初年 木 山 周蔵 。 / / 
人 形 町

内

酒 田 人形 酒 田市出町 明治初年 小 野 雲山 。 。 / 

新 大正、 高 橋 浅 司 高橋浅司 ・ 川又 某 ・ 阿部 某 ・ 語亀井
横前人形 新庄市績前 。 / / 

庄 昭務吻年 他 弥瓶等焼 く 。 エ ナ メ ノレ染

註( 1) 田中匡平 「 県 内陶窯一覧 」 を も と に 、 板垣英夫氏 お よ び筆者が加量産 し た も のであるの

(2) 参考文献 村山地方については、 『 山形市史編集資料 J 32 号。 川崎浩良 氏 『 山形の歴史 j 後巻。

上畑焼 について は 『 北村山郡史 』 上巻 4 3 3 頁。 他に尾花沢 市高橋喜夫氏所蔵茶碗の銘。

猪之沢焼については田中新治氏 「 猪野沢のかめ H 民芸山形 J 2 号、 r 東郷村史 』 。

大宝寺焼については 『 鶴岡市史 J 上巻 6 5 2 頁、 田原久 「 大宝寺焼 J ( r 庄内 の民具 J ) 。
十王焼につ いては奥村幸雄氏 「 十王焼について J ( r 民芸山形 』 第 2 号 。 同 『 瀬戸山物語 J ) 。

岩波焼につ い て は山形市灘山郷土研究会パ ン フ レ ッ ト 「 藤十郎焼 J 。

成島焼について は田 中氏の 外、 高矯賢治氏 「 成島焼の新事実 J f 羽陽文化 J 48 号。

宮 内焼について は黒江太郎氏 「 宮内の焼物 J ( r 民芸山形 j 第 2 号 ) 。

新庄東山焼については、 倒稿 『 新庄東山焼資料 』 。

相 良 人形については奥山寛純氏他 『 相良家 と 相良人形 』 。

全般にわた る も の 田中 医平氏 「 県内陶窯巡 灼 j お よ び 『 民芸山形 』 第 Z 号。 D.ヘイ ル 『 東北のや き も の 1 0

江 戸時代は じ め、 西 廻 り航路が開 か れて 以来、 の 大 量移入に押さ れ た た めと伝えてい る。 か つて
当地方の物産が 上方市場に運ばれ た が、 その還 り は、 石焼は土焼に比 し 有利 で あ った こ とは確 か で
荷は瀬戸物・塩 ・古手・呉服などが主なる もので あり、 こ れ が諸窯をし て石焼に向か わ し め た の で
あっ た。 こ の西 廻 り海運による 瀬 戸物と地元 製 出 あ ろ う が、 先進地方製品の大 量流入には太 万 打 ち
の陶器との競合 関 係は、 どのよ う な もの で あ った 出 来な かった の ではないか と恩 わ れる iB)

(2) で あ ろ う か。 幕末 ・ 明 治 初 期に20 ケ 所を数 え た 県 内諸窯の
こ の時代、 県 内 諾窯は競って精巧な石焼をめ ざ う ち、 現 在 も なお伝統を負 って焼き つ づ け て いる

して努 力する の であるが、 山形平清 水焼を除 いて 窯は、新庄東山窯と山形平清 水 窯の2 ケ 所に過 ぎ
はいずれも永続せず、 明治 末年 ご ろ には衰退 ・ 廃 ない。
絶の傾向を 示 し ている。 鉄道の開 通による 瀬 戸物 昭 和 初 期の経 済 恐慌は、同 8 ・9年の冷害によ
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る 凶 作 と 相 ま っ て 、 東北地方の 農 村に深刻な打撃
を 与 えた。 と く に積雪寒冷地帯 で あ る 最上地方の
農家 経済は窮 迫の度を加 え、 娘 身 売 り 問 題 ま でひ
き おこ し た 。 昭 和 8年 、 新庄 市に農 林省 積雪地方
農村経済 調 査所( 後に総合 農 業 研 究 所 積雪地方支
所 と なる ) が設 置 さ れ た が、 そ の事業 の 一つは、 積
雪 地方の 農 村 経 済 ・ 農 家経 営 に 関する 更 生 計 画 の
調 査研究 で あった。 こ れに 関 連 し て 、 当地方の 農
家 副 業 たる 藁工品や手工芸品の 調 査・収集が行 な わ
れた。 や が て 、 こ れ が雪 国 協 会 主催 の 最上 部 民芸
品 展 覧 会 の 開 催に ま で 発 展 し た 。 こ の 第 I 回 展 覧
会には( 昭 和 13 年 ) 、 東山焼の 土瓶・ 茶椀・ 大
皿 が 出品され、 受 賞 し て いる 。 こ の 殆 ど が当主 4
代目弥瓶が製し た も の で ある と い う。

こ の 頃よ り 、 食樋増 産 の 声 が 高 ま り 、 東山窯は
水 田 の 暗 渠 排 水 用 土 管 の製造に カを注ぐが 、 こ れ
を明 らかにする 資料は残され て い ない。

3 代 自 称瓶は 昭 和 1 8年 10 月 2 5 日に亡くな
り 、 当主 4 代目弥瓶がそ の 跡をついだ。 4 代目弥
瓶は 明 治 4， 1年 の 生 ま れ 、 若年 か ら 父に従い、 製
陶の枝 を 修 め 、 益子 で修 業 の 上、 多くの 辛惨をな
め て 家 業 を 守 り 通 し て き た 。 最近 では、 5 代目弥
瓶 と と もに、 民 芸 風 の陶器を製出 し、 新 生面を拓
� つ つ ある。

tt(l)  r 手仕事の 日 本 J 7 6 ・ 7 頁。 な お、 柳宗悦氏が新

庄を訪れ る よ う に な っ た の は、 昭和 8 年設置 さ れた農

林省積雪地方農村経済調査所の招 き に よ る も の と 思わ

れる 。 すなわち、 同所初代所長 と し て 着任 した山 口 弘

道氏は、 深 く 民芸運動に共鳴 し 、 柳 氏を は じめ 日 本氏

芸協会の主要 メ ン パ ー を招 いて 、 最 上地方 の噴」二品や、

庄内地方の蒲細工な どを紹介 し 、 そ の指導をfrp � 、だ。
昭和 1 3 年に開かれた第 1 回 履上自主民芸品 展覧会はそ

の現われであ ろ う 。 昭和 同 年には、 上記調査所で東

北 6 県手工芸講習会が催 さ れたが、 その講師 と し て 日

本民芸協会か ら は、 柳 ・ j芦沢鑑介 ・ 浜 田 庄司 な ど の各

氏が招へ い さ れた。 こ の 事情について は、 高 橋 喜 内

氏 「柳宗悦氏 と 山形 J ( r 民芸山形 j 創 刊 号所収 ) に詳

し し 、。
(2) こ の点、につい て は、 田 原 久氏 は、 西 廻 り 航路完成後、

( 4 代 目 弥 瓶 〉

北前船お よ び 、 と く には 1 8 世紀以降の弁才船の活健

に よ っ て 、 唐津 ・ 瀬戸 な ど の焼物が 比較的安価に入手

す る こ と が出 来 る よ 巧 に な っ たために、 圧内地方 の 陶

窯が発達 しなかっ た と さ れ て い る 。 さ ら に 「 一方には

( 中略 ) 木器 ・ 漆器 の利用 が盛んで、 一般の食器類が

木器中心の時代 か ら 、 陶磁器中心に転換す る 時期に、

すでに こ れ ら の外来の焼物が安価に流入 し て 来 てL 、て、

庄 内 で掬窯の発達す る暇がなか っ た も の と 見 る こ と も

で き ょ う 。 j と 述べ て い る 。 ( r 大宝寺焼 H 庄内 の

民具 j 所収 ) 。

ま た、 田 中氏 は、 山形県に流入 し た焼物の雑器食器

類は、 西廻 り 海運に よ っ て 運ばれた も の と 、 陸路に よ

っ て移 入 さ れた も の のがあ り 、 前者は美濃尾張物 ( 瀬

戸物 ) と 九州 の焼物 ( 伊万里物 ) があ っ た と し、 後者

は 本 県 よ り も 早 〈 創め られた福島県会津本郷焼 ・ 宮主主

県切込焼な どで、 柏原峠 ・ 中山健に よ っ て置賜 ・ 村山

地方に運ばれた と 述べ て い る 。 酋 廻 り 海運に よ っ て 内

陸地方に移 入する場合は、 酒 田 か ら最上川 を遡航せね

ば な らず、 こ の運賃の格差が、 内 陸地方に民窯を発達

さ せ た原因であ る と し て い る ( r 県内陶 窯巡 り J l ) 。

し か し 、 両 説 と も 、 県内諸 窯の 成立を充分に説 明 し

て い る と は思われ な L 、。 藩政時代 の 各段階 な ど を も 考

煙、 し て 、 さ ら に検討すべき 問題 で あ ろ う 。

な お、 小野氏は 「 中世に於て 、 『 陶磁 の道 1 は 日 本

海を流れ て いた。 J と し て 、 その高級品と して は青磁・

天 白 ・ 白磁な どであ り 、 中級品 は古瀬戸 で、 日 用雑器

は珠州焼が主であ っ た。 さ ら に、 桃山時代旧工貧瀬戸 ・

織部 ・ 志野 ・ 絵瀬戸 ・ 唐津の焼物が入 り 、 近世におい

て は膨大な量の伊万里焼が流入 し た と 、 体系化 し て い
秋 田る ( r 北国 ， の 陶磁 J 2 7 3 頁。 同氏 『秋田陶芸 史稿H山 形
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(3) 土焼に比 し、 石焼が有利であ っ た こ と は、 明治 5 年

の飛森砂取山の 「 地所御払下げ願書 j に も う かが う こ

と がで き る 。

鉄道開通の影響について は、 『 山形市史編集資料 J

32 号 日 ・ 制 頁 な ど。 平滑焼の場合は明治 8 0 年代

に石焼窯20基、 土焼窯 u 基あっt.::IJ入 明治末期に急搬に

衰退 し、 大 正時代には石焼君臨 5 基にな っ た と し ろ 。

お わ り に
以 上新 庄 東 山 焼 に つ い て 、 明 治 時 代 を 中 心 に 概

観 し た が、 こ の 基礎的 な 研 究 は 、 ま だ 緒 に つ い た

ば か り で あ り 、 未 だ 製 陶 技 術 の 問 題 に し て も 、 地

媛 産業 と の 関連 の 問 題 に し て も 、 不 分 明 な こ と の

み 多 L 、。 歴 代 弥 瓶 の 事蹟 も さ る こ と な が ら 、 各 段

階 に お け る 製造 品 目 ・ 製造 高 ・ 販路 ・ 県 内 務窯 と

の 技術 交 流 な ど に つ い て は 、 更 に 資 料 を 得 て 調 査

し な け れ ば な ら な い 問 題 で あ る 。

ま た 、 涌 井 弥 兵 衛 以 前 の 東 山瓦 小 屋 の こ と 、 大

正 時 代 末 ご ろ 、 新庄 市 償 前 地区 に お い て 土 人 形や

瓦 を焼 い た と い う 高 橋 浅 司 氏 の こ と ( 涌井 礼 吉 も

恵 比 須 ・ 大 黒 な ど を 焼 い た ) 、 同 じ こ ろ 、 礼

吉 が 新 庄 市 鳥 越 地 区 に て 瓦 や 練 瓦 を 焼 い た と い

う 窯の こ と な ど も 、 是非 明 ら か に し た い 問題 で あ

る。 さ ら に 、 現 在の 東 山焼 の 製 造 過 程 を も 精確 に

記 録 に と ど め て お き た い も の で あ る 。

小 稿 を 成 す に つ い て は 、 涌 井 弥 瓶 氏 を は じ め 、

多 く の 方 々 の ご指 導 と ご 協力 を 賜わ っ た。 記 して深

く 感謝 の 意 を 表 し た い。 掲載の 写 真 は すべ て 当 館

業 務 課 長 村 川 信 夫 氏 が 棟 影 し た も の で あ る 。
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E 
You zi SASAKI 

lま し ÌJ\ き

日 本列島に お ける 先史考古学の発展は、 近年み るべ き も の が あ る。 型式 ・ 形態論 の基礎

的理論の 積上げ と 、 調 査方法 ・ 発抱技術 の 向 上に 相 ま っ て、 関連 諸科学の 協 力 と 莫大な資

料 の提 供 と に よ り 、 考古学の本懐 と すべ き 「過去の 人類文化 の復元」 は牛歩では あ る が着

実に一歩一歩そ の 厚 いベ ー ル を 腕 ぎつ つあ る 。

昭和 4 9 年 7 月 、 山形県 立博物館は調査研究 の 一環 止 して 、 高 畠 町に所在す る 「 大 立洞

穴遺跡」 の予備調査 を、 日 向 澗穴 ・ 火箱岩洞穴 ・ ー ノ 沢岩 陰 ・ 神立洞穴 ・ ム ジ ナ岩岩陰 等

々 の縄文時代草創l 期 に お け る 諸 洞 穴 や岩陰 遺跡 の 関 連の 中 で、 土器の起源、 と 洞穴 ・ 岩陰遺

跡の 諸問題 を 究 明 す る も の と し て 実施 した。

本論は そ う し た一地域に 密集す る 洞 穴 ・ 岩陰遺跡 出 土 の特に 縄文草創期前半に位置 す る

豊富な土器や石器、その他の 伴出資料を駆使 して、 土器 の起源 と その製作及び文様施文技 法 に焦

点を合せ、 初 期縦文土器 ( 文化 ) の一地威 内 の 様 相 を 明 らかに し よ う と 試みた も の で あ る。

先に 当館 研究報告書No.l に 「 山形 県 に おけ る 縄文革命j 期文化 の 研究 1 J と し て 特に 隆

起線文系土 器群に つ いて 発 表 した。 本稿は そ の続編 と し て 爪形 文土器 ・ 押 圧縄文土器 ・ 絡

条体庄痕文土器等に ついて 論 じ てみた L 、。 先学 諸 兄 の ご批評を お願い し た い。 叉本論が縄

文時代草創期文化研究 の一助に な れば筆者 の幸い と す る と こ ろ であ る。
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F i  g 1 縄 文 時 代 草 創j 期各 洞穴 ・ 岩陰遺跡分 布 図

L 尼 子 岩 陰 遺 跡

Z ー ノ 沢 岩 陰 遺 跡

a 神 立 洞 穴 遺 跡

4 ム ジ ナ 岩 陰 遺 跡

5 火 箱 岩 洞 穴 遺 跡

邑 日 向 洞 穴 遺 跡

( 企 : 洞穴 必 : 岩陰 )
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遺 跡

山形県内 に お け る 縄文 時 代 草 創 期 に 比 定 す る 遺

跡は現在の時点 で 高 畠 町 に 集 中 し、 そ れ ら 遺 跡 の

全て が洞穴 な い し 岩 陰 を 利 用 し て い る と こ ろ に 特

徴があ る 。 各遺跡 の 詳細 は 「 山 形県 に お け る 縄文

草創期文化の 研究 I J ( 1 9 7 3  山 形 県立 博

物館研究報告 書 随 1 ) に 記 し た の で 本論 に お い て

は割愛 し、 遺跡 の 立地 し て い る 高 畠 町 の 風 土の 概

観を メ モ 的 に 記 述 す る 。

高 畠町 は 昭和 3 0 年 4 月 、 二 井 宿 村 ・ 屋 代 村 ・

亀岡村 ・ 和 田 村 ・ 糠 ノ 目 村 が 合 併 し、 現 在 の 高 畠

町が誕生 し たo 現 人 口 2 7， 0 0 0 人、 県下 に あ っ て

は一番 大 き な 町 で あ る 。

地理的位置 は、 東 に 奥 羽 山 脈 を 境界 と し て 、 宮

城 ・ 福島の両県に接 し、 東 経 1 4 0 度 1 7 分、 南 は

米沢 市に接 し、 北 緯 3 7 度 5 4 分、 北 は宮 城 県 に

接す る 二井 宿 を 境 と し た 北緯 3 8 度 o 5 分 の 位 置

にある 。 東 西 1 5. 6 キ ロ メ ト ノレ 、 南北 2 0. 7 キ

ロ メ ー ト ル と 南 北 に や や 長 く 総面 積 は 1 8 1 . 2  1 

平 方 キ ロ メ ー ト ル で あ る 。 東 部 に あ る 奥 羽 山 脈

の 山嶺 は 凡 そ 南 北 に 連 ら な り 、 大小 の 丘 陵 は 西 部

の低地へ走 向 し 幾 多 の 山 谷 平地 を 形成 し て い る。

そ の 丘陵 の 山 麓 に 沿 っ て 西 進 す る 屋 代JI I ・ 和 田 川

松川 は 山 形 県 の 母 な る 川 、 最 上 川 に 注 ぎ 肥沃 な 水

田 と 豊 富 な 果樹地帯を 展 開 し て い る 。 又 周 囲 を 飯

H 土 器

土器 の 発 明 と欝製石器の使用』主、 世 界 史 的 時 代 区

分でい う と こ ろ の 新 石 器 時 代 の メ ル タ マ ノレ 的所

産 で あ る 。 換言 す れ ば、 土 器 作 り の 開 始 と 磨 製 石

器 の 使 用 は 新 石 器 時 代 の 幕開 け で あ り 、 そ の 背後

に は 自 然 環 境 の 変化 に 伴 う 人 為 的 な 諸様 相 の 変革

と 分 布

豊 ・ 吾妻 ・ 蔵 王 山 系 に よ り 図 ま れ て い る 関 係、 比

較 的 気 温 の 変 化 が 大 き く 、 盆地的気 候 の 環境 下 に

あ る 。

地 質 的 に は 丘陵 の 主体 は 第 三紀 で あ る 凝灰 岩 に

よ り 形 成 さ れ、 い た る と こ ろ の 山頂 も し く は 山 腹

に 露頭す る 岩塊 は、 永 年の 風化 ・ 侵 蝕 等 の 自 然 の

営 力 に よ り 恰好 な 洞 穴 や 岩絵 が 点 在 し て い る。

以下 の 地 理 的 条 件 下 に あ っ て、 高 畠町 地 内 に所

在す る 洞 穴 遺 跡 は 約 2 2 遺跡 を 数 え 、 調査 に よ っ

て は近 い 将来 増 え る 可 能 性は 大 で あ る 。

縄 文 時 代 草 創期 に 比 定 さ れ る 洞 穴 及び 岩陰遺跡

は、 前 記 し た 2 2 遺跡 中 現在 の 時 点 で 8 洞 穴 8 岩

陰 の 6 遺 跡 が 確 認 さ れ て い る。 そ れ ら は 高 畠 町 の

東 方、 南 面 す る 入 組 ん だ 山 麓 中 腹 に あ り 、 直径 也

キ ロ メ ー ト ル の 範 囲 に 密 集 し て お り 、 大 小 の 河 川

又 は 湧水 地 帯 の 立 地 的 共通 点 を 有 し て い る 。 全 て

凝灰 岩 か ら な る 洞穴 ・ 岩陰遺 跡 で あ る 。 ( F i g 1) 
l 尼 子 岩陰 遣も ( 1 9 5 8 )  

( 1 9 6 0 � 6 1 )  

( 1 9 6 1 ) 

Z ー ノ 沢 岩陰 遺 跡
② 

a 神 立 洞 穴 遺跡
③ 

4 ム ジ ナ 岩 岩陰遺跡
ø 

( 1 9 5 5  ) 

5. 火 箱岩 洞 穴 遺跡 ( 1 9 6 1 � 6 3 )  

邑 日 向 洞 穴 遺跡

号.0.E岡

⑥ 

⑤ 

も 促 す 結 果 に な っ た で あ ろ う 。

( 1 9 5 5 ・ 1 9 5 7 

1 9 5 8 ・ 1 9 7 0 ) 

そ う し た 土器 の 器 形 ・ 器 の 大小 ・ 文 様 は 永 い 人

類の 生活 の 中 で時 間 的空 間 的 に 序 々 に 変 化 し、 系

統化 さ れ、 そ し て 体 系化 さ れ て き た 。

我 国 に お け る 縄 文 土器 ( 縄 文 文 化 ) の 研 究 は め

を促す結果 に な っ た。 す な わ ち 土 器 を 1 個 の 容器 ざ ま し く 、 取 分昭 和 3 0 年以 降縄 文 土器 の 起源 に

的機能 を 備 え て い る と い う 観 点 か ら 考 察 し た 場 合、 関す る 論議 が 討か わ さ れ、 新 ら た な 事 実 と そ れ に

堅い食物を 柔 ら か に し よ う と す る 目 的 に よ る 煮 沸

具 と し て の 利 用 と 、 同 時 に 加 工 食 料 の 獲得 に よ る

食料革命が 生起 す る 。 延 い て は 人 体 の 形 質 変 化 を

伴 う い ろ い ろ な 問 題 が 提 起 さ れ た。 す な わ ち そ れ

ま で 日 本 最 古 と 考 え ら れ て い た 撚 糸 文 系 土器 に 先

行す る 土器 と し て 、 絡 条体 圧 痕 文 土器 ・ 爪形 文士
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F i  g Z 爪形文土器拓 本

器 ・ 隆起線 文 土器 の 存 在 が 確 認 さ れ た。

本 論 は 上述 し た 前提 と 過 程 の 中 で、 ミ国 で最 も

縄文時 代 草 創 期 の 遺 跡 の 多 く 密 集 し て い る 高 畠 町

内 の 洞穴 ・ 岩 陰 遺 跡 群 と 多 量 の 出 土遺物 を 駆 使 し

て 、 一 定 地 威 内 の 土器 文 化 の 嫌 相 、 土 器 の 起源並

び に 製作過程 ( 銭 術 } よ り 観 た 文 様 の 変遷 ( 施文

銭 法 と 機能 ) と 広 が り に つ い て 述べ る も の で あ る 。

先 き に 縄 文 時 代 草 創 期 初 頭 の 峰 起 線 文 系 土 器 に

つ い て 器形 及 び 製 作 過 程 に お け る 粘 土 帯 ( 紐 ) の

接合 と 文 様 の 施 文 銭 法 に つ い て 、 日 向 ・ ー ノ 沢 ・

火 箱 岩 の 洞穴 ・ 岩 陰遺跡 出 土の 資 料を 層 位 的 且組

合 せ の 観 点 に 基づ き 、 1. 隆 起 線 文 土器、 2. 細 隆 起

線 文土器、 3 . 徴 隆 起 線 文 土器 の 時間 的 グ ル ー プ の

存 在 が判 明 し、 夫 々 非 常 に 近 い 編年 的 位 置 に あ る

こ と が 明 ら か と な っ た。

本 論 は 隆 起 線 文 系土器 に 後 続す る 爪形 文 ・ 絡条

体圧痕文土器群について 、 土器 製 作 の 過 程 か ら 派 生

す る 施 文 技 法 ( 手 順 ) 及 び 施 文原 体 の 相 異 と 変化

の 中 か ら 、 時 間 的 変遷 と 空 間 的 な 広 が り を 究 明 し、

併せ て 1 地域 内 に お け る 縄文 時 代 草 創 期 前 半 の 様

相 を 明 ら か に し た い。

1 爪 形 文 土 器量

所 謂 土 器 の 器 面 に 生体 の 爪 形 様の 文 様 が 施 文 さ

れ て い る 土器、 若 し く は へ ラ 状工具 に よ る 凝似爪

形 文 、 文 は 草 木 の 茎 を 半 裁 し そ の 切 断 面 を 刺 突 し

た 半 円 形 あ る い は三 日 月 状 の 凝似爪形 文 を 有 す る

土器 を い い、 特 に縄 文 時 代 草 創 期 の 代 名 詞 に す ら

な っ て い る 一連 の 土 器群 で あ る 。

爪形文土器 は 草 創 期の 各 土器 形式 に あ っ て最 も

数 量 的 に 少 な い 土器 群 で あ り 、 山 形 県外 に お い て

見 ら れ る 他 土 器 群 と の 出 土 量 と の 割 合 は、 高 畠 町

内 に 所 在 す る 一 連の 出 土 量 の 割合 の 比 に 似て い る 。

い ず れ に し て も 全国 的 に 出 土量 の 少 な い 土器 群 で

あ る 。

③① 日 向 洞 穴 第 E 類土器

② ー ノ 沢 岩 陰第 E 類 土 器

③ 尼 子 岩陰 第 I 類土 器
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④ 火 箱 岩第 E 式土 器

以上 の も 遺跡 に そ れ ぞ れ 爪形文土器 が確認 さ れ

て お り 、 日 向洞 穴 が 圧 倒 的 に 多 く 次 い でー ノ 沢 岩

陰 ・ 火 箱 岩 洞穴 ・ 尼子 岩陰 の 順 に な っ て い る 。

1 ) 器 形

爪形文土器 片 は い ず れ も 小破 片 で あ り 、 且 断 片

的 な た め 全 体 の 器 形 に つ い て 論 じ え な い が、 凡 そ

次 の 共 通 点 が 看 取 さ れ る 。

a ) 口 唇部 は 外 側 に わ ず か に 盛上 が る が 一 般 的

に 口 縁部 は 直 上す る ( F i  g 2 ー ④ ⑨ ⑬ ) 。 又 隆

起線文 系 土器 に 見 ら れ る よ う な 口 縁 部 断面 が 「 く 」

の字状に 外 側 へ 屈 曲 し、 器 表 裏 を 丁 寧 に 成 形 し た

赤褐 色 の 成 謂 「 ハ 」 の 字 形 爪 形 文 の 施 文 さ れ た 土

器が あ る ( F i  g 2 ー ③ ) 。 口 径推 定 1 9 cm。

b ) 胸 部 は 小破 片 の た め 断定 は で き な い が張 り

の比較的小 さ い 凝似爪形 文 の 施 さ れ た 土 器 ( F i  g 
Z ⑤⑥ ⑦ ) と 断面 が ほ ぼ 直 線的 な へ ラ 状工 具 に

よ り 横 位 方 向 に 走 る 羽 状 の 爪 形 文 が 施 さ れ た も の

の二系統 が あ る 。 ( F i  g 2 ー ① ⑬ ⑪ ⑫ ⑬ )

c ) 底部 は 日 向 洞 穴 よ り 出 土 の 横位 爪 形文 が 幾

重に も 施文 さ れ た 平 民 の 底 部 が 出 土 し て い る 。 又

一 ノ 沢岩陰遺跡 T 地 点 に は 丸 底 に 近 い 平 底 様 の 底

部付近 の 土器 が あ り 、 爪形 文 は横 位 方 向 に 連続 し

て走 る 。 器 壁 は 5 ミ リ メ ト ル 内 外 で黄 禍 色 を 呈

し、 胎 土 は 精 選 さ れ て お り 見 た 目 よ り 非常 に 軽 る

い 土器 で あ る 。 ( F i  g 2 ⑬ )  

以 上 の こ と か ら 爪形 文 土器 は 直径 1 5 � 2 0 セ ン
チ メ ー ト ル の 平 縁 に し て 平 底 あ る い は丸 底 に 近 い

平 底 を 呈 す る 比 較 的 小 型 の そ し て 器壁 の 薄 い 深 鉢

が考 え ら れ る 。 文 補修孔の あ る こ と に 注意 し た い。

2 ) 文 様 施 文 授 法

爪形文 は 施 文 具 が何 ん で あ る か に よ っ て そ れ ぞ

れ作 出 さ れ る 文 様 の 形 が 決 っ て く る 。 そ し て 単一

の 爪 形 の 集 合 と 配 置 に よ り 全 体 的 な 文様 の 構図 と

3 ① 短縄文に施文 さ れた爪形文

3 ー② 口 唇部成形に よ る 爪形文

F i  g 3 生 体 爪 形 圧 痕 文

一一一争「 哩 … \\\\\Wぬぬ

田口口 11 1 1 1 1 1 1 寸
じエ�

\」 33j口 /////1//

hr 
亡二� \ 1 1 

I 1 
Fi g 4 爪 形 文 施 文 模式 図
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パ ラ ン ス が 定 ま る 。 し か し な が ら 土器 製 作 過 程 に

お け る 美 的 表 現 以 前 の 段 階 を 考 え た 時、 そ れ は 粘

土幣 ( j紐 ) と 粘土帯 の 接合 面 を い か に 強 固 に そ し

て 堅牢 な も の に す る か が 問 題に な ろ う 。 草 創 期 の

土器 は 概 し て 器壁 は 肉薄 で 粘 土 常 と 粘土 帯 の 接合

位 置 は 凡 そ 相 互 の 帯 の 約す位の と こ ろ で接合 さ れ

て お り 、 内側 は 指 頭 で 押 え 器表 面 よ り 接 合 面 を 施

文 具 に よ り 正 に 歯 車 が 噛合 う 様 な 状 態 で 接 合 さ れ

て い る。 以 上 の 点 か ら 爪形文 を 細 別す る と 次 の 如

く で あ る 。

a 所 s. r ハ 』 の 字 形 爪 形 文

隆起線 文土器 の 頚 部 に 施 文 さ れ て い る も の 。

( F i  R 2 ー ① ) や 前 述 し た 口 縁 部 断面 「 く 」 の 字

を 呈 す る 爪形 文 土器 ( F i  g 2 ー ② ) 。 短 縄 文 土器

の 頭 部等 に 見 ら れ る も の ( F i g  3 ー ① ) 。

b r い 』 の 字 形 爪 形 文
⑬ 

徴 隆起 線 文 土器 の ロ 縁部 に横 位 に 3 - 4， 段 1ifií 文

さ れ て い る 土器 ( F i  g 2 ー ② ) 。

c 所 鯛 従 来 の 爪 形 文

へ ラ 状 工 具 に よ る 凝似も形 文 で、 横 位 連 続 施 文

( F i  g 2 ー ⑤ ⑬ ) 、 斜 行 す る も の ( F i g  2 ー ⑥ ① )

直 線 的 横 位 連 続 爪 形 文 ( F i  g 2 ー ⑪ ⑫ ) 、 そ れ に

角度 並 び に 逆 方 向 施文 に よ る 羽状 を 呈 す る も の

( F i R 2 - @ ⑤ ⑬ ) が あ る。

以 上 3 グ ル ー プ に 分 類 さ れ る 。 又 施 文 具 の 観点

か ら 考 察す る と 、 @ 生 体 の 爪 、 @ へ ラ 状 工 具 、 @

茎 を 半 裁 若 し く は 切 断 し た 工具 の 3 点 が あ る。

②生体 の 爪 に よ り 施 文 さ れ た 文 様 は 「 ハ 」 の 字

形 爪 形 文 が考 え ら れ る 。

隆 起線 文 + 1" ハ 」 の 字 爪 形 文 ( F i  g 2 ー① )

↓ 
「 ハ 」 の 字爪 形 文 ( F i  g 2 ー③ 3 ② )

る 位 置 に 配 置 さ れ て い る ( F i  g 3 ー ① ) 等 が 全 て

の 「 ハ 」 の 字 形 爪形 文 の 共通す る と こ ろ で あ る 。

恐 ら く 土器 製 作 上 の 伎 術 的 な 過 湿 の l つ で あ り 、

親指 と 人 差 指 に よ る 接 合 及 び 成形 の 伎 術 と 考 え ら

れ る 。 中 間 に 縦に I 本 粘 土の つ ま み あ げ た よ う な

盛上 が り が 見 ら れ る 。 又 「 ハ 」 の 字形 爪形 文 土器

と 機 能 的 に 文 様飾 文技 術 を 同 じ く す る も の に 口 唇

部 と 口 縁 部 の 最 終 土器 製 作 の 段階 で 右 手 親 指 と 人

差 指 に よ る 成 形 がみ ら れ る ( F i  g 2ー⑤ F i g3-@ ) 。

口 唇 ・ 口 縁 部 の 強化 と 装 飾的 効 果 を 兼 ね た も の と

考 え ら れ る 。

醐 一醐

圏

a 

C ，  

c ，  

F i  g 5 爪 形 文 断 面 模 式 図

@ ヘ ラ 状工 具 に よ り 作 出 さ れ る 爪形 文 ( 凝 似 )

短 縄 文 + 1" ハ 」 の 字爪形文 ( F i g  3 ① )  と そ れ に よ る 文 鎌構 成 は 大 別 し て 第 1 に 横 位 連続

「 ハ 」 の 字 爪形 文 は い ずれ も 器 表 面 に 向 っ て 左 爪形 文 、 第 2 に 斜 行連続爪形 文 の 2 通 り が存 在 す

右の 大 き さ が異 な り 、 左 側l の 耳目l 突 が右 に 対 し て 大 る。

き く 且 深 し 、 。 文 施 文位 置 は ほ と ん ど 頚 部 の 粘土帯 i )  横 位 連 続 爪 形 文 ( F i  g 2 ③ ⑬ ⑫ ) 

の接合部 あ る い は 外 反す る l直 前 の 多 少 く び れ て い. 左 か ら 右 へ器表 に 対 し て 錨 文 原 体 6 0 度 前後 あ
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る い は 1 2 0 度 前 後 の 角 度 に よ り 横 位 連 続 し て 施

文 し た も の で あ る 。 全 体 に 土器 は 褐色 又 は 赤 褐 色

を昼 し器壁は 薄 く 5 ミ リ メ ー ト ノレ 前 後 を 計 る 。 爪

形 の 長 さ は 5 � 8 ミ リ メ ー ト ル で、 2 � 日 ミ リ メ

ー ト ノレ器壁 に 突 き 刺 し て い る 。 粘 土 は 精選 さ れ て

お り 焼成は 中程度 で あ る 。 日 向 に 多 く 他 に 尼 子 に

1 片 み ら れ る。 又 施 文 の 方 向 と 器墜 に 対 し て 施文

具の角度 を 変 え る こ と に よ り 羽状 を 呈す る 爪 形 に

よ る 文様帯が 作 出 さ れ る 。 ( F i g 2 ー ③ ③ ⑬、 1 2 

ー @ � ⑦ )
口 唇部 は 幾分 内 外 に 肥 大 し、 口 縁部 は 直 上 す る 。

雲母 を 多少 含 ん だ 黒 渇色 の 色 調 を 呈 す る ( F i  g 2  

一 ③ ) 0 F i  g 3 に 模式 的 に 図 示 し た よ う に 同一 方

向 に 施 文具 の 角 度 を 変え て 耳目j 突 し た も の で あ る 。

11 ) 斜 行 連続 爪 形 文 ( F i  g 2 ー ⑥ ① }

純文す る 際一 定 の 巾 の 区 画 を 想 定 し、 そ の 巾 内

に 上 方 か ら 下 方 へ と 斜 め に 刺 突 さ れ、 横 位 に 見 た

場合不規 則 な 1 ケ 置 き の 爪形 文 が 作 出 さ れ る 。

管 状 の 茎 を 半 裁 若 し く は 切 断 し た 施 文 具 に よ

る 刺 突 に よ り 爪形 文 ( 凝似 ) を 作 出 し た も の に ー

ノ 沢 の爪形文土器 が あ る ( F i g 1 2 ー ⑥ � @ ) 。他

に 1 片 で あ る が 日 向 に も 見 ら れ る 。

F i g  2 - ⑬ の 土器 は横 位 に 連続 し た 馬蹄 状 の 爪

形文土器 で あ 訟 口 縁 部 は 直 上 し、 胎 士 は極

小の砂磯 を 含 み な が ら 良 く 粘 土 は 精 選 さ れ て い る 。

巾広の 粘 土手告を 2 枚 重 ね 器表 よ り 施 文 具 に よ り 深

さ 2 � 4 ミ リ メ ー ト ノレ 刺 突 さ れ て い る 。 裏 面 に そ の

時の指で押 え た 時 の 指頭 痕 が横 位 に 盛 上 が っ て 見

ら れ る ( F i g 1 2  - 6 � @ ) 

以 上爪形文土器 の 製 作 過程 に おけ る 諸 条件 の 基

に お い て 変化 す る 縮文 法 と 文様 に つ い て 述べ て き

たが最後に 施 文 の 方向 に つ い て 若干 論 述 す る 。

文様施文 の 方 向 や施 文角 度の 変 化に よ り 、 F i g

5 に示 し た爪 形 文 の 断 面形 態模式化 が で き る 。 凡

そ 3 つ の パ タ ン が あ り 、 そ れ ぞ れ 基 本 を a 、 応

用 を b l ・ b z ・ C 1 ・ C z と す る と 、 所 謂 「 ハ l

の字形爪形 文 は C1 1 C z  と し て 表 わ さ れ、 F i g 2 

ー ③は去の 羽状、 ⑪ は a と し て 記 号 図式 化 さ れ 、

製作 手 順 と 縄 文 の 順序 が表 記 で き ょ う 。 し か し 資

料が 少 な い た め に極 言 で き な い が、 資 料 の 増 を ま

っ て 後 日 試み た い 方 法 の 一 つ で あ る 。

2 絡 条 体庄 痕 文 系 土器

車由 に 対 し て 直角 に 撚糸 ・ 縄 ・ 紐を コ イ ル 状 に ま

き つ け た 錨 文具 を 器 面 に 押 圧 し て 作 出 し た 一群 の

土器 で あ る 。 隆 起 線 文 土器 群 に 次 い で数 量的 に も

多 く 又 文 様 施 文 の パ ラ エ テ ィ ー の 豊 富 な 土畿 で も

あ る 。 日 向 ・ ー ノ 沢 が 主 体 で 火 箱 岩 ・ 尼 子 ・ 神 立

の 各 遺跡 に も 若 干 み ら れ る 。

尚 後述 す る が 従 来、 押 圧 縄 文 又 は 短 縄 文 土穆 と

し て 呼 称 し、 且 分 類 さ れ て い た も の の 中 で上 記 の

共通 す る 施 文 伎 法 を 有 す る 土 器 群 を 一 括 し て 、 絡

条体圧痕 文 系 土 器 群 と し、 縄 を コ イ ル 状 文 は 原 輸

に 絡 ん で押 庄 l.i8i 文 し た も の を 「短 縄 文土器 」 、 極

め て 細 い 無 節 の 撚 糸 あ る い は 紐状 の も の を 原 軸 に

ま き あ げ 押 圧 施 文 し た 土器 を 「線 状縄文土器 」 と

二分 し、 論 を 進 め て み た い-。 尚 一 本 紐 状 の 縄

の 側 面 庄痕 又 は 折 り 曲 げ て
j

の 側面 圧痕 は 従 来 の 押

圧縄文 土器 と し 、 絡 条 体 側 面 庄 痕 に よ り 生 じ る 抑

圧縄文、 短縄文の 各土器 の グFレ ープはその 範 困層 か ら 除

き 、 絡条 体 圧痕文 系 土器 群 の 一 派 と し て 考 え た い。

a 縄の 側 面 正痕文 土器
押 圧 縄 文 {

J bT?口体師同圧眼痕

b 1 短 縄 文 土 器

b ， 線 状縄 文 土 器

回 転 縄 文

上 記 の 区 分 か ら 考察 す る と 、 縄 の 側 面 庄 痕 文 土

器 は 割合 少 な く 、 日 向 ・ ー ノ 沢 ・ 神 立 に 若 干 み ら

れ る 。

縄 の 側 面 圧 痩 文 土 器

一 本縄 の 側 面 又 は 短 か く 折 り 曲 げ た 部分 の 側 面

圧痕文 土器 が存 在 す る 。 い ずれ も 小 破 片 な の で器

形 等 は 判 明 し な し 、 。 胎土、 色 調 は 絡 条 体 庄痕 文 系

土器 に 酷 似 し て い る 。 ( F i  g 7 ③ ー ノ 沢 )
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① 原 体 R ② 原体 L

① 

② 

F i  g 6 短縄文 原 体 及 び 施 文

押圧縄文土骨量 ( 日 向 )

a 短 縄 文 土 舞

従 来 の 短縄 文 ・ 押 圧縄 文土 器 の 大 半 と 絡 条 体 圧

痕文土器 の 一 部 を 含 む 土器 群 で あ る 。 太 め の 無節
あ る い は 単節 の 縄 文 を 原 輸 に 対 し て ほ ぼ 直 角 に 巻

き 一 部絡 ん で締 め あ げ る と い う 錬作 を く り か え し

あ た か も 押 圧す る と 、 短 い 縄 文 を 何 回 も 横位 に 連

続 し て 純 文 し た か の 如 く 見 え る 文様 を 有す る 土器

群 で あ る 。

① 日 向 洞 穴 第 E 類土器群

② ー ノ 沢 岩陰 第 班 類土器群

③ 火 籍 岩 洞 穴 N 式 土器群

以 上 8 遺跡 の 他 に 2 - 3 点尼子 岩陰 に 出 土 を み

る が小 破片 の た め 詳 細 は 明 ら か で な い。

1 ) 審 形

概 し て 胎 土、 焼成 は 良 〈 又 粘 土 も 精選 さ れ て お

り 、 石 英 の 徴 砂 磯 の 含 入 あ る も の も 見 ら れ る 。 口

径 は 約 1 5 - 2 5 セ ン チ メ ー ト ル 大 で、 口 縁 部 に

段 を 有す る 所 謂植 木 鉢 形 を 呈 し、 底 部 は 丸 底 に 近

い 平 底 を 呈す る も の が 圧倒 的 で あ る 。 比 較 的小型

の 深 鉢 形 の 土 器 で あ り 器 高 は 推 考 す る に 2 5 セ ン

チ メ ー ト ノレ 内 外 で あ ろ う 。

日 向 と ー ノ 沢 出 土 の 短縄 文 土器 の 器 形 の 相 異 は

口 縁 部 有 段 帯 に あ る 。 日 向 の 特徴 は 有 段 帯 が 口 唇

近 く に あ り 、 口 縁 部 断面 はJま ぼ 直 上 す る 。 す な わ

ち、 器 表 上 の 有段 で あ り 、 口 縁部 上 方 に 粘 土 帯 を

附加 し 口 唇 部 の 強 化 を は か つ て い る よ う に 考 え ら

れ る ( F i g 6  - ③ 0 ) 。

日 向 に 対 し て ー ノ 沢 の 口 縁部 断 面 は 明 ら か に 頭

部 の 位 置 で 外 側 に 屈 曲 し、 断 面に お い て も 歴然 と

判 明 す る ( F i  g 6 ー ① ) 。 日 向、 ー ノ 沢 双 方 の 土

器 の 内 面 に カ ボ ン の 附着 が 見 ら れ、 取 分 け ー ノ

沢 の 有 段 屈 曲 部 内 面 に は 2 - 3 ミ リ メ ー ト ノレ の 厚
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い カ ー ボ ン が 見 ら れ る 。

2 ) 文練 施 文波 法

原 則 的 に は 無 節 の 縄文 ( r or t ) を、 心 の 柔 ら

か い 且蝉 力 性 の あ る 輸 に 一 回 一 回 絡 み な が ら 巻 き

あ げ て 、 施 文原 体 を 作 る 。 施 文 原 体 の 大 き さ は、

大体 長 さ 3 � 5 セ ン チ メ ー ト ノレ 、 巾 2 � 3 節 の 圧

痕 の あ る 1 セ ン チ メ ー ト ル 内 外 で あ る 。 こ の 場 合

の軸 と な る べ き 素材 が 何 ん で あ る か が 問題 に な ろ

う 。 日 向 ・ ー ノ 沢 の 資 料 を 見 る か ぎ り に お い て は

細 い 木材 用 の も の で は な く 、 繊 維 を き っ く 束 ね た

俸 状 の 軸 と 考 え ら れ る 。 全 て で は な い が 、 条 と 条

と の 間 に輸 の 圧 痕 が 見 ら れ る 。 恐 ら く 縄 と 同 ー の

材 料 で あ ろ う ( F i  g 6 ) 。 又 押 僚 と い う 施 文 技 法

上、 土器 の 器 面 は 曲 面 よ り む し ろ 平 面 が 好 ま れ、

所謂角 丸 方形 に近 い 円 形 部 の 口 縁部、 胴部 が 必 然

的に 作 出 さ れ る の だ ろ う 。 逆 に 回 転縄 文 の 場 合 は

平面 よ り 曲 面 が 好 ま れ 器 形 の 大 小 の 差 こ そ あ れ 、

原体 は 比較 的 短 い も の が多 く 見 ら れ る 。 前者、 後

者 の 違 い は 畿 能 的 な も の で は な く 、 土 器 製 作 過 程

→ 文 様Iifi!文過程の 中 か ら 生 起 し た も の で あ ろ う 。

a ) ー ノ 沢 岩陰 第 E 類 土 器 群 ( F i  g 7 ー ① ② )

絡条 体 圧痕 に よ る 短 縄文 土器 で あ る 。 縄 は 無節

L で直径約 1 セ ン チ メ ー ト ノレ の 施 文 原 体 を 横 位 に

上下 方 向 に 押接 し た も の で あ る 。 ( F i  g 1 3 ー ⑦@

口縁 部 4 セ ン チ メ ー ト ル 巾 の 有 段 を 有 し、 底 部 は

平底を程す る 相直木 鉢 形の 深鉢 土器 で あ る 。 勿論 口

唇部 形 状 は 角 丸 方 形 を 程す る 。 推 定 l直径 2 6 セ ン

チ メ ー ト ル 。 全 体 黒 褐 色 で焼成 中 程度 、 ロ 縁 有 段

帯表 裏 に カ ー ボ ン 附着、 特 に 裏 面 は 著 し い。 又 頭

部無 文 需 に 繍修 孔 が 見 ら れ る 。 隆 起 線 文 土 器群

に は 現 在 の 時 点 で は 見 ら れ な い 。 粘 土 の 積 上

げ、 接 合 は 薄 い 巾 広 の し か も 柔 ら か し 、 も の を

使用 し て い る 。 F i g 7 - ② の 文 様 圧 痕 の 深 さ か ら

考え ら れ る 。 F i 巨 7 ー ① の 同一 個 体 の 土器 片 で あ

り 、 胸 部 に 続 く 土器 で あ る。 器 壁は 5 ミ リ メ ー ト

Jレ 前後 で あ り 、 圧痕 は 2 � 3 ミ リ メ ー ト ル の 深 さ

が あ る。 裏 面 に Iifi!文 の際 、 指頭 で 押 え た痕 が 横位、

上下 方 向 に 凸 凹 が 平 行 に 見 ら れ、 器 表 の 文 様 と は

一

則判
② T- I  

部、γ隣??
機 i

⑤ T-H 

-ff 別
⑦ T - I  

争 ， ，削
警�Jg �_ln 

。 5 1 0  cm 

※ T- H : 日 向 T- I : ー ノ 沢

F i  g 7 短縮文土器 ・ 線状縄文土法拓 本
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F i g 8 短縮 文土器 ー ノ 沢 田 類土 器 ( 一括 )

① 

② 
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F i  g 9 線 状 縄文土器

① 

ー ノ 沢 町 類土 器 ( 一 括 ) @ 

35 
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① 

① 

② 

佐々 木洋治 山形県に おけ る縄文草創期文化の研究 E

。 ② o  

線状縄文原体

電情"嶋崎借問…

幽幽幽面r一凶…町踊町H楠…….制=州伽…Lll刷III‘
F i g l O  線 状 縄文 原 体 及 び 施 文

8 

逆 に な っ て い る 。 ー ノ 沢 に お い て 、 線 状 縄文 と 並

び 最 も テ ィ ピ カ ル な 土器 群 で あ り 、 復 元 可能 であ

る ( F i  g 8 ー ① ② ) 。

b ) 日 向 胴 穴 第 皿 類土器群 ( F i  g 7 ー ① ④ ⑤

F i g 1 3 - B @ ) 

ー ノ 沢 岩陰第 皿 類土器 群 の 施 文 原体 と 全 く 同 ー

で あ る 。 し か し 口 縁 部形 態及 び 織 の 撚 り に違 い が

み ら れ る 。 ロ 縁 部有 段 帯 は ー ノ 沢 の と 違 い外 形上

の 有 段 で あ り 、 口 縁 部強 化 の 為 に 1 本 粘 土 帯 を 附

加 し、 接合 上 で あ る 口 唇 部 に 絡条 体 に よ る 押僚を

施 こ し て い る 。 又 頚 部 の く び れ た、 口 縁 部 附加 粘

土帯 の 末 端 の 比較的 粘 土 の 薄 い 部分 に所 講 生体 の

爪 に よ る 「 ハ 」 の 字形爪形 文 が 2 � 3 段 施 さ れ て

い る ( F i  g 7 ー ③ ④ ) 。

二者 共 に 黒 褐 色 を 呈 し、 焼 成 は 良 く 口 縁 部直 径

2 0 セ ンチメ ー ト ル内外 と 推考 さ れ る。 腕部 以 下 の文議

は ⑤ の 短縄 文 が続 く ー ノ 沢 と 同 様 な も の で あ ろ う 。

F i  g 7 ー ③ の 口 縁 部 原 体 は、 複節 I R J の 縄 を

軸 に 巻 き 絡 ん だ 絡 条 体 を 丁 度 半 回 転 押 捺 した も の

で あ る 。 F i g 7 ー ① は 無 節 I .L J の 絡 条 体 を 横 位

に 押 嫁 し た も の で あ り 、 ー ノ 沢 と 同 じ く 原 体 の 直

径約 1 セ ン チ メ ー ト ル で あ る 。 前者 の 押 擦半 回 転

は 口 縁 有 段 常 の 巾 が後 者 に 対 し 約 倍 近 く あ り 、 そ

の こ と に よ り 生起 し た 施 文 法 で あ ろ う 。 他 に F i g

7 ー ⑥ に 見 ら れ る よ う に 絡 条体 の 半 回転、 l 回 転

の 土器 も 見 ら れ る 。 重 ね て 述 べ る が 口 縁 部有 段 の

形態は 明 ら か に ー ノ 沢 と 違 い 且 「 ハ 」 の 字 爪形 の

あ る 点 に 日 向 第 E 須の 特 徴 が あ る 。

b 線 状 縄 文 土 器

一 見 沈線 文 土器 に 見 え る 土器 で あ り 、 従 来 の 絡

条 体 圧痕文 土 器 で あ る 。 日 向、 ー ノ 沢 T 地点 に 出

土 し て い る 。

1 ) 器 形

短縄 文 土器 と 同 タ イ プ で あ る が 全 体 の 大 き さ は

線 縄 文 土器 の 方 が い く 分小 型 で あ る 。 口 縁 部 に 有

段干告 を 有 す る 深 鉢 で あ り 、 勿 論 底 部 は 平 底 で あ る 。

口 唇 に 絡条 体 の 押療 圧 痕 文 が 縦 に 点 々 と 見 ら れ る 。

短 縄 文 土器 に 比 し て 線 状 縄 文 抑 捺 圧痕 は 浅 く 、 文
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様 の 精成 は 口 縁 部 有 段 帯 と 胴部 の Z 区 画 で あ る 。

2 ) 文様. 文 主主 法

一 寸十 円便 貨 を 縦 に 転 が し た 時 に で き る 小 さ な

ギザギザの連続 した一見放線状の文様で あ る 。 肉 眼 で

は よ ほ ど近 ず け て 見 な け れ ば解 か ら な い 微 細 な も

のか ら、 は っ き り と 梯子 状 に 区画 さ れ た 一 目 瞭然

の も の ま で そ の 違 い は 干 差 万 別 で あ る 。 以 上 の 文

様を作 出 す る 施 文 原 体 は、 短 縄 文 施 文 技法 と 基 本

的 に は 同 じ も の で あ る が 以 下 の 点 に つ い て 若干 の

違 い が見 ら れ る 。

短縄文 は 無 節 ・ 単節 ・ 複 節 の 縄 を繊維東か ら な

る柔 ら か い 原 体 に コ イ ル 状 に 巻 き な が ら l 回 1 回

絡ん でい く の に 対 し て 、 線 状 縄 文 は 同 一紐状繊維

を真 中 で折 り 、 一 方 を 軸 と し、 他 方 を l 回 撚 り な

が ら 同一原 体 の 輸 と な る 他の 原 体 に 連続 的 に 巻 き

あ げ て い く も の で あ る。 撚 り な が ら 巻 き あ げ る 関

係か ら 原 体 自 体 は 締 り 、 極 め て 細 い 紐状 の 原 体 が

でき る ( F i  g 1 0 ， F i 巨 1 3 一 {f9EY ) 。

a ) 日 向 洞 穴 N 類 土 器 ( F i  g 7 ー ⑬、

F i g 1 3 ⑥ fÐ ) 

日 向 の線状 縄 文 土器 は 隆起縄文、 短縄文 、 爪 形 文

の各土器に次いで数量的に一番少ない土器群であ る。

全 体 に 色 調 は 黒褐 色 を 呈 し、 焼 成 は 中 程 度 胎 土 中

に微細 な 石 英 を 含 ん で い る 。 胴 部、 底 部 の 形 態 は

不明 で あ る が幸 い に 口 縁部 の 一 部が あ る の で そ れ

に つ い て 記述 す る ( F i g  1 3 ー ⑤fÐ ) 。

口 縁 部は 直 上 し、 口 唇 部 内 側、 外 側 に へ ラ 状工

具 に よ る 刻j 目 があ る 。 器 壁 は 8 ミ リ メ ト ル と 、

ーノ 沢 の 線 状縄 文 土器 に 比 し て 倍近 く も 厚 い 、 原

体は余 り 立派 な も の で は な く 、 太 く な っ た り 細 〈

E 結

な っ た り し て お り 、 素 材 の 悪 さ が 目 だ つ。 押接 し

た特 に 前 の 文様 に 一致せ ず、 原 体 の 端 の 部 分 の 圧

痕 が み ら れ る 。 口 縁 部 の 成 形 は 内 側 虫、 ら 粘 土 帯 を

附加 し 、 多 少 外 反 す る 。

b 1 ー ノ 沢 岩陰 第 N 類土 器

( F i  g 7 ー ⑬、 F i g 11 ー ①② )

ー ノ 沢 岩陰 T 地点 出 土 の 土器 群 で あ り 、 他 に短

縄文、 爪 形、 櫛歯状又 は模 状 を 有 す る 櫛 目 文系 の

各 土 器 群 が 出 土 し て い る 。 数 量的 に は線 状縄文、

短 縄 文 土器 か 圧倒的 に 多 く 、 内 容 に お い て は 日 向

以 上 の も の で あ ろ う 。

現 在 線 状縄 文 土 器 の 個 体 数 は 、 土器 片 よ り 5 個

体 の 存 在 が 確 認 で き る 。 い ず れ も ー ノ 沢 短縄 文 土

器 に 見 ら れ る 如 く 、 口 縁 部 に 段 を 有 す る 植 木 鉢 型

の 鉢形 土器 で あ る 。 F i g 11 ① ② の 土器 は 復元 可

能 な 唯一 の 土器 で あ り 、 線 状 縄 文 土器 を 代表 す る

土器 で あ る 。 全 体 に 赤褐 色 を 呈 し、 胎土は 精選 さ

れ、 石英、 長 石 の 徴砂曜撃が 含 入 し て い る。 直径 5

ミ リ メ ト ノレ 巾 の 有 段 口 縁 部 帯 は 極 細 の 紐状絡条

体 を 押 捺若 し く は撚 り 、 回 転 さ せ た も の と 考 え ら

れ る 。 胴 部 の 文 機 は 紐状 絡条 体 を 尚 且、 短縄文 施

文原 体 と 同 じ よ う な 巻 き 方 で、 そ の 側 面 圧 痕 を 表

わ し た も の で あ る 。 F i g 7 ー ⑬ も 同 様 な も の で あ

ろ う 。 器 壁は 3 � 5 ミ リ メ ー ト ル で あ る 。 日 向 に

は該 当 す る 土器 は存 在 し な し 、。 ー ノ 沢 特 有 の も の

で あ る 。

他 に 伴 出 土器 と し て 前述 し た、 櫛 目 文様土器 が

あ り 、 器 形 は 全 〈 類 似 す る 。 ー ノ 沢 以 外 に は現 在

の と こ ろ 発 見 さ れ て い な い。

語

高 畠町 に 所在 す る 縄 文時 代草 創 期 の 洞穴 ・ 岩 陰 の 結 論 と し て 、 隆起 線 文 系 土器 に 後 続す る 土器群

遺跡群の 内 容 は 実 に 豊 富 で あ り 、 一昨年の 「 山 形 と して、爪形文 ・ 押圧 縄 文 ・ 絡 条 体 圧痕 文系 の 各 土

県 に お け る 縄 文 草 創 期 の 研究 1 J に お い て 現 在 器群 を 全 く ( I ) と 同 一視 点 で 考 え 、 一 地域 内 に お

最古型式 と 考 え ら れ て い る 隆起 線 文 系 土器 と 伴 出 け る 各 土器 群 の 編 年 を 近 接 す る 他遺跡 と の 相 互 比

石 器 に つ い て、 遺 跡群 の 概 要 と 、 土器製作 ・ 文 様 較 検 討 に よ り 、 凡 そ の 各 土 器 型式 に お け る 編年 の

施 文技法の 視 点 か ら 小 論 を 公表 し た。 又 此 度 は そ 手懸 を 得た。
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最 も 古 い 時 期 の 土器 型式 と し て 隆起 線 文 系 の 土

器 群 が あ り 、 そ れ ぞれ 隆 起 線 文 土 器 → 細 隆 起 線 文

土 器 → 徴隆起線 文 土器 の 変遷 が 日 向 洞 穴 ・ 火 箱 岩

洞穴 ・ 神 立 洞 穴 ・ ー ノ 沢 岩 陰 の 各 遺 跡群 内 に お い

て 見 ら れ る 。 又 こ れ に後 続 す る 土器 群 と し て 爪 形

文 土器 → 絡 条 体庄痕文系 土 器 へ と 日 向 洞穴 ・ ー ノ

沢岩陰 を メ イ ン ス テ ジ に 火 箱 岩 洞 穴 ・ 神 立 洞 穴

. 尼子 岩陰 へ 変遷 す る 。

し か し そ の 変遷 の 過程 も 多 種 多 様 で、 移 行 期 に

お い て か な り の パ ラ エ テ ー を 有 す る。 こ れ ら の 土

器 が 先 き の 銭 術 と 文 様 を 潜 在的 で は あ る が 継 承 、

そ し て 新 ら た な 次 の 土器 が生 ま れ る 。

例 え ば

1 細 隆 起線 文 + r ハ 」 の 字 爪 形 文

2 徴 隆 起線 文 + r い 」 の 字 爪 形 文

3 短 縄 文 + r ハ 」 の 字 爪 形 文

也 櫛 目 文 + 線状縄文

上 記 の 4 例 は 、 1 個 の 土器 に 施 文 さ れ て い る 文

様 で あ り 、 前者 の 文様 が 後 者 の 文 様 の 主体 と な る 。

又 同 じ こ と は F i g 1 1 に 見 ら れ る 如 く 、 各 土器 型

式の 代 表的 な 口 縁 部 断 面 の 変 遷 で あ る 。

又 土器 製 作 及 び 文様 施 文 に お け る 以 前 の 粘 土 や

施 文 具 の 違 い に よ っ て 各土 器 の 器 形 ・ 文 様 の 違 い

が現 ら われ る 。 す な わ ち 施文 具 が異 な れば、 廊文

の 方法 ・ 手 順 が 変 わ り 、 そ れ に よ っ て 作 出 さ れ る

文 様 自 体 も 変 わ る こ と で あ る 。 し か し、 器 形 が 変

化 せ ず 、 た だ 一部 の 文様 が 変 わ る の は 土器 自 体 の

機 能 が ほ ぼ 同 じ で あ る と 考 え て も 誤 り では な い だ

ろ う 。

器 形 の 固 定化 は、 あ る 程度 生 活 手 段 又 は 生活様

式の 固 定化 に 関 係 す る の であ ろ う 。 ー ノ 沢 の 短縄

文 土器 ・ 線 状縄 文 土器 に つ い て そ れ が い え る 。

高 畠 町 の 洞穴 遺 跡 の 時 間 的 相 互 関係 は編年表に

記 し た 如 く で あ り 、 概 し て そ れ ぞ れ 時 間 的 に 非 常

に近 い 関 係 に あ る よ う に 思 わ れ る 。 し か し ま だ ま

だ 未解 決 の 問題 は 山 積 さ れ て お り 、 箇 々 の 資 料の

敏 密 な 研 究 を 必要 と す る 。 同 時 に新 ら た な 遺跡の

調査 と 新 資 料 の 発見 が ま た れ る 。

本 論 は 主 に 縄 文 草 創 期 前半 の 特 に 土器 を 中心に

そ の 銭術、 施 文 法か ら な る 土器 論 を 展 開 し、 併せ

て 6 遺 跡 の 中 で の 土器 型式 の 編 年 を も 試み た 次 第

で あ る 。

縄 文 土 器草 創 期 前 半 の 土 器 型 式 繍 年 表

当医 ム ν ナ 組む険遺跡は 平副訟に し て 平氏の 鯵型土君事未定 ( 無文土，， )

【 l・同省事 ' N )
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錨 年
目 前;) 1 a 
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F i  g 1 1 日 縁部 形 態 断 面 図

隆 起 線 文 系 土 器

爪 形 文 土 器

く〉 櫛 目 文 土 器

一 短 縄 文 土 器

線 状 縄 文 土 器
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あ と カ1 き

昭和 3 0 年 日 向 洞穴 の 調 査 以 来、 今 年 2 0 年を

迎 え る 。 過 ぎ て し ま え ば 早い も の で、 そ の 間 多 く

の 方 々 の 調 査 と 文 莫 大 な 論文 が公 表 さ れ た。 私 も

そ う い う 流 れ の 中 で 育 だ ち 且多 大 な ご 指 導 を 戴 い

た。 未 尾 な が ら 記 し て 感 謝 の 意 を 表 し ま す。

杉 原 荘 介縛 土 ・ 小片 保博士 ・ 北JR輝弥氏 ・ 佐 藤

達夫氏 ・ 佐 原 員氏 ・ 小 林達 雄 氏 ・ 戸 田 哲 也 氏

本 論 の 図 版の 一部 は 山 形 県 教 育 庁 文 化 課 の 野 尻

侃 ・ 佐 藤正 俊 の 両 君 の 労 を 煩 わ せ た。 深謝 す る 。

1 9 7  5 ・ z ・ 1 記

注

① ・ 加 藤稔 ・ 菅 原 国 夫 「 山 形 県 東 置 賜郡 尼 子 第

E 岩 陰 」

① ・ 加 藤 稔 ・ 佐 々 木 洋治 「 山 形 県ー ノ 沢 岩 陰 遺

跡 」 上代 文化 3 1 ・ 3 2 ( 1 9 5 6 )  

@ ・ 相 田 俊 雄 「山 形 県 高 畠町 蛭 沢 神 立 洞 穴 発掘

調 査 概 要 」 山 形 考 古 8 ( 1 9 6 1 ) 

- 加 藤稔 「 山 形 県 日 向 洞穴 に お け る 縄 文時代

初 頭の 文 化 J 山 形 県 の 考 古 と 歴 史 ( 1 9 7 6 ) 

④ ・ 佐 々 木 洋 治 「高 畠 町史 J }JIJ巻 ・ 考 古 資 料編

@ ・ 柏 倉 亮吉 ・ 加 藤稔 「 山形 県下 の 洞穴遺跡 」

日 本 の 洞穴遺跡 ・ 日 本 考 古 学 協 会 洞穴調査委

員 会編 ( 1 9 7 6 ) 

⑤ ・ 「 日 向 洞穴」 特 集 号 ・ 山 形考 古 5 ( 1 9 5 8 )  

・ 佐 々 木 洋 治 「高 畠 町 史 」 別 巻 ・ 考 古 資 料編

⑦ ・ 昭和 3 0 年 日 向 洞 穴 調 査 に 端 を 発 し、 本 ノ

木 ・ 小 瀬 ケ 沢 ・ 室 谷 各遺跡 よ り 出 土の 押捺 縄

文 土器 が 井草式 よ り 古 式 で あ る と 判 明 ( 中 村

孝 三 郎 ) 、 山 内 清 男 博士 は 「 縄 文 文 化 の は じ

ま る 頃J I縄 文 土 器 の 古 さ 」 等 の 論文 を 発表

し 、 伴 出 石 器 と の 関 係 や 渡 来 石器 の 見 解 を 打

ち 出 し た。

③ ・ 佐 々 木 洋 治 「山 形 県 に お け る 縄 文草 創 期文

化 の 研究 1 J 山 形 県 立博 物 館 研 究 報 告 NO. l

③ ・ 爪 形 文 出 土 の 代表 的 遺跡 と し て 、 古 く か ら

長 野 県諏 訪 湖 底 ・ 曽 根 の 爪 形文 土 器 が あ る。

湖 底 遺 跡 に よ り 層 序 等 の 関 係 は 判 明 し な い が

我 国 で最 も 数 量的に豊富な遺跡 で も あ る。 他 に
岐 阜 県符Eノ 湖、 新 潟 県 小 瀬 ケ 沢、 埼 玉 県 商 谷 、

群 馬 県 西 鹿 田、 長 野 県 石 小屋、 長 崎 県 福 井 洞

穴遺跡 が 主 な も の で あ る が 全 て 極 少 で あ る 。

⑬ ・ 「 い 」 の 字形 爪 形 文 は 隆起 線 文 系 土器 の 口

縁 部 に 施 さ れ る も の で、 刺 突 き れ た 形 が I l 、 J

と い う よ り 、 む し ろ そ の 時の 盛 上 が り が I l 、 」

の 字状 に な っ て い る 。

⑬ ・ 土 器 製 作 時 に お い て 生体 爪 、 ヘ ラ 状工 具 に

よ る 突 如l あ る も の が 連続 又 は 一 定 の 基 準 の も

と に 配 列 さ れ て い る 場合 は、 製 作 ・ 成形時の

必 要痕 + 装飾 と い う 観 点 か ら 一種 の 文 様 の パ

ラ エ テ ィ と し て 扱 っ た。

⑫ ・ 山 内 清 男 博士 は 以 前 ( 高 畠 町 史 ・ 別 巻 ・ 序

文 ) 絡 条 体 を 2 つ に 折 っ た そ の 端 を 馬蹄形に

重 列 し 押捺 し た も の と 考 え ら れ て お り 、 勿論

筆者 も そ う 考 え て い た が、 数 回 の 実 体 顕微 鏡

( X 1 5 ・ X 2 0 ) の 観 察 の 結 果、 茎 状切 断 面 の

期j 突 と 考 え、 本 論 に お い て は、 爪 形 文 土 器 の

グ ル ー プ に 入 れ て 扱 っ た。 又、 絡 条 体圧痕文

土 器 は 概 し て 有 段 帯 を も つ の に 対 し て 、 本 土

器 は 口 縁 部直 上、 爪 形 文 の 口 縁部 断 面 に 近似

す る 。

⑬ ・ 短縄 文 ( 土器 ) 、 線 状縄 文 ( 土器 ) の 用 語

は、 最 近 絡条体 の 一 部 原 体 が 1 0 数 年 に し て

解 明、 復 元 で き た の で、 以 前 山 内 清 男先 生 に

御 指尋 戴 い た 施 文 原 体 の 中 か ら 新 ら た め て 上

記 の 名 称 を 使 用 し た。 中 村 孝 三 郎 氏 も 原 体 に

つ い て は 同 じ考 え を し て い ら れ る こ と を 小 林

達 雄氏 に 伺 っ た。

。 ・ 線 状縄 文 土器 の 原 体 で極 細 の 片 撚 紐 ( 縄 )

は 佐 原 良氏 ・ 小 林 達 雄 氏 の ご 教 授 を 得 た。 正

式 な 名 体 は 現在 の と こ ろ 無 く 、 い ま し ば ら く

熟 考 の 上 命 名 し た い。

本 論 を 草 す る に あ た り 多 く の 文献 を 参照 し た。

詳細 は 「 山 形 県 に お け る 縄文 文 化 草 創 期 の 研究 I J

に 附記 し て あ る の で割愛 し た。 ご 容赦願 い た い。



1 0 7 5 年3 月 山形県立博物館研究報告 第 3 号

@ 

θ 

@ 

@ 

F i  g 1 2  爪 形 文 土 器 の 拡 大 図

@ 一 @ ー ノ 沢 第 E 類 土 器

θ @ ー ノ 沢 第 E 類 土 器
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F i  g 1 3  短 縄 文 土 器 ・ 線 状 縄 文 土 器 鉱 大 図

@ 一 @ ー ノ 沢 田 類 土 器

θ @ 日 向 皿 類 土 器

@ - e ー ノ 沢 W 類 土 器

① 一 @ 日 向 田 類 土 器
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山 形 県 の 土 人 形

板 垣 英 夫

The do l l  s made of soi  1 in Yamagata Pre f .  

Hideo Itagaki 

.・鶴岡

〈 土 人 形 生 産 地 分 布図 〉

と がた 」 は宗 教 的 行 事、 祭 杷用、 既 誼用 と し て 用

い ら れ た も の で あ り 、 信 仰 の 対 象 と し て 創 ら れ た

も の で あ る 。 人 形 を 「 に ん ぎ ょ う 」 と 称 え ら れ る

よ う に な っ た の は 鎌倉 ・ 室 町 以 降 で あ り 、 そ れ 以

前 は 「 ひ と がた 」 と 称 し た。 人 形 の 材 料は 、 木 ・

土 ・ ワ ラ ・ 草 な ど で 人 間 の 姿 を 作 り 、 神 や 精 霊 が

宿 る も の と し て 神重視 し た り 、 人 間 の 身 代 り と し

て 恨 霊 ・ 災 難ー か ら 免 か れ る た め に 用 い ら れ た り 、

安産、 豊作、 豊漁祈願 の た め に 用 い ら れ て い た。

し か し 、 こ れ ら の 利 用 方法 は 精神 的 、 肉 体 的、 知

的 発達 を と げ た 大 人 の 集 団 が考 案 し た も の であ る。

社 会的、 知 能 の 未 発 達 な 子 ど も た ち は 大 人 の 行 な

う 諸 事 をす ぐ 真似 を し 「 あ そ び j の 中 に 取 り 入 れ

る 心理 が あ り 、 人 形 を 作 っ て は 「 遊ぶ 」 楽 し さ を

も ち、 豊か な 想像 力 を 展 開 さ せ な が ら 、 人 形 と と

も に 遊戯 す る 訳 で あ る 。 や が て 大 人 た ち は 信 仰 民

具 と し て の 人 形 か ら 脱 し て 、 子 ど も 達の た め に人
は じ め に 形 を 作 っ て 与 え る よ う に な る の は江 戸 時 代 以 降 で

山 形製作の 歴史 は 古 く 、 山 形 県 内 に お い て は縄 あ る 。 山 形 県 の 場合 は 江 戸 末 期か ら 生産 さ れ 愛 玩

文時代 に怪 奇 な 表情 を し た 土 隅 が 真室 川 町 に お い さ れ る よ う に な っ た 。 殊 に 、 雛祭 な ど の 節 供行 事

て 発見 さ れ、 各 地 に 土偶 片 が 出 土 し て い る 。 歴史 が さ か ん に な る に つ れ て 「 飾 り び な 」 が 作 ら れ る

時代 に 入 る と 山 形市 西 南 の 菅 沢 古 墳郡 よ り 不完 全 よ う に な り 、 庶 民 の 手 に 届 か ぬ 「 衣 装人形 J I 享

な 形 で あ る が植輸が出 土 し て い る 。 こ れ ら の 「 ひ 保 び な 」 の た ぐ い の 変 り に、 安価 で 手 に 入 り 易 い
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上 人 形 を 庶 民 た ち が ひ な 市 で 求 め る よ う に な っ た。 る 。 元 来 、 人 形 作 り は 瀬 戸師 た ち が 陶 器 を 作 る か

山 形 県 内 で は 第 1 図の よ う に 土人形 の 産地 が あ る た わ ら に 余暇 を 利 用 し な が ら 、 手 先 の 器 さ を 生か

が 廃 絶 し た も の 、 鶴 岡 市、 中 山町、 東 根 市、 成 島 し て 土人 形 を 子 ど も た ち へ作 っ て 与 え た と 伝 え ら

( 米 沢 市 ) 。 人 形 作 り か ら 床置 物 作 り に 変 化 し た

も の 新庄市。 現 在 で も 土 人形 を 作 っ て い る も の 酒

田 市、 米 沢 市。 縁 起物 の 床置 物 を 作 っ て い る も の

南 陽市 な ど が あ げ ら れ る 。 中 山町 の 土 人形 は 窯焼

の し な い 強 い 炭 火 で乾 燥す る 泥 人 形 は 独特 の も の

で、 そ の 他 は 素 焼 人形 で あ る 。

こ の た び の 調査 は、 山 形 県 立 博 物 館 の 民俗 部門

独 自 の 活 動 と し て 行 な っ て い る 「 出 羽 の 手仕 事 」

調 査報 告 で あ る 。 調査 に あ た っ て 次 の 研究 項 目 を

考 え た。 即 ち 、 人形師 の 歴 史的 変遷、 人 形 作 り の

製 作過程、 土人 形 の 種類 と そ の 特 徴、 附随 し て 人

形 に 伴 な う 民 俗 学 的 事例 な ど に わ け て 研究 し た も

の で あ る 。 こ れ ら の 調査 に 当 っ て 特 に 人 形 製 作者

で あ る 山 形 市 平 清 水 の 斎 藤 と め さ ん、 米 沢 市 下 花

沢 相 良 隆 さ ん 、 酒 田 市亀 が崎 町 大石 文子 さ ん 、 並

び に 郷土玩 具 研 究家 吉 田 慶 二 氏 、 津 藤 至 弘 氏 、 柴

田 は じ め 氏、 岡 村 藤吉 氏 ら の 御 協 力 を 得 ら れ た こ

と に謝 意、 を 表す る と と も に、 御批判、 御叱 正 を 賜

わ り 、 今 後 の 研 究 に 役 立 て て 行 き た い 。

I 平 清 水 の 土 人 形 と だ る ま 作 り

イ ) 平 清 水 の 人 形作 り の 推移

山 形 市 平 清 水 は 山 形駅 よ り 東西 方 約 4 K の 所 に

あ り 、 千歳 山 の 震に 発 達 し た 陶磁器生 産 の 里 で あ

る 。 江戸時 代 の 文 化 文 政 時 代 に 瀬 戸 師 小 野 藤治 平、

阿 部 覚 左 衛 門 な ど の 瀬戸 師 た ち に よ っ て 窯業 が 創

立 さ れ現 在 ま で 続 い て い る 全国 で も 有 名 な 所 で あ

山形市万訟寺前 ( 平 清 水 )， �、 υ 場 企 、 ， ，...， ". 昭 4 0投.( 63才 )黒 木 片 蔵. NJ 7':" 0 % 斎 藤 と く i土人形、 だるまT ( 廃屋 ) ノペ I I 警 | 里 メ〈午 |妹 - . 肱レ前回キ ウ ( 6 8 才〕
師 | 事 ィダ ー I (;�話丹羽の え ( 6 5 才】

� /'r 吉 ( 電懐器具 商 )三 浦 文 作 ( 82才 )! ow(恥石山万作 ( 没)
村上某 ( 切畑の ズ ン ツ ァ ) ( 1 9 7 3年 )

F i g 2 平 清水 土 人 形 製 作 者推 移 系 図

れ て い る よ う に 平 清 水 の 瀬 戸 師 た ち も 例外 で は な

か っ た 。 平 清 水 の 瀬 戸 師 の 中 に 絵 付師 と し て 「 切

畑 の ズ ン ツ 7 J と 呼 ば れ て い る 人 が お り 、 手 先 の

器 用 さ と 絵 心を 利 用 し て 人形 作 り を し た の が最 初

で 他 に 三浦文作 氏 ( 8 1 才 病 気 療 養 中 ) 、 石 山 万

造 氏 ら が中 心 と な っ て 土 人形作 り を 行 な っ た の が

明 治 末 で あ る が 、 ど こ で 人 形 作 り を 習 得 し た か 不

明 で あ る 。 土 人 形 の 他 に 磁 器 風 の 人形 も 作 ら れ、

美 術 工 芸 的 要素 の あ る 弘法 大師 座像 ・ 道玄禅師 座

像 な ど の 像 が柴 田 才 助 氏 ら に よ っ て 作 ら れ 土人 形

製 作 と 区 別 し て い た が 昭 和初 期 で 廃 絶 し た 。 三浦

文 作 氏 は 2 4 才 頃 ま で ( 大 正 4 年 頃 ) タ ス マ 瀬 戸

窯 で 瀬 戸作 り を し て お り 、 石 山 万 作 氏 も 働 い て い

た。 こ の 両 名 が 平 清 水 土 人 形 を 作 り 始め た 訳 で あ

る 。 三浦文 作 氏 は 最 初 は 床置 物 と し て の 布袋 様、

信 仰 縁 起物 と し て の 恵比須 ・ 大黒 を 作 っ た。 ま た、

山 形 市 万松 寺 前 の 「 く ま の ベ の 金蔵 J = 黒 木 金 蔵

氏 が 渡辺 土 管製 造 業 で働 き な が ら 三浦 氏 ら と 親 し

く な り 人形 作 り の 技法 を 学 ん だ 。 黒 木 金 蔵氏 は く

ま の 辺 に 戻 り 主 に ダ ノレ マ 作 り に 精 を 出 し た。 そ の

後、 平 清 水 の 斎 藤家 と 黒 木金蔵氏 の 聞 に 縁 が あ っ

て 結 ば れ 斎 藤 と く さ ん が嫁 ぎ、 妹 と め さ ん も ダ ル

マ 作 り 協力 す る よ う に な っ た。 平 清 水 の 人 形 作 り

と ダ ル マ 作 り の 推移 系 統 は 第 二 図 の よ う に 展 開で

き る 。 斎 藤 と く さ ん は ダ ル マ の 絵 付 け を や っ て い

た が と め さ ん は、 金 蔵氏 よ り 瀬戸 物 作 り の 技 術を

得 さ せ よ う と 努 力 し た が、 蹴 り ロ ク ロ の 使 用 が 嫌

だ っ た の で ダ ル マ 作 り の ま査 術 を 習 得す る よ う に な

っ た。 そ の 後、 家庭的 な 諸事情 に よ り 姉 と く さ ん

が金蔵氏 と 離別す る よ う に な り 斎 藤 姉 妹 が 大 正1 4

年 に 平 清 水 へ 戻 り 、 実 家 で ダ ル マ 作 り を す る よ う

に な っ た。 昭 和 1 4 年 に 実家 よ り わか れ 山 形市 上

町 に 借家 し 、 蔵座敷 を 利 用 し な が ら ダ ル マ 作 り に

励 ん だ。 そ の 際 に 、 三浦文 作 氏 よ り 小 さ な 恵比須

. 大 黒 ・ 布袋 の 型 を 譲 り 受け製作 し たが、 山 形 の 初
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市 の 時 に は ダ ル マ の 方 が 売 れ ゆ き が 良か っ た。 そ ③ 衣 装 を 書 く 。

の後、 実 家 か ら 平清 水 へ分 家 し 現在の 場 所 に 居 住 。 彩 色 を 行 な う 時 は 泥絵具 を 使 っ た。

す る よ う にな っ た が第 二 次大 戦を 迎 え て 人形 作 だ 絵 具 の 種 類 朱 色、 緋 色、 群 育 、 緑青、 樺

け で生計 が 立 て ら れ な く な っ て 来 た。 型 も 同 一 の 色、 白 群 育、 黒 ( 墨汁 ) 金粉、

も の だ け で な く 昭和 I 0 年頃に 山 形 市銅 町 の 鋳物 彩 色 用 筆、 日 本 画 用 画 筆

師辻間氏 か ら 協 力 を 仰 ぎ 多 く の 人 形型 を 作 成 し て ⑬ 乾 燥 さ せ る 。

く れ た。 辻悶 氏 は 人 形 の 型 を 作 る の に 原 型 を 自 作 以 上 が 人 形 製 作 の 大 要 で あ る が、 人 形 作 り は 回

し た も の で な く 、 各 地 の 土 産 品 の 中 か ら 郷土 人 形 植 な ど の 農繁 期 を 除 い て 節 句 市 が終 る 春 か ら 作 り 、

を取 り 上 げ、 そ れか ら 型作 り を し た 形跡 が あ り 平 十 月 頃 ま で陰 干 を 行 な し 、 、 1 0 月 頃 よ り 窯入 れ を

清水独特 の 人 形 の 型 が 見 ら れ な い が、 こ れ ら の 型 し て 温度 6 0 0 - 8 0 0 位 の 温 度 で や き 上 げ 、 三 月 雛

を 用 い て 1 5 年頃 ま で製 作 し た。 [ 写 真 1 参 照 ] 節 供 ま で完 成 す る よ う に し て い た。

金 太郎 と 鯉 ( H 1 9cm ) ふ じ 娘 ( H 1 8cm ) 
写 真 司 平 清 水 人 形

ロ) 土 人 形 の 製 作 過 程

ダ ノレ マ 作 り の 製法 と 同 じ 方 法 を 用 い る が 次 の よ

う に 展 開 さ れ て 行 く 。

村 種類 と 特 徴

鋳 物 師 辻 悶氏 に よ っ て 作 ら れ た 型 で製 作 さ れ た

種 類 は 3 0 種 位 あ る が、 現 存 し て い る も の は 「 子

守 J r 人形 遊 び J r ま り と 子 僧 J r 金太 郎 と 鰻 」

「 藤娘 」 な ど が上 げ ら れ る 。 特 徴 と し て は ど っ し

り と し た 重 さ が あ り 必 ら ず四 角 の 底 が つい て お り

墨 で 塗 ら れ て い る 。 目 鼻 口 な ど近 代 的 な 描 き 方 で

幼 稚 で あ る 。 普 通、 「 飾 り 雛 」 と 称 さ れ て い る も

の の 絵 付 は前 面 だ け 彩 色 さ れ て い る が 、 こ の 土 人

形 は 前 裏すべ て 彩 色 さ れ て い る 。 彩 色 の 方 法 も 時

代 と と も に 変澄 し 、 泥 絵 具か ら エ ナ メ ル に 変 っ た

の は 「 ヒ ナ 市 」 で 販売 す る た め に 露 広 を 出 す と 手

ア カ が つい て 売 れ な く な る の で エ ナ メ ル 塗 り に 変

え た と の 事で あ る 。 平 清 水 の 土 人 形 は 「 ヒ ナ 市 」

の 節 句 ピ ナ と し て で な く 、 茶 の 聞 や 子 ど も 部屋 の

① 粘 土 を 練 り 直 径 2 0 cm位 の 棒状の 筒 を 作 る 。 飾 り 人形 と し て 製 作 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。

② 両 側 に 2 - 3 分 板 を 偉 い て 筒状の 粘 土 を 糸 (ニ) 平 清 水 の だ る ま 作 り

で切 り 、 粘 土板 を 作 る 。 ダ ノレ マ の 原 料 は、 以 前 は 山 形 市 松原 の 粘土 と 平

③ 型 作 り 、 凹 型に 粘 土板 を は め 込 み 前 部 と 後 清 水 の 日 陰 土 ( 陶 土 ) を 混 合 し な が ら 粘土 を 練 っ

部 を 作 り 、 両 方 を 張 り 合 わ せ る 。 て 使用 し て い た り 、 上 山 市久 保 手 の 方 か ら 粘土 を

@ 型 を と り 払 う 、 上 部 の 型 を 持 っ て 軽 く た 主 購 入 し た り し て い た。 現 在 は 長 井 市 今 泉 の 和 久 井

く と 型 と 原 型 が は な れ る 。 土管製造業 か ら 直接仕 入 れ て い る 。 和 久 井 氏 も か

⑤ 小屋の 棚の 上 で か わ か す。 十 分 乾 燥 させ る 。

⑥ 窯 入 を 行 な う 、 窯の 中 に 人 形を 入 れ る 時 は

均 一 に 火 廻 り が 良 く な る よ う に す る 。

① 窯 出 し を す る 。 ( 素焼人 形 が で き る )

⑥ 胡 粉 を か け る 。 ( 荒 塗 り と も い う )

つ て は 平 清 水 に お い て 陶器造 り を や っ て い た 人 で

原 料 産地 の 深 査 に 秀 い で た 人 で 山 形 市 よ り 長 井 市

の 方 へ 移 住 し た 人 で あ る 。 斎 藤 と く さ ん が 昭 和 40

年 に亡 く な り 、 現 在 ダ ル マ 作 り を や っ て い る 人は

と め さ ん を 中 心 に 、 前 回 キ ウ さ ん 、 丹羽 の え さ ん
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が 手 伝 っ て い る 。 二人 と も 平清 水 の 瀬 戸物 作 り を

や っ た 経験 の 持 ち 主 で あ り 、 前 田 さ ん が型 作 り 、

丹 羽 さ ん が 粘 土塗 り を や り 、 と め さ ん が絵 付 を や

る こ と に 分 業 し て い る 。 ( 写真 2 ) 

県 内 に お け る ダ ル マ 等 の 床 置物 、 縁 起物 を 生産

し て い る 所 は 南陽 市 宮 内 町熊 野 神 社前 に 飯沢 勇 氏

が お り 、 「 熊野焼 」 と 称 し て 製 作 し て い る 。 種類

は 門前 町 で あ る 故、 縁 起 物 が 多 く 、 布 袋 様 ・ 大 黒

・ 恵比 須 ・ ダ ル マ な ど の 生産 が な さ れ て い る 。 長

井 の 粘土 に 愛 知 県か ら 取寄 せ た 陶 土 を 混 入 し、 焼

き 方 も 高 温 で 焼 か れ る の で打 っ と や 与 金 属 音 に 近

い 感 じが す る 。 ま た 、 新 庄市 東 山 の 製陶 業、 東 山

焼 と し て 有 名 な 涌井 弥瓶 氏 の 所 で働 い て い た 高 橋

朝 治 が 大 正 末 か ら 昭 和 初 期 に お い て 床置 物 と し て

布 袋や ダ ル マ を 製 作 し て い る 。 販 売先 と し て は 秋

田 や 北 海道 ま で 出 か け た と 口 伝 さ れ て い る 。 ダ ル

マ の 他に 福助 ・ 金 太 郎 ・ お 多福 な ど の 土人形 も あ

り 型 が 涌井 氏 に よ っ て 保 管 さ れ て い る 。

制 だ る ま の 製作 過 程

だ る ま の 製 作 は 土 人形作 り と 似 て い る が 昭和 1 5

年頃 よ り 土 人 形作 り は 中 止 し て ダ ル マ 作 り に 専 念

す る よ う に な っ た。 製 作 す る 順序 は 素 焼人 形 が で

き 上 る ま で は 同 じ方 法 で あ る 。 斎 藤 と め さ ん は 結

写 実 2 平 清 水 だ る ま 製作

土 か ら 仕 上 げ ま で 3 2 回 手 を か け て 作 ら れ る と 話

し て く れ た が 要 約 す れ ば 次 の よ う に な る 。

① 素 焼 ダ ノレ マ の 完成

② 素 焼 ダ ル マ に 墨 汁 で 眉 と ひ げ を 書 く

③ 赤 エ ナ メ ル で体 を 塗 っ て 乾燥 さ せ る 。

@ 顔 と 衣 を 区 分 す る た め に 金 粉 で措 く 。

⑤ 腹 部 に 金粉 で 宝 文 字 ・ 宝船を 摘 く 。

⑥ 顔 に う す い に か わ を 塗 る 。 ま た は 「 ニ ス 」

を か け る 。

① 白 い エ ナ メ ル で 眼 を 書 き 、 乾 い て か ら 墨 入

れ をす る 。

⑥ 底 部 の 高 台 に 曇 を 錨 く 。

以 上 が ダ ル マ の 生 産 過程 で あ る 。 以 前 の 販売先

は 殆 ん ど が 山 形 の 1 月 1 0 日 に関 か れ る 初 市 の縁

起 ダ ル マ と し て 売 ら れ た が、 現在 で は 福 島、 仙 台、

東 京方 面 か ら 取引 き が 多 く な り 山 形 県 の 民 芸 ダ ル

マ と し て 愛玩 さ れ る よ う に な っ た 。

村 種 類 と 特 徴

ダ ノレ マ は 七転 八 起 の 縁起 の 由 来 か ら 八種 類 あ り 、

小 か ら 大 ま で 1 番 ダ ル マ か ら 5 番 ダ ル マ ま で に は

宝 文 字 を 描 き 、 小 大 ・ 中 大 ・ 大大 に は 宝船 を 描い

て い る 。 七 転 八起 の 諺 を ヒ ン ト に し て 八種 類 の ダ

ル マ を 購入す れ ば 必 ら ず繁 昌 す る と い われ、 毎 年

小 さ な も の か ら 大大 に な

る ま で 買 っ て 行 く 習慣 が

あ る 。 1 番 ダ ル マ は 約 1

2 cm で 5 番 ダ ル マ で 2 4 
m大大 で 1 戸 2 寸 ( 3 6 

cm ) 位 に な る 。 平 清 水 ダ

ル マ の 特 徴 は 眉 も 口 ひ げ

も 一筆 書 き で あ り 、 エ ナ
メ ル で彩 色 す る 特 徴 が あ

る 。
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E 竹 鍛 治 の か わ ら け び な

山形 県 東村 山 郡 中 山 町 長崎 で も 土 人 形製 作 が 行

わ れ て い た こ と が 同 町 の 民 俗 資 料 調査報告で な さ

れ て い る 。 作者 は 松木 竹 治氏 で、 大 正 末期 に 亡 く

な り 、 現在 の 松 木 家宅 は 荒 木 某宅 と な り 、 人形製

作 時 の 家屋 は 改築 さ れ昔 を 偲 ぶ こ と も 出 来 な い 。

松木竹治氏 は 小柄 な タ イ プ で 明 朗 で物 好 き 、 話 好

き 、 世話好 き で あ り 、 手 先 が 器 用 で画の 才 能 も 持

っ て い た。 竹 治氏 の 委 は 山辺町 か ら 嫁 ぎ、 ユ ベ シ

マ ン ジ ュ ウ な ど の 菓子 作 り を も し た よ う で あ る 。

若 く し て 妻 を 失 な い 後妻 を 同 町 内 か ら 貰 っ て い る。

松木氏 は 竹鍛 治 と い わ れ る 由 来 は 竹 治 氏 が 刃物 鍛

治 師 と し て 農具 の 小物 類 ・ 鎌 ・ 山 刃 ・ の こ ぎ り な

どを ヲ イ ゴ で 火 を た き 、 こ われ た も の を 修 理 し た

り し て 歩 い た の で、 附 近 の 農 民 か ら 竹鍛治 と い う

愛称がつけ ら れ た 。 松 木 氏 は 大 正 時 代 に 約 1 0 年

間位土 人 形 を 作 り 鍛 治 屋 を し な が ら 、 手 作 り の 土

人形を 売 っ て 歩 い た 訳で あ る 。

松 木 氏 の 人 形 作 り は 山 形市 平 清 水 の 土 人 形 ・ 東

根市猪 之沢 の 五郎 吉 び な と も 形 態 が ち が い 技 法 も

異 な る 。 松 木 ま っ さ ん の 話 で は 関 東方 面 に 出 か け

て学ん だ 技 法 で素焼 型の 土 人 形 で な く 炭 火 で 強 く

乾 か す泥人形で あ る こ と が判 明 し た。

⑥ 顔 を 描 く 。

以 上 で あ る が、 仕 事 場 は 六 畳間 に 小 さ な い ろ り

と 棚 が あ り 、 型 が隅 の 方 へ あ っ た が 現 在 は 何 も 残

っ て お ら ず残念 で あ る と の 事で あ っ た 。

現 在 し て い る 「 か わ ら け ぴ な 」 は 「 大裏 び な 」

「 だ る ま J í 五人 J í 恵比須 J í 大 黒 J í じ い

と ば あ J í 角 兵衛獅 子 J í 虎 J í 福助 J í 女 房人

形 」 な ど で大 き い 人 形 は な く 小物 が 多 い 。 特 に 特

意 と し て 製作 し た も の は 「 角 兵衛 獅 子 」 で あ っ た。

こ れ ら の 殆 ん ど の 泥人 形 は 中 山 町 民 芸 協 会 の 諸氏

が 保 存 収 集 し て い る 。 特 徴 と し て は 胡 粉の 塗 り 方

が 薄 く 、 泥絵具 の 他 に ポ ス タ ー カ ラ ー 絵 え 具 な ど

も 使 用 し た傾 向 が あ り 筆 の 使 い 方 は 下 手 で あ る 。

人形 の 形態 も 角張 っ て お り 技巧 さ が な い。 し か し

山 辺町、 左 沢、 河 北 町 谷地 の 行 商 人 に 引 き と ら れ

て 売 ら れ た よ う で あ る 。 西 村 山 郡河 北 町 谷 地 で は

現在 で も 月 遅れ の 「 ひ な 市 」 が 開 か れ、 そ の 伝統

を 保存 し て い る が、 大 正 時 代 は 松 木 氏 も 自 作 の

「 か わ ら け び な 」 を 持 っ て 行 き 販売 し た 。 竹鍛 治

の 「 か わ ら け ぴ な 」 は 西 村 山 郡 の 農村 に ま だ 保 存

さ れ て い る か も 知れ な い 。

E 猪 野 沢 土 人 形

か わ ら け び な の 原 料 は 同 町 新 回 町 の 掘 川 新 兵衛 村 山盆地 に は 明 治 末期 に な っ て か ら 土 人 形 が 作

氏 が 粘土 を 通 び 購 入 し た も の を 利 用 し たが 、 そ の ら れ た 箇 所 が 山 形 市 ・ 中 山 町 と ニ ヵ 所 あ る が、 そ

後、 同 町 玄蕃 纏 附 近 、 長 崎小学校近 く の 広 瀬 の 耕 れ 以 前 に製 作 さ れ て い た 所 は 東根 市猪 野 沢 の 土 人

作 地 を 堀 り 良 質 の 粘土 を 得 る こ と が 出 来 た。 製 作 形 で あ る 。 東 根 市 猪 野 沢 は 江 戸 時 代 猪 之 沢 と か 江

技法 と し て は松木 さ ん の 話 か ら 次の よ う な 順序 と

な る 。

① 粘 土 を 型 に 入 れ る 時、 小 さ な セ ン ベ イ 型 に

し て 型押 し そ し て 型技 き を 行 な う 。

② 棚 に 上げ て 生乾燥 さ せ る 。

⑨ 竹 ぐ し に 刺 し て い ろ り の 炭 火 で強 く 乾燥 さ

せ る 。

@ 胡 粉 を 荒 塗 り し 乾 燥 さ せ る 。

⑤ 彩 色 す る 。 絵 具 は 泥 絵 具 を 用 い、 赤、 紫、

緑、 育、 灰 色 、 淡紅色、 な どが 用 い ら れ た も

の が 多 い 。

之 沢 な ど と 記入 さ れ た 地 名 で あ り 同 ー で あ る 。 こ

こ は文 政 頃 よ り 猪 野 沢 の 大 庄屋小 山 田 理兵衛守直

が 附 近 の 陶 工 を 雇 入 れ 、 猪 野 沢 部落 の 西 北、 花 山

の 麓に 窯場 を 作 ら せ 瀬 戸 焼 に 成 功 し た。 守直 は 他

か ら 瀬 戸 邸 ・ 画 工 を 雇 い 入れ た 中 に 土 赤 五郎吉が

い る 。 ま た、 小 山 田 守直 の 子為吉 も 陶工 と し て 活

優 し た。 土 人形 を 作 っ た 土 赤五郎吉 は 天保 4 年生

れ で大 正 4 年 8 3 才 で没 し て い る 。 出 生地 は ど こ

で あ る か 不 明 で あ る が 性 格的 に は 負 け ず嫌い で あ

る 反面、 呑気 で家 計 上の 経済 的 観 念 は 薄 く 、 職 人

気 質 で瀬 戸 作 り 、 人 形作 り に 専念 し た 生粋 の 工 人
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業 し た の で あ る 。

製 造 方 法は 不 明 で あ る が 現在す る 作 品 か ら 「 卯

平 び な 」 は 竹 ベ ラ を 使 っ て 人形 を 手 直 し を し て お

り 、 採 色 方法 も 繊細 で あ り 均整 が と れ て い る 。 「五

郎吉 び な 」 は 豪放 さ が あ り 、 採 色 も 原 色 系 を た っ

ぷ り と 使 っ て い る 。 五 郎吉 は 夏 は 瀬戸 作 り を し 、

暇 を 見 て 人 形 を 作 り 、 冬期冷 た い 季節 に な る と 素

焼 し 、 三月 の 「 ヒ ナ 市 」 に 備 え て 炉 端を 囲 ん で採

色 を し た と 土 赤与 右 衛 門氏 が伝 え て い る 。 現 在 し

て い る 雛 を 分 類す る と ( 写 真 3 ) 

五郎吉 び な 神 功皇 后

な ど が あ り 二 名 の 土人 形 に 性 格 の 相 異 が 生れ て い

る 。 ヒ ナ 節 句 と し て 河 北 町 谷 地、 東 根 市 東根町、

村 山 市 楯岡 な ど の 「 ヒ ナ 市 」 に 販売 し た と い う 。

土 人形 が 売れ る こ と を 知 っ た 東 根 市後 沢 ( か つ て

の 東 郷村 ) の 陶工鈴 木 ( 後 に 深瀬姓 ) 久 七 は 堤人

形 の 技法 を 知 っ て い る の で 明 治 初年 か ら 3 5 年頃

金 太郎

鯉の 滝 登 り

健 か つ ぎ

大 黒

恵 比 須内 裏卯 平 び な

;

;
;

 

鯛 かっ き ( H 1 6cm ) 猪 野 沢土 人形写 実 3

ま で販売 し た と 口 伝 さ れ て い る 。 こ れ ら の 土 人 形

は 猪 野沢 と 同 じ 系統 で あ り 区 別 し に く い が、 粘 土

は 狐石 窯の 瀬 戸 山 の 粘 土 を 使用 し て い る 。 種類 と

し て は 鯛か つ ぎ ・ 恵比 須 ・ 天 神 様 ・ 大 黒 ・ 平 敦盛

・ 能 谷 次郎直 実 ・ 金 時 な ど が あ り 、 堤 人形 よ り 型

放 き し た種類 が 多 い 。

で あ る 。 五 郎吉 の 家 は 現 在 は 存 在 し な い が縁 故 関

係 の 人 が 猪 野 沢 で 暮 し て い る 。 瀬 戸 師 五郎 吉 は 平

清 水 の 阿 部 藤 右 衛 門、 山 形 市 柏 倉 門 伝 の 鈴木 勇 蔵

ら と 陶 工 と し て の 交流 関 係 が あ る 。 西 村 山 郡 河 北

町 沢 畑 の 大地 主堀 米 四 郎兵衛 氏 が 「 お 庭 窯 」 を 作

っ た 記録 が あ り 沢 畑焼 と 呼 ん で い る が瀬 戸 師 と し

て 指 導 し た の は 五郎吉 と 柏 倉 門 伝 の 奥 山 与六 で あ

っ た。 土 人 形作 り に し て も 東 郷 村 史 の 資 料 に 次 の

よ う に 記 録 さ れ て い る 。

資 料 猪 野沢 の 土赤 五郎 吉 は 陶工 で あ っ た が 、

瀬 戸 焼 の 傍 ら 土 人形 造 り に 興味 を 持 ち 仙台 に 米 沢 土 人 形 一相 良 人形 一

米 沢 市 に お け る 相 良 人 形 は 全国 で も 伏見 人 形

( 京都 ) 、 博 多 人形 ( 福 岡 ) 、 古 賀 人 形 ( 長崎 ) 、

名 古 屋人形 ( 愛 知 ) 、 堤人形 ( 宮 城 ) 、 中 山 人形

W 
出 か け て 堤 系 の 人 形 造 り を 修 業 し、 帰 村 し 独

自 の 彩 色 を し た 郷 土 人 形 ( お ひ な ) 大 泉、 金

太郎、 神 功 皇后 な ど 弟子 の 卯 平 〔 画 工 で あ り

師 弟 関 係 な し 〕 と 共 に 種 々 の 土 人形 を 製 作 し ( 秩回 ) な ど と 共 に 有 名 で あ り 、 発 端 を 伏 見 人 形

に 発す る 秀 れ た 土 人 形 で あ る 。 米 沢 市 は安 永 年間

よ り 窯業 が 開始 さ れ た 。 山 形 県 内 で 古い 瀬戸物産

地 で成 島焼 と し て 全 国 で も 有 名 で あ る 。 米 沢 の 領

主 上杉 藩は 自 給 自 足 の 産 業 奨 励 策 、 自 藩 の 開 発 奨

励、 商 工 業振 興 策 に 徹 し、 完 全 な 藩 経 済 安 全 を 目

た 。 部 落 内 に 数 十 点 の 作 品 が残 っ て い る 。

以 上の 資 料 か ら 五郎 吉 の 外 に 卯平 と い う 人 形 師

が し 、 た。 卯平 は 妻 帯 せ ず ど こ で亡 く な っ た か 不 明

で あ る が、 猪 野 沢 に 嘉永 年 間 に 仙 台方 面 か ら 移住

し 土赤与右衛 門 窯 に 雇 わ れ、 暇 を 見 出 し て は雛作

指 す 保 護政策 を 行 な っ た。

資 料(2) 山 形 県 史 鶴 城 業 書 下 脊 曝 よ り

国 の 産物 を 盛 に し て 他 国 よ り 物 を 求 めす

り を し て い た。 画 工 で 画 才 に 秀 い で て お り 手先 も

器 用 で雅 号 を 直 山 と 称 し た。 負 け ず嫌 い の 五郎吉
一、は 卯平 の 雛 作 り を 見 て 仙 台 に 出 か け て 堤 人 形 を 修
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他 国 へ 金銭 を 出 さ す、 他 国 へ 産 物 を 売 出 し、

他 国 よ り 金 の 入 様 に す る を 園 を 富 す 第 一 の

策 と 申 へ し、 ( 中 審 ) 相 良清 左 衛 門 を 相 馬

に 遣わ し 陶 器 の 造 り 様 を 見聞 せ し め、 其 職

人 を 南 町 奥山 久 四 郎 に 雇 は せ 成 嶋へ 陶 場 を

建 ( :是 よ り 先 き あ ら 町 糸 屋左 代 吉 か 所へ 利

兵衛 と 云 者 来 り た る を 留置 き て 花 沢 村 へ陶

場 建 し め け れ ど も な ら す し て や め し な り )

• ( 中 客 ) … 陶器 は 数 所 に て 造 り 出 せ と 盛

衰 有 て 黒 焼 計 も 国 用 に 充 ち 。

浅 野八 兵衛口口

須口弥 兵衛

と 記録 さ れ、 後脊の 軸 に 「 併工 相 良 左門口口忠

照 敬 白 」 と 記入 さ れ て い る 。 ま た 、 そ の 前年 5 月

2 3 日 に 米沢 市 笹 野 観 音 の 千 体 地 蔵 堂 に 木 彫 の 地

蔵 尊を 奉納 し て い る 。 身 丈 5 5 cm、 肩 1 2 cm 、 台

座 2 5 cm の 形 の 整 っ た 地 蔵 尊で あ る 。 千体 地蔵 尊

は 中 風 徐 け 身 体 安 全 を 祈願す る 信 仰の 深 い仏 像 で

附 近 の 人 々 の 信仰 を 集 め 、 名 の 如 く 千 体 地 蔵 堂 の

中 に 7 0 4 体 の 土 人形 作 り の 地蔵 尊 が 奉 納 さ れ て

こ れ ら の 政 策 に 伴 な っ て 陶 業 が 行 わ れ る よ う に い る が、 こ の 地 蔵 尊 の 殆 ん ど が 相 良 人 形 で あ る こ

危 り 量方 と し て 相 良 清 左 衛 門 が 任 じ ら れ て い る 。 と に興 味深い も の が あ る 。 こ れ ら の 点 か ら 相 良 家

米沢の 相 良 人 形 は 陶 業 の 副 産物 と し て 製 作 さ れ た。 の 先祖 は 小 道具 役 と し て 小 道具 の 作製、 修 理 を 行

米沢に は 相 良 人 形 だ け で な く 、 他 に 成 島 や 南 陽市 な っ た り 、 忠 照の 併師 と し て の 才 能 が あ り 、 手 工

宮 内町 に も 土 人 形 作 り が あ っ た が、 古 い 歴史 と 伝 芸 的技 能 が 比 較 的 高 か っ た も の と 思わ れ、 人 形 作

統 を 受 継 い で来 て い る の は 相 良 人形 当 主 七 代 目 の

相 良隆 氏 で あ る 。 最 初 に 相 良 家 の 歴史 を 分 析 し 、

り の 素 地 が 出 来 て い た と 考 え ら れ る 。

ロ 人 形 作 初 代 相 良 清 左衛 門厚忠、 相 良 作

現在存在 す る 土人形、 記 録 な ど を と お し て 総合 的 左 衛 門 厚之 の 子 で宝暦 1 0 年 ( 1 7 6 0 ) 生 れ と 伝

に 調 査 し 、 製 作 技法、 種類、 特 徴 を 考 え て 見 た。 え ら れ 文政 2 年 没 と 過 去 帳 に 書 か れ 年 令の 記 録 が

1 ) 相 良 家 系 図 と 人形 製 作 な い 。 清 左衛 門 厚 忠 は 上杉 藩 の 陶 業 に 深 い 関 係が

イ 人 形 製 作以 前 の 相 良家 相 良 家 の 過去張 あ り 、 上 杉 藩 の 御 膳部役 を 勤 め な が ら 、 陶 業 の 御

並 び に 米 沢 市 資 料 か ら 分 析す る と 相 良 家先 祖 は相 用 懸 と し て 勤 め た 人 で あ る 。

良 左門 清 太 夫 と い い、 寛 保 年頃 ( 1 7 4 1 - 1 7 4 4) 資 料 a 山 形 県 史 鶴威叢 書 上

に 7 0 才 で 没 し て お り 延宝年間 に 生れ た 。 清 太夫 網 町 古 道 具 屋 左 世 吉 へ何 国 の 者 や ら 利 兵

は 小 道 具 組 頭 三年 土 を 勤 め 同 時 に 御 同 心 組 役 で エ と 申 者 来 り 、 陶 物 を 教 へ ん と 云 し を 竹老

奉行、 与 力 の も と で働 く 下級 武 士 で あ っ た。 相 良 〔 竹俣 嘗綱、 享保 1 4 年 ~寛 政 4 年 没、 宝

家 は花 沢村 に あ り 当 時 花 沢 村 は 4 0 軒 し か な く 足

軽 4 戸 の 他 殆 ん ど 百姓村 で あ り 米 沢 藩 の 郷土 集落

の 一つ で あ っ た。 相 良 家 は 藩 の 施 政 組織 の 中 で は

江 戸 末 期 ま で御 同 心役 を つ と め る 軽輩 武 士 で 禄 高

だ け で 生 計 が 苦 し か っ た の で は な い か と 恩わ れ る。

二 代 目 清 左衛 門 正 際、 は 宝 歴 1 0 年 ( 1 7 6 0 ) 6 8

才 で 没 し そ の 弟 で あ る 相 良 左 門 忠照 は 正 徳 6 年 4

月 1 日 に 米 沢 市 南 原 芳 泉 町 長 松寺 に 弁財天 を 奉納

し た 。 弁 財 天 の 裏 に、

碧漂庵 主

賓 明 口 口

施 主 相 良 左 門

暦 1 0 年江 戸 家 老 、 明 和 4 年 奉 行 職、 鷹 山

公 の 中興 を 輔佐 し た功 績 に て 松 岬 神 社 に祭

社す る 〕 の 耳 へ 達 し花 沢 村 の 内 へ 試 に 瀬 戸

や ま 御 取 立 三 御 馬廻 扶持 方 よ り 壱 人 つ ふ 御

用 懸 り 命せ ら れ細 工 よ ろ し け れ と も や け 損

ひ の み 多 物 な り 。 其比 奥 山 と 云 宮 家 南 郷 堀

端 の 官 園 を 拝借 し 相 良領 の 瀬 戸師 を ょ せ為

焼け る 是 も 十分 な ら す。 南 町の 町 人 の 手 引

あ り て 御 用 懸 り 相 良清 左衛 門 を 忍 は せ 相 馬

へ 被 遺 清 左 衛 門心 を 尽 し 見 開 候 て 花沢 は 地

方 よ ろ し か ら ず と て 成 島 の 山 へ所替致処是

は よ ろ し く 永 く 成 就せ り 是 よ り や き も の の
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道 大 い に 開 け、 宮 内 、 大 沢、 小管 な ど 追 々 役 目 で あ る 陶 業 は 日 用 雑 器 で あ り 、 差配役 の 清 左

盛 に や き 出 す こ と に な り ぬ。 衛 門 は 珍奇 な 焼物 作 り を 戒 し め、 異 形 を 禁 じ、 美

写真4 初代 作品 千 体 地蔵

資料 4 山 形 県 史 鶴城費聖 書下 樹 畜 建 議 並 衆

評

瀬 戸 物 寛政 3 年入 荷 高 7 3 8 5 貧 5 0 0 匁
。 成 嶋 の 瀬 戸 焼 上 村 文助 差 配 相 良 清 左衛 門

に 量方 申 渡 し 今 年 よ り 再興 い た し 候其焼物

は 珍奇 を い ま し め 異形 を 禁 し 美 を い や し ミ

丈 夫 を 貴 ミ 形 を 定 め て 成 嶋焼の 産 を 明 ら か

に し 其 品 は 雷 盆、 漬 物 瓶皿 鉢 符、 利 茶 碗 土 瓶

火 入 灰 吹 火 鉢 火 瓶に 限 ら れ 可 申 候。

資料 2 - 4 ま で に 基づ く と 相 良 清 左 衛 門 厚 忠 は

安永 6 年 に 陶 業 御用 懸 り と し て 勤務 し た こ と に な

る が、 生 年 月 日 宝麿 ) 0 年 ( 1 7 6 0 ) と 定 め れ

を イ ヤ シ み、 丈 夫 で 良 い瀬 戸 物 を 作 る こ と を 定 め

た 。 成 嶋焼 は 資 料 4 の よ う に 日 用 雑 以 外 の 生 産 は

行 わ れ な か っ た。 種 々 の 郷土玩具 の 本 に、 朝 鮮 か

ら 連れ て 来 ら れ た 陶工 た ち が望郷 の 念 に か ら れ て

人形を 作 っ た の が 日 本 の 人形 作 り の 始 ま り で あ る

と 述べ ら れ て い も の が 多 い が、 生粋の 陶 工 た ち は

人 形 作 り も し な け れ ば 法施 政 に よ る 陶 窯 で 他 の も

の を 焼 く こ と は 禁 じ ら れ て い る こ と は 米 沢 に お い

て も 同 様で あ る 。 米 沢 上杉 審 で は 焼物 作 り に は 施

政 を 作 り 努 力 し た が、 土 人 形 に 対 す る 生産 奨 励 し

た 文 書 は 見 当 ら な い よ う で あ る 。

清 左衛 門 厚 忠 は花 沢 に あ る 無尽蔵 の 陶土 を 調べ

て 、 瀬 戸作 り に 失 敗 は し た も の の 、 そ の 陶 土 の 応

用 を 熟慮 し 人 形作 り に 成功 し た も の と 考 え ら れ る。

ば 安 永 6 年 ( 1 7 7 6 ) で厚忠 は 1 6 才 の 若輩 に 過 写真 5 ニ代 田 作 品 俵 大 黒 ( 8 cm ) 
ぎ な い 。 厚 忠 の 父 厚之 が 没 し た の は 宝 歴11年(1761)

で没す る 1 年 前 に 生 れ た 訳 で相 馬 に 忍 ん で陶 業 を 下 花沢 の 相 良 家 屋 敷 か ら 採集 さ れ る 粘 土 は松 川 氾

学 ぶ に し て も 別 人 と 共 に 出 か け た も の と 恩わ れ る。 濫 に よ っ て 堆積 し た 粘土 で比軟 的 に 長石 質が 多 い

口 伝 で あ る が 安 永 5 年 に 清 左 衛 門 厚 忠 は 京 都 の 豪 よ う に 恩 わ れ る 。 採集 し た 粘土 は 臼 で揚 き 、 フ ル

商 西 村屋に 寄 留 し、 伏 見 人形 の 技 術 を 習 得 し た と イ に か け て 選 別 さ れ て 生 れ る 粘土 で あ る 。 相 良 人

伝 え ら れ て い る が 古 い 記録 が 存 在 し な い 。 厚 忠 の 形 と い う 愛称 が 何時 生 れ た か 不 明 で あ る が、 米 沢
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坂 下 町 の 「 ヒ ナ 市 」 に は伊 達 藩 の 堤人形、 相 馬藩

の 張子 人 形及 び 土人 形 な ど が 売 ら れ て お り 、 相 良

家 で 作 ら れ た 形 の整 っ た 愛 ら し い 人 形の 出 現 に驚

き を も っ て 迎 え た と 思わ れ る 。

地 蔵 の 人 形 型 は 現在 で も 二種類 の 型が あ り 、 合 掌

し て い る 型 と 宝珠 を 両手 に持 っ て い る 型 が あ り 、

現 在 で も 奉納 さ れ て い る 。 庶 民 信 仰 心 を 上手 に 把

撞 し て 相 良 人 形 の 名 を 高 く し た と も 考 え ら れ る 。

直 厚 は 養 父 清 左衛 門 厚 正 の 供 養 に 自 ら の 名 を 記 入

し て 奉納 し た 地蔵 尊 が残 さ れ て お り 、 作 右 衛 門 直

厚 が文 化 年頃作 っ た も の と 恩 わ れ る 。

ニ . 人 形 作 三代 相 良清 左 衛 門 厚 正

二 代 目 と 問 機 に 近 藤家 か ら 婿 入 り し た 人 で文化

1 1 年 ( 1 8 1 4 ) に 生 れ 明 治 維 新 を 迎 え た 人 で あ

る 。 御 同 心組頭、 武芸所 世 話 役 を 勤 め た り 、 江 戸

詰、 京 詰 な ど し な が ら 江戸 末 期 の 混 乱 し た 時 期 を

過 し た 人 で 相 良 家 に は 旅 日 記 な ど の 記録 が 残 さ れ

て い る 。 3 代 目 と 同 様 に 千 体地 蔵 堂 に 氏 名 を 記 入

し 奉納 し て お り 、 明 治 1 5年 ( 1 8 8  2 ) に 没 し た。

8 代 目 ま で の 作 品 が 郷土玩 具 愛 好家 よ り 名玩 と し

て 珍重 が ら れ て い る 。 人 形 の 髪 形 に 「 水 引 出 」 が

書 か れ る よ う に な っ た の も 3 代 目 の 作 品 か ら と 思

わ れ る 。

ホ . 明 治 以 降 の 人 形作

4 代 目 相 良 清 左 衛 門 は 先祖か ら 数 え て 6 代 目 に
写 実 6 相 良 人 形 三代自 作 品 三番安 ( H 1 4 cm )  当 り 、 a 代 目 の 弟に あ た り 弘 化 2 年 ( 1 8 4  0 ) に

人 形 作 二 代 目 相 良作 右 衛 門 直 厚

人 形 作 二代 目 相 良 作 右 衛 門直 厚 は 厚忠 に 男子 が

な か っ た の で近 藤次 右 衛 門 の 子 を 婿 養子 に 迎 え ら

れ た 人 で あ る 。 作 右 衛 門 直 厚 は 安 永 5 年 ( 1 7 7 6 )  

生 れ て 安政 2 年 ( 1 8 5 5 ) 7 9 才 で 没 し て い る 。 享

和 8 年 に 町 内 武 芸所 世 話役、 御 同 心組頭 な ど の 任

に つ い た 人 で あ る 。 こ の 人 も 人 形 作 り が好 き で 相

良 家 に 入籍 し た の で あ ろ う 。 二 代 目 の 作品 と し て

有 名 な も の に、 笹野観音 の 千体 地蔵堂の 中 に奉 納

さ れ た 千体地蔵の 土 人形 で あ る 。 身丈 2 1 cm、 肩

張 5 cmの も の で二種類 が あ る 。 相良 人 形 輿 芸 社 代

表 の 山 崎 秀 雄氏 ら に よ っ て 千体 地蔵堂の 調査 が な

さ れ、 相 良 人形 と い わ れ 美 し く 彩 色 さ れ た 焼 物 で

7 0 4 鉢 奉納 さ れ て お り 、 そ の 中 4 7 鉢 に 名 前 ・

隼 号 な ど が記 入 さ れ て い る こ と が 判 明 し た。 千体 写 真 7 4 代 自 作 品 虎 の り 唐 子 ( H 1 2 cm )  
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生れ、 1 8 才 で 明 治維 新 を 迎 え た。 藩政か ら 置賜

県 と な り 明 治 9 年 に は 山 形県 と な っ て 、 清 左 衛 門

は 農業 を 中心 に 生計 を 立て た。 明 治 初 期に 米 沢 に

化学繊維工業 が生れ、 米 沢 織 の 染 料 も 西 洋 か ら 輸

入 し た化 学染料 に よ っ て 染 め 始 め ら れ た の は 明 治

6 年か ら で あ る 。 化 学染 料 と 染 付 を 必要 と す る 瀬

戸物 と か 土 人 形 は 大 い に 関 係 が あ り 、 山 形 市 平 清

水 焼 の コ バ ル ト 利用 は 明 治 1 2 年 で あ る か ら 、 米

沢 の 場合 は も っ と 早 か っ た と 言 え る 。 土 人 形 の 染

付 絵 え 具 も 紅系 統 に ド イ ツ ス、 ヵ ー レ ッ ト が使 わ れ

る よ う に な っ た こ と が、 郷土玩具研 究 家吉 田 慶 二

氏 に よ っ て 明 ら か に さ れ て い る 。 清 左衛 門 は 人 形

の 種類 を 更 に ふ や し 、 各 地 の 人 形 を 取 り 寄せ て は

人形型 作 り を し て い た よ う で江戸 時 代 に 製 作 さ れ

た も の よ り 多 く な っ て い る 。 幕 藩 体 制 が 崩れ、 中

央 か ら 安 い 多 く の 玩 具 が 地 方 に 流 入 す る の に対抗

す る た め の 製 作活 動 は 時 勢 に対拠す る た め の 方策

であ っ た 。

五代 目 相 良清 一 氏 は 昭 和 2 0 年 に 没 し た 人 で、

日 本 の 近 代 化 が 更 に 発 展 し た 時 期 に 生 き た 人 で あ

る 。 大 正時 代 に な る と 、 米 沢 市 に も 博 多 人 形 の

「 女 学 生 」 と か が売 ら れ る よ う に な り 、 郷 土 の 泥

具 さ の あ る 土 人 形の 売 れ 行 き が急滅す る よ う に な

っ て 昭和 初 期 は 殆 ん ど 作 ら な く な っ て 来 た 。

六 代 目 相 良 清 氏 は 明 治 3 8 年生れ で 米 沢 の 軽 工

業発展 に よ っ て 会 社 に つ と め る よ う に な っ た り 、

第二次大 戦 に な る と 人 形作 な ど 中 止 せ ざ る を 得 な

く な っ て 来 た。 そ の 後、 現在の 7 代 目 相 良 隆 氏 が

受 け 継 い で い る が 、 本 人 も 建 築 会 社 につ と め る 傍

ら に 人 形作 り を や っ て お り 、 隆 氏 の 母 と と も に 美

し い 相 良 人形 を 復 活 さ せ て い る 。

2 ) 相 良 人形 の 製 作過程

下花 沢 一 丁 目 の 相 良 氏宅 も 改 築 さ れ仕 事 場 は 以

前 姿 を 留 め て い る 。 土 人 形 を 焼 く 窯場 は な く 現在

① 粘 土 は 相 良 家 西 方 の 屋敷 内 よ り 採 集す る 。

② ( 以前 ) 掘 っ た 粘 土 は フ ル イ に か け て 臼

で 渇 き 細 く し て 水 で 練 る 。

( 現在 ) 選 別 し 土 練機 で 粘 土 を 練 る 。

③ 粘 土 を 平 ら に し て 型入 れ を 行 な う 。

④ 陰干 し を 行 な う 。

⑤ 素 焼 き を す る 。 ( 電気炉 で 行 な う )

⑥ 泥 絵 具 を ニ カ ワ 水 で 溶 き 彩 色 をす る 。

⑦ 顔 を 書 く 。

製 作過 程 の 概要 で あ る が、 こ の 他 に 型 抜 き を し

た 人 形 を け ず り 、 筆 を 水 でぬ ら し て 丹念 に 流線 型

に な る よ う に 手 直 し を す る の は 県 内 の 土 人 形 作 り

の 所 で は 見 ら れ な い も の で あ る 。 採 色 す る 場 合 は

胡 粉 で 荒塗 り を す る が、 色 彩 の 種 績 は 群青、 若 葉

緑青、 山 吹 色 、 紫、 緑育、 紫紅、 古 代 紫、 と び 色、

黒 、 紅 色 の 十 種 を 用 い て い る が 色 の 数 が最 も 多 L 、。

写真8 相 良 人 形 製 作

3 ) 相 良 人 形 の 時 代考 証 と そ の 特 徴

相 良 人 形 の 収 集 家 は 全 国的 に 拡 っ て お り 、 県 内

で は 米 沢 市梅 津 氏 、 山 形 市吉 田 慶二 氏 、 山 本 武氏、

天 童 市 津 藤 至弘 氏 な ど が 主 な 収 集 家 で あ る 。 土 人

形 を 収集 す る と 土 人 形 の 底 部 に 作 者 名 、 製作年、

販 売 価格の 記 号、 所 有 者 名 な ど が 記 入 さ れ て い る

場合 が あ る 。 相 良 人形の 製 作者 の 系 譜 が 明 ら か で

は約 5 0 体位 入 る 電気 炉 に 変 化 し て い る 。 し か し あ り 作 品 底 部 に 年代 記 号 が な さ れ て い る も の を 選

内 部 に は 古 い 人 形 と そ れ ら の 型 が 積 ま れ て お り 、 び 製作 時 代の 人 形 の 特 徴 を 理解 す る こ と が で き る。

製作技法 も 伝 統 が 受 け 継 が れ て い る 。 そ れ ら の 銭 こ れ か ら 眼、 髪 な ど の 描 き 方、 衣装 模様の 書 き 方

法 を 要約 す る と 次 の よ う に な る 。 な ど を 分 析 す る こ と に よ り 時 代 毎 の 特 徴 を 第 4 図
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裾 の 開 き 左 右 対象
で 二 等辺三角形型

洗 練 さ れ た美 し さ
が あ る 。

御 所 人形 風 の 頭 髪
が 用 い ら れ た 。

作 り 方 が維 に な っ
て い る 。

の よ う に 作成 し た訳 で あ る 。 こ の 方 法 は 時 代 考 証

と 特 徴 を 理解 す る 一試 案 で あ り 、 更 に 追究 す る 必

要 が あ る だ ろ う 。

て い な い た め に初 代 の 作 品 と 思わ れ る 。

寛 政 年代 に製 作 さ れ た 人 形 は 三角 限 を 書 い て あ

る が頂 点 の 部 分 が 柔和であ り 顔の 限算立 も を考 え

た 美 し く 均斎 の と れ た 書 き 方を し て い る 。 衣 装模

様 は桜 模 僚 で 繊 細 で小 さ く 描 か れ て い る 。 寛政年

代 は 初 代 が 活 躍 し た 年代 で 2 代 目 は 2 0 才 に 達 し

文 政 2 年 頃の 作 品 と し て 俵 大 黒 が あ り 、 限は 大

き く 頂 点 の 鋭角 が は っ き り し た 三角 眼で あ る 。 金

粉、 緑育、 白 な ど で胸 の 部 分 に 宝殊 模 様 が捕かれ

た 恵比 須大黒が 多 し 、。 縁物 に 関 係す る そ の 他 の土

人 形 に は 衣 装 模 様 に も 宝殊 が 見 ら れ る 。 き れ い な

美 し い 三 角 限 に 特 徴 が あ り 、 桜 模 様 が や L 大 き く

変 形 し た 形 も 一 つ の 特 徴 と い え る 。 文 政 初期 は 8
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代 目 は 幼 少 で 関 係 な く 二代 目 は 8 5 才 位 で 最 も 活

気 の あ る 時代 の 作 品 と い え る で あ ろ う 。

嘉永年間 頃の 作 品 に は 「 コ マ タ 」 の 切 れ上 が っ

た 細 い 流線 形 の 眼 が 儲 か れ て い る 。 衣 装 模 様 に は

桜花大 き く 摘 き 、 花 ぴ ら に 紅 色 の 点 が つ け ら れ て

い る 場合 が 多 い 。 桜花 の 他 に菊 模様 が き れ い に 描

か れ て い る 。 頭 髪 の 猶 き 方 に御 所 人形 や コ ケ シ の

髪形に類似す る 「 水 引 出 」 模 機 が こ の 時 代 か ら 箔

か れ る よ う に な り 童 子 人 形 の 髪型 と な っ て い る 。

嘉永年間 は 4 代 目 が 1 0 才 頃で 若 く S 代 目 の 作品

と い え る 。

呼 ば れ て い る 高 さ 1 0 cm位の 作 品 が あ る 。 小 田 原

堤 灯 を 右手 に も ち 、 袖 の 中 か ら 左手 で膝 を 押 え 、

上 を 向 い て 愛 き ょ う の あ る 顔立 で 形が襲 っ て い る。

し か し 限の 摘 き 方 に 三角 眼 も あ れ ば一 筆 書 き も あ

り 一 貫 し て い な い 欠点 が あ る。 以 上 の よ う に 江 戸

時 代 の 末 期 か ら 明 治 初 年 頃 ま で の 作 品 で収 集家の

人 々 か ら の 協 力 で 知 り 得 た 内 容 で あ る 。 特 定 の 時

代に 特 徴 の あ る 三角 限 ば か り を 描 い た と も 言 え な

い 。 五 代 目 の よ う に 三角 眼 も 書 け ば一筆書 き も や

っ た こ と で あ ろ う が、 こ の 場合 の 時 代 考 証 の 一 つ

の 方法 と し て の 試 案 で あ る こ と を 附 記 し て お き た

い 。 相 良 人形 の 他 に 米沢 地区 に お い て は 成 嶋人 形

が あ る 。 口 伝 に よ れ ば江 戸 末 期 に 相 良 家 よ り 成 簡

の 某家 へ 娘 が 嫁 入 り し、 嫁 入 り 道具 と し て 人 形型

を 数十 種 わ け て や っ た と の 事 で あ る 。 形 は 相 良 人

形 と 同 じ で あ る が衣 装 模 様 が な く 頭 髪 は 童 子 人形

の 場合 唐 子 風に 描 い て い る 。 眼 の 書 き 方 も 捌い 。

明 治時 代 に な る と 成 嶋人形 は 一時 す た れ る が 米 沢

市 上小管 の 嵐 回 新蔵 氏 が 人形 作 り を や っ た。 瀬 戸

物 を 作 っ て い た 成 嶋 で は 近 代化 の 波 に 押 さ れ て 地

元 産 の 日 用 雑器 の 生 産 も 表 徴 の 一 途 を 辿 る よ う に

な る 。 明 治 3 0 年 頃 に 上 小 管 の 嵐 田 氏 が 成 島 の 再

興 を は か る た め に 嵐 田 製 陶 所 を 創 立 し た。 新蔵氏

の 後 を 継 い で 新 十 郎 氏 は 昭 和 1 0 年 頃 ま で 生 産 を

行 な っ て い た。 成 島 の 土 人 形 は 明 治 末 期 よ り 異質

の 土 人形 が作 ら れ る よ う に な り 、 明 治 時 代 の 風俗

人 形 を 作 り あ げ た。 ( 写真 9 ) 日 露戦争 を 舞台 と

し た 軍 人 人 形 が 作 ら れ赤 と 黒 を 多 く 用 い ら れ錨 写

写真 9 . a 人 形 ( 9 cm ) は ま ず く 、 ニ カ ワ 質 が 強い の で f1j 離 が ひ ど い。 販

売 範 囲 は 置 賜 盆地 に 集 中 し て お り 明 治 4 2 年に は

慶応三年に作 ら せ た 内裏 び な は 限 は 一 筆 か き の 6 - 1 0 銭 、 大 正 4 年 4 銭位 で販 売 さ れ て い た 記

よ う な 筆 使 い で 「 ひ と み 」 を 書 い て い な い。 衣 装 録 も み ら れ る 。

模 僚 の 菊 模 僚 も 多 く 、 そ の 他梅ば ち 模嫌 が 見 ら れ

る よ う に な っ た 。 衣 装 の 彩 色 は三代 目 ま で の も の V 酒 田 土 人 形 一鵜渡 川 原 人形 ー

と 比較 し て 粗 野 な 感 じ が す る 。 こ の 内 裏 び な は 三 酒 田 市 亀が崎 滅跡 の そ ば に 亀 が 崎 一丁 目 が あ り 、

代 目 の 作 品 よ り 下 手 物 で、 4 代 目 は 2 5 才 で あ る 百 年 の 伝統を 守 り な が ら 人形 作 り を や っ て い る 大

点か ら 習 作 の 時 代 の 作 品 で は な い だ ろ う か 。 そ の 石 家 が あ る 。 現 在 の 当 主 は大 石 正 一 氏 で 国鉄 職 員

後 5 代 目 の 作 品 と し て 名 品 な の は 「 火 の 用 心 」 と で 人 形作 り は 行 わ ず、 母、 妻 の 女手一つ で 行 わ れ
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て い る 。 最近、 母 梅 代 氏 が な く な っ て 大 石 文 子 氏

が 一 人 に な り 製 作 し て い る が生 産 量 も 少 な く 努 力

し て 伝統を 守 っ て い る 。

1 ) 人 形 作 り 大 石 家 の 推移 ( 第 5 図 )

大 石家は 酒 田 市 の 山 居 倉 庫附 近に あ り 新井 田 川

岸 の 鋳物師 で あ り 、 大石 助 左衛 門 か ら 始 ま る 。 助

左 衛 門 は 何時 頃 住 み つ い た か 判 明 し な い が、 鋳物

製 作 技 術 と 手 先 の 器用 さ を 生 か し、 木 彫の 人 形 木

型 ( 写真 ) を 作 っ た。 内 陸 の 土 人 形師 は 陶業 に

従 事 し た 人 々 で あ る が、 酒 田 土 人 形 の 先 祖 は 通 称

え さ ん、 鋳 物 屋 の 妻 つ よ え さ ん ら がや り 孝之 助 氏

は 限を 描 く 程度 で あ っ た。 そ の 後重 助 氏 妻梅 代 さ

ん ( 病気 療 養 中 ) が 絵心 が あ る た め に 衣 装 の 模様

描 き 、 眼 な ど を 描 い た。 孝 之 助 氏 は 特 に 分 家 し て

か ら 日 本 昔 話 な ど を 題 材 と し た 人 形型 を 作 り 、 梅

代 さ ん が 人形 作 り か ら 仕 上げ ま で一 貫 し て 行 う よ

う に な っ た。 大 石 孝 之 助 は 昭 和 4 年 に 没 し た が昔

話 の 土人 形 型 以 外 に は 戦 国武 将や 、 ìI(、平 合 戦、 明

治 風俗 土 人 形、 兵隊 人形 な ど の 型 を 作 っ て い る 。

梅 代 さ ん の 夫 重 助 氏 は 市役 所 に 勤 務 し な が ら 桃太

「 鍋屋 」 と 呼 ば れ た 鋳物 師 で あ る 所 に 注 目 し た し 、。 郎 人 形 な ど を 特 意 と し て い た が昭和 8 8 年 6 8 才

! (入車つ く り 色村、 顔付 } 正 ， - ( 国鉄勤務 )" 梅 代 ( 現存 ) 1 に代) 1 ( 叶) (三代) 廿ア士ア下長 男r" 文 子 5 6才) 1 ー 長 女

大石駒左衛門
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l '  J 印、 土人形っ く り を や っ た人 々 写実 唱 。
頑 固 土 人 形 木 型

( H 1 8 cm  ) 
土 人 形 は、 瀬 戸 物 師 た ち の 余技 か ら 生れ て 来 た と で 没 し て い る 。

伝 え ら れ て い る が、 酒 田 の 場合 は 鋳物 作 者 の 余技 2 ) 酒 田 土人 形 の 製 作過程

か ら 生れ た も の で 県 内 で は 独持 の 発 達 形 態 で あ る。 酒 田 土 人 形 の 原 料 は 新 井 田 川 の 堆積 粘土 を 利用

助 左衛 門 は 新井 田 川 の 堆 積 粘 土 を 利 用 し な が ら 鋳 し て い た が 移 動 し て か ら は 酒 田 市 広 野 新 田 と か鶴

物 の 原 型 を 作 っ て い た が、 余技 と し て そ の 粘土 を 岡 市黒 ) 1 1 か ら 粘土 を取 り 寄せ て 作 っ て い た 。 現 在

用 い て 人 形 を お こ し て い る 。 「 鍋 屋 」 の 仕 事 場 は は 市 内 の 瓦製 造 業 か ら 年間 4 0 0 K - 5 0 0  K位 の 鬼

立 地 条 件 が 悪 く 、 梅 雨 期 に な る と 新 井 田 川 が 氾 濫 瓦 専 用 の 良 質 の 粘土 を 購 入 し て 作 る よ う に な っ て

し て 仕 事に な ら ず、 明 治時 代 に 亀 が 崎 へ移転 し、 い る 。 今 の 人 形作 り を や っ て い る 大 石 文 子 氏 の 人

現 在 は 大 石鉄工場 と な っ て い る 。 弟、 孝 之 助 氏 が 形 製 作技 法 は 次の 順 序 に な る 。

分 家 す る よ う に な り 「 な ベ 屋 」 に 勤 め る 傍 ら に 人 ① 購 入 し た 粘土 は 空 気 が 当 ら ぬ よ う に、 乾 か

形 作 り を 手 伝 っ た よ う で あ る 。 土 人形 作 系 図 を 参 ぬ よ う に む し ろ や ピ ニ ル で お お う 。

照す る と 酒 田 土人 形 作 師 の特 徴 と し て 殆 ん ど 粘土 ② 毎 日 使 う 分 だ け の 紘土 を そ こ か ら 採 る 。

作 り か ら 出 来 あ が る ま で 鋳物 屋 に 嫁 い だ 女 の 人 々 ③ 人 形お こ し 毎 年 5 月 - 1 0 月 頃 ま で の仕

が 行 っ た こ と で あ る 。 分 家 し て か ら 孝之助 妻 た つ 事 で あ る が 「 型 抜 き 」 す る こ と を 「 お こ す 」
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と い う 。 ひ な型 を 前 に お い て 雲 母 を 入 れ た 布

袋 で軽 く た た き 、 型 と 粘土 が 附 着 し な い よ う

に 防 止 す る 。 型 に 粘土を 入 れ る 場 合、 手の ひ

ら で 粘土 を 平 に し て 凹 型 に 押 し つ け て い く 。

( 写真 1 1 )

.K唱 咽 霊づ 〈 り 〈 人形 お こ し 〉
④ 陰 干 し、 型 か ら 取 り 出 して 合 せ た部 分 の 粘

土 を 除 き 、 翌 日 縁 の 下 に 陰 干 し を 行 う 。 約 1 0

日 間 位 干 す が、 秩 ま で 干す 時 が あ る 。

⑤ 窯作 り 、 毎 年 1 0 月 末、 1 1 月 に な る と 練

瓦 と 粘土 を 用 い て 窯 を 作 り 直 す 。 径 ? 0 cm、

高 さ 1 20 cm位 で あ る が、 下 の 方 は ( 火焚き 口 )

は 祖 父 の 代 に 造 っ た も の で 上 部 の 修 理 を 行 う 。

の を 使 う 。 プ ナ 材 に 含 む樹脂分が 火 を 強 く す

る の で 均 一 に 焼 き 上 り 易 い。 失 敗 し て 土 人 形

が 黒 く な っ た 場 合 は 風 呂 釜 に 入 れ て 燃や す と

仕 上 り が 良 く な る 。

@ 荒 塗、 素 焼 人 形 が 生 れ る と 胡 紛 で 荒 塗 り を

行 う 。 現 在 の 胡 鈴 は 重 助 氏 が 将来 の た め に 買

っ て 保 存 し て く れ た も の を 使 う 。

。 彩色 衣 装 を 染 め 技 い て か ら 限 口 を 描 く 。

絵 具 は 殆 ん ど 泥絵 具 で あ り 、 種 類 は 紫、 丹、

群青、 緑 青、 黄 色 な ど の種 類 が あ り 、 色 付 し

て か ら プ ン ズ バ ウ ダ ー ( 金粉 ) を 裾 模機 と し

て 利用 す る 。 筆 は 日 本 画 の 筆 を 用 い 、 ニ カ ワ

水 で絵 え 具 を と か し て 若手色す る 。 ( 写真 1 2 ) 

⑥ 窯入 れ 、 乾燥 し た 人 形 を 績 に し な が ら 人形 写真 1 2 人 形 の 象付
を 平 均 に 平 ら に 置 き 火 廻 り を 良 く す る 。 ⑪ 阪 を 描 き 、 乾 燥 さ せ て 仕 上 げ る 。

⑦ 火 入、 窯に 火 入 れ す る 時 は 焚 口 よ り 燃や し 3 ) 酒 田 土 人 形 の 種類 と そ の 特 徴

た ま っ た炭 火 を 上 に あ げ る と 火廻 り が 良 く な 酒 田 土 人 形 の 型 は 大 石 文 子 さ ん の 仕 事場 の 棚 に

る 。 山 積 み さ れ て い る が 何 百 種 あ る か 数 え ら れ て い な

⑥ 火 入 の 材料、 現 在 は プ ナ 材 の 細 く 割 れ た も い 。 重 右 衛門 氏 の 木 彫 人 形 型 は 大 黒、 弁 天、 春駒
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人形 な ど が あ る が古 く 、 線 が く さ れ た り し て 保 存

が 悪 い 。 そ の 後、 孝 之 助 氏、 重助 氏 ら の 作 ら れ た

も の は花 咲爺、 桃 太 郎、 舌切雀、 ヂ イ と パ ア 、 天

神 様 ( 大 中 小 ) 等 が あ る 。 そ の 他 に 海 に 関 係 す る

鯛 か つ ぎ 、 敦盛 と 直実、 金 時 と 健、 加 藤清 正 な ど

の 武者 人 形、 女学生、 ラ γ バ 吹 な ど の 明 治 風俗 人

形 な ど で あ る 。 材 質 は や ふ き め の 荒 い 粘土 で 作 ら

れ る た め か ど っ し り と し た重 さ が あ る 。 眼 の 錨 き

方 に は描 き 手 が女 性 の た め に、 丸 味 の 帯 び た一 筆

書 き で愛 ら し い 感 じ がす る 。 日 本 海側 各 地 の 土 人

形の 共通 し た ス タ イ ル か も 知れ な い。

写 真 司 3 靖 国 土 人 形 ( H 1 8 cm )  

酒 田 土 人形 と 非 常 に 類 似 し て い る も の は 大 山 土

人形 と 鶴 岡 大宝 寺 人 形 ( 瓦 人形 ) が あ る が、 大 山

の 土 人形 は 現 物 が な い の で分 析 で き な L 、 。 鶴 岡 市

大 宝 寺 に 住 む 尾 形 氏 の 作 品 を鶴 岡 互 人 形 と 称す る

が 現 在 は 製 作 さ れ て い な い 。 口 伝 に よ れ ば 尾形 喜

惣 治 氏 と 二代 目 に 当 る 尾形 喜 一 郎氏 の 二 代 に 渡 り

明 治 初 年 か ら 大 正 末期 ま で 生産 さ れ た も の で あ る。

鶴 岡 に は 江 戸 末 期 に 大宝 寺 に お い て 「 大宝寺焼 」

と 称す る 瀬戸 窯 が あ っ た。 現在大宝寺焼 は 致道博

物 館 に お い て 収 集 さ れ 重 要 民 俗 資 料 と な っ て い る。

尾 形 氏 は 同 じ く 大宝寺の 人 で あ る が瀬 戸 焼 と 関係

が あ っ た か ど う か 不 明 で あ る 。 大宝寺 人 形 は 初代

目 に お い て 人形 の 型 が 生れ、 製 作 さ れ た も の で あ

る が 初 代 と 二代 の 区 別 は 彩 色 の ち が し 、 が あ る 。 初

代 の も の は 泥 絵 具 を 使 い 、 二 代 目 の も の は 泥

絵 具 等 が 若 干 使 わ れ て い る 。 採 色 さ れ た 色 は

紅 ガ ラ 、 緑 青、 群育、 紫、 黄 な ど の 泥絵 具 を 用 い

て 彩 色 し て お り 、 金 粉 は 殆 ん ど 使 わ れ て い な い 。

人 形 の 作 り 方 は 酒 田 土人 形 と 比較 し て 軽 く 洗 練 さ

れ て い る 。 素焼の 場合 で も 高 さ が あ り 高 度 な 温度

で焼か れ て い る 。 県 内 の 土 人 形の 中 で も 違 っ て い

る 特徴 は 素焼す る 際 に 、 人 形の 中 に 小 さ な 粘土 の

玉 を 入 れ 、 焼 き 上 る と 「 カ ラ カ ラ 」 と 音 が 出 る よ

う に な っ て い る 土鈴 型 で あ り 、 人 形 を も っ て 遊ぶ

こ と が で き る よ う に な っ て い る こ と で あ る 。 ま た

顔 の 耳 の 部 分 に 穴 を あ け 黒 い 木綿 糸 で び ん 型を つ

け る よ う に な っ て い る も の と 、 姉様 人 形の よ う に

絹 糸 で頭髪 を つ け 後 で束 ね て い る 形 を 作 っ て い る。

初 代 目 の眼 の 描 き 方 は 三角 限 が 多 く 二代 目 の限 の

描 き 方 に は 丸味 の あ る 限 に 特 徴 が あ る 。 鶴岡瓦 人

形 の 作 り 方 の 特 徴 に ど の 人 形 も や 』 上 向 に な っ て

い る こ と も あ げ ら れ る 。

人 形 の 種 類 に は 庄 内 の 米 作 に ふ さ わ し く 、 「 大

黒 と 白 ねず み J í 俵大 黒 J í 俵か つ ぎ 」 な ど が あ

り 、 鶴 岡 市 大 山 の 「 犬祭 」 か ら ヒ ン ト を 得 て 作 っ

た 魔除 け の 「 犬 J í 犬 乗 り 童 子 」 な ど が あ り 高 さ

も 2 5 cm と 大 き く 、 子 ど も の成 長 を 悪魔か ら 守 る

意 味 が あ り 子 ど も が 生 れ る と 贈 る 風 習 が あ っ た 。

安 産祈 願 と し て 産婦に 「 お 犬 さ ま J を贈 っ た 。 そ

れ に 姉 傑 人形 も 女 の 子 を 誕 生す る と 神 社 に 奉納 し

た り し て 災 難 防止 を 祈願 し た と 伝 え ら れ、 圧 内 の

村 社 に 見受け ら れ た 。 こ の よ う に 人 形 を 民俗 的 習

慣 の 中 に 生か さ れ た も の に 女の 子 の 座 っ て い る も

の で高 さ 5 cm位の 相 良 人 形 な ど も 置賜地 方 に も 見

ら れ る 。

円 結 び と し て

山 形 県 内 の 土 人形 の 生 産地 は 主 な 放 下 町 ( 明 治

~ 昭 和 初 に か け て 市 と な る ) を 中 心 に 分 布 し て い

る が 中 山 町 と か 東銀 市 猪 野沢 は 特 殊 な ケ ー ス で製

作者 の 存 在 が 中 心 と な っ て い る 。 歴 史 的 な 発 達 を

見 る と 最 も 古 い も の は 相 良 人形 で、 製 法 ・ 銭術 面

か ら 考 え る と 弘 化 年 間 江 戸 の 農 学 者 大 蔵 永 常 編

「 国 産広 益考 J の 影響 が あ る と 恩 わ れ る 。 上杉藩

の 自 給 自 足 型の 保 護政 策 は こ の 広 益 考 の 内 容 に 似
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て い る 点 が あ る 。 そ の 中 に 農家 は飢 鍾 に 備 え て 京

都 の 伏見 人 形 を手 本 に し て 土人 形 を つ く る べ し と

書かれ て あ り 、 人 形 の 製 法を 絵 図 入 り で 順序 ま で

書 か れ て あ る が、 相 良 人形の 製 法 は こ の 順序 を ふ

ま え な が ら 、 伏 見 人 形 と そ っ く り の 土 人 形 が 多 数

見 ら れ る 。 そ の 他 に 他 国 と の 技 術交流、 土 人 形 の

型 ど り な ど 自 由 に な さ れ て い た と 考 え ら れ る 。 製

品 化 さ れ た 人 形 か ら 次 の よ う に分類 で き る 。

相 良 人形 伏見 人 形 ( 京都 ) 堤人形 ( 仙台 )

平 清 水 だ る ま 銀 特 な も の

猪野沢 人形 堤 人形 ( 仙 台 )

酒 田 土 人 形 中 山 人形 (横手) 八橋 人形 (秩回 )

鶴 岡 土 人 形 下 河 原 人 形 ( 弘前 )
山 口 人 形 ( 水 原 )

以 上の よ う に 関 連 あ る も の が製 品 化 さ れ て い る

が ど ち ら が 早か っ た か 明 ら か に す る 資 料 は な い 。

土人 形 の 種 類 は 非 常 に 多 く 民 俗 学 的 に 分類す る

と 次の よ う に 考 え ら れ る 。 代 表 的 な 作 品 を と り あ

げ て 分類 し た。

① 飾 り 置 物 ・ 縁起 的 な も の

布 袋 ( 宮 田 、 中 山 、 平 清 水 、 新 庄 )

② 信 仰 に 関 連す る 土 人 形

だ る ま ( 平 清 水 ) 、 恵比 須 ・ 大黒 ( 各 地 )

天神様 ( 相 良 ) ( 酒田 ) 、 千 体 地 蔵 ( ;相 良 )

③ 民 間 伝 承、 昔 話 に 関す る 土人 形

友 引 ( 相 良 ) 山 姥 ( 酒 田 )

酒 田 の 日 本 昔 話 人形 、 大 黒 と 白 鼠 ( 鶴 岡 )

④ 武 将 伝 に 関す る 土 人 形

金時、 金 太 郎 ( 各 地 ) 、 加 藤清 正 ( 酒 田 )

平敦盛、 熊 谷 次 郎 直 実 ( 栢 良 ・ 酒 田 )

太 万 風 ( 相 家 ) 、 神 功 皇 后 ( 猪 野 沢 ) な ど

⑤ 庶 民風 俗 に 関す る 土 人形

鯛 か つ ぎ ( 各 地 ) 、 舟遊 び ( 相 良 ) 、 いづ

め る ( 酒 田 ) 、 俵 か つ ぎ ( 鶴 岡 ) 、

子 守 ( 各 地 ) 、 姉 様 ( 鶴 岡 、 酒 田 ) 、 火 の

用 心 ( 相 良 )

⑥ 年 中 行 事 に 関 す る 土 人 形

節供 び な ( 各地 ) 、 犬 乗 り 童 子 ( 鶴岡 )

① 舞 踊 に 関 す る も の

三番 受 ( 相 良 ) 、 大 鼓 持 ( 相 良、 酒 田 )

春駒 ( 酒 田 ・ 相 良 )

⑨ 明 治 ・ 現代の 風俗に 関す る 土 人形

軍 人 人形 ( 成 島 ・ 酒 田 ) 、 女 学 生 ( 酒 田 )

マ マ ゴ ト ( 平 清 水 )

土 人 形の 彩 色 は 江戸 時 代 は 顔 料 と か 草 木 染 料 が

使 わ れ て い た が 明 治 以 来 西 洋伝 来 の 泥絵 具 ・ 染料

が 利 用 さ れ て き た。 泥 絵具 は そ の 後 日 本 で も 産す

る よ う に な る と 江戸 時 代 の も の と 殆 ん ど 区 別 が つ

か な い状 態 で あ る 。 土 人 形 は 飾 る と い う 目 的 の た

め に脊 中 に 当 る 部分、 前か ら 見え な い部 分 は胡 粉

荒 塗 り の ま ま 仕上 げ て い る が 平 清水 土人形 は ダ ル

マ 作 り の 影 響 を 受 け て 全部 彩色 し て い る 。

土 人 形 は 瀬 戸 作 り 、 鋳物 作 り の 副 業 と し て 生れ

た と 伝 え ら れ る 場合 が多 い が、 窯 場 で 働 く 工 人、

鋳物屋 で働 く 工 人 が絵 心 が あ り 、 粘 土細 工 の 器用

な 働 き 人 が 土 人 形 を 作 っ た も の で、 県 内 で は 瀬 戸

師 や 鋳物 師 は 大 量 の 生産 に 従事 七 て い な い 。 つ ま

り 仕 事 場 で 働 く 人 々 の 仕 事 で あ る 。 農 民 や 庶 民 が

高 い 雛 人 形 を 求 め る こ と が で き ず、 こ れ ら を 満足

さ せ る た め の 土 人 形 で あ り 、 人形 師 た ち も 芸 術 家

で な く 庶民 と と も に 歩 む 親 し さ が あ っ た 。 作 ら れ

た 土 人形 は そ の 土 地 の 風土、 人情 に 密 接 に 結 び 付

き 、 東 北 独特 の 味 わ い の あ る ど っ し り と し た 土 人

形 が 庶 民 に よ っ て 愛 玩 さ れ た の で あ る 。

参 考 文 献

人 形 芸 術 創 立 社 山 田 徳兵 衛 著 昭28 年

日 本の お も ち ゃ 芳賀書広 山 田 徳 兵衛著 1 9 7 1年

日 本 の 人 形 保育紅

山 形 県史 鶴 城 叢 書 ( 上、 下 )

東 郷村史 東郷村教育委員会 名 和秀蔵著昭 29 年

陶 窯め ぐ り 田 中 匡 平 氏

国 産 広 益 考 武 田 一 男 氏所 有

竹 鍛 治 の か わ ら け び な 中 山 町民 俗資 料

調 査報 告 L 昭 45 年
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生活の な かに見 ら れ る ト 口 口 食について

菊 地 律 郎

A f ew considerat i ons on the “ Tororo Food. i n our 
1 i fe . 

Ri tsurö  Kikuchi 

I"á: し

ト ロ ロ 食 の 習俗 は 、 い つ 頃 ど こ で は じ ま っ た も

の か 、 ま た そ れ は ど ん な 理 由 に よ っ て 、 今 日 ま で

も ち つ づ け ら れ て 来 た の で あ ろ う か、 思 え ば非 常

に 身近 な 問題 で あ り な が ら 、 不 明 な 点 が 多 L 、 。 こ

れ ら の 点 に つ い て 、 少 し で も 照 明 が与 え え ら れ れ

ば と 思 っ た 次 第 で あ る 。

な お テ ー マ 選定 に つ い て 、 筆 者 の 私事 に わ た る

こ と で 恐縮 で あ る が ひ と こ と ふ れ き し て 預 き た し 、

幼 少 の 頃 の 筆者 は 虚弱 で あ っ た 。 し ょ っ ち ゅ う

カ ゼ 引 き ば か り し て い た。 そ ん な と き 与 え ら れ る

食物が 「 ト ロ ロ メ シJ で あ り 、 「 ト ロ ロ ゴ ハ ン J

で あ っ た。

「 ト ロ ロ メ シ J 、 「 ト ロ ロ ゴ ハ ン 」 そ れ は 余 り

に も 卑近 過 ぎ て こ の 種の テ ー マ と し て は 適切 で な

い と い う こ と も で き ょ う 。 し か し な が ら こ の 「 ト

ロ ロ メ シ J 、 「 ト ロ ロ ゴ ハ ン J は 筆 者 に と っ て は、

忘 れ が た い ひ と つ の ノ ス タ ジ ア の 如 き も の であ り 、

勢い そ の も の に ひ か れ る 姿 と な っ た こ と を ま ず 御

了 承願 い た い。

さ て 、 こ の 「 ト ロ ロ メ シ 」 、 「 ト ロ ロ ゴ ハ ン 」

に使 う イ モ は 何 イ モ で あ っ た か 、 そ れ か ら そ の 飯

の つ 〈 り 方 は ど の よ う な も の で あ っ た か。 ま た そ

の よ う な 習俗 は ど の よ う な 地 続 で ど の よ う な 場 合

カi き

に 行 わ れた も の であ っ たか な と・。 筆者 が 田 舎 で 母 や

祖 母 か ら 食べ き し て も ら っ た 様式の 「 ト ロ ロ メ シ 」

「 ト ロ ロ ゴ ハ ン 」 は 「 ス ッ カ ケ ド ロ ロ J ① と い っ

た。 そ こ で っ か わ れ る 「 ト ロ ロ イ モ 」 、 「 ト ロ ロ

エ モ 」 は、 あ る と き に は ト ロ ロ イ モ 、 ト ロ ロ エ モ

あ る と き は、 「 ダ イ ゴ ン イ モ 」 ② 、 「 ダイ ゴエ モ 」

と も い われ た。 こ れ ら の イ モ は は た し て 何 イ モ を

き し て い た も の か 等。

し か し こ れ ら の 問 題 に つ い て は 考 え れ ば考 え る

ほ ど 不 明 の 点 が 多 く 、 そ れ ら に 対 し て の 筆者 の 知

識 の 未熟 さ は 、 誰 人 よ り も 筆者 自 身 の よ く 知 る と

こ ろ で あ る が こ れ を 機 に 幸 い よ き 先 達 の 御指 導 と

御 教示 を 預 け れ ば 、 と 願 う 次 第 で あ る 。

註 ① 「 ス ， ヵ ヶ ド ロ ロ 」 と い う の は ぢかに ごはんに 「 ト

ロ ロ イ そ」 をす り お ろ した も の で あ る 。

@ 図 5 の ナ ガ イ モ の項を参照 さ れt.:� 、 《 新 潟 県 ( 佐

渡 ) ) 。 イ チ キ ン イ そ の項 〈 岩手県 ( 二戸 ) ) 。

③ ト ロ ロ の解釈に ついてはいろいろ見 ら れ る 。 辞書で

共通 な の は 「 ト ロ ロ ア オ イ の略J ( 三省堂 辞林、

六合館 言海、 岩波 広辞苑 ) 。 又 「 ト 司 ロ 汁の略」

と す る も の ( 辞林、 広辞苑 ) も あ る。

「 ト ロ ロ 汁J と L 、 う のは 「 ト ロ ト ロ す る 汁J 重量 と さ

れ ( 辞林 ) 、 薯積 ( ヤ マ ノ イ モ ) をl'l1I り お ろ し味噌

汁な どで溶か した も の ( 辞林、 広辞苑、 言海 ) と い
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う 。 桃の 木 (凶にか けて 病 魔の進入を ふ せく・ 呪を行う
「 ト ロ ロ い も の約」 と も 広辞 苑でい う 。 r ト ロ ト ロ J と こ ろ もある し、 最上 郡 向町の ように ト ロ ロ 汁

に ついては①固体が溶けて液体 と な る こ と 、 ②火な を ぬ っ て 疫 病のがれを 制 する と こ ろ もある 。
ど の勢 の 弱い こ と 、 ③ 眠けの さ す こ と 、 ④ 鼻汁、 M

B つ ぎに 県外地 威をあ げれば、
れな と・ の な がれお ち る こ と 、 と あ り 。 形が崩れて く

る こ と が意味 き れ て い る 。 ⑤ う っ と り 、 ほれほ.れな
東 北地 区

ど と L 、 う 意味 も ふ く ま れて い る ( 広辞苑 ) 0 r ト ロ 岩手県

ク J r ト ロ ケ ル 」 に も 「 ①金属が溶けて液体 と な る 岩 手 郡零石町 1/1 制1)年 神に 供え

② と けやわ ら く・、 ③心 の し ま り がな く な る J な どが 宮城県(2) あ と たべる

あ り ( 広辞苑 ) 、 やは り 正体がな く な る こ と と 関係 刈 田 郡 七ケ 宿滑津 1/3朝
が あ る。 白石 市 福 岡 弥治郎 1/3 朝

全 角が 崎 1/3朝 厄よ け

I 正月 に ト ロ ロ を食べる習俗を も っ地域 登 米 郡 東 和町 楼 台 1/3晩

A 先 づ 正月に ト ロ ロ を 食べる 習 俗は 、 県内では 本吉 郡歌津町払川 1/2 夜

庄内 、 飽海地 区を 除く 全地 続で見られる 。 代 表 全 志津町藤浜 1/3 だ しのは い

的な ものをあ げれば、 ら ぬ と ろ ろ
汁。 三 日 月

L 村山地 区 に も 供える

上山 市高 松地 区 1/
月 l

日
� 3 桃 生 郡 雄 勝町大 浜 1/3 

大石 田町次年 子( 1) 1/7 病 気にかか 福 島 県側

山 辺町大重要2) 1/3 ら ぬよう 飯 坂町梨平 1/3 病 気になら

Z 新 庄 ・ 最上地 区 な いように
鮭 川村 曲 川(3) 1/2 朝 カ ゼを ひか 岩 瀬 郡長 沼町長 沼 1/4 中風にかか

新 庄 市 (4) ぬよう 須 賀 川 市 塩 田 1/3 ら ぬように

向町 (5) 1/1 1/21 ヤ ン マ 喜多方 市 岩月町入 団付 1/3

a 置 賜地 区 イ 送 り 耶 麻 郡西会 津町奥 川 1/3 朝 朝 ト ロ ロ 、

飯 豊町新沼、 大 半6) 1/2 朝 字弥平四 郎 (4) 夜 そば

全 高 知Jf.7) 1/2 晩 企 郡 猪 苗代町 八 幡 1/3 

会 須 婦7) 1/3 カ ゼを ひか 内 野

白 鷹町杉坂、 平 田(8) 1/3 
ぬよう

河 沼 郡会 津 坂下町青木 1/3カ ゼを ひか
ぬよう 大 沼 郡会 津 高 田町勝 1/3 

門 松、 桃の 木に もか 原 字西勝

ける ー 病 魔よ け い わき 市 薄磯 1/3 

小国町五 味沢(9) 1/3 関 東地 区

二井宿 4時 1/3 朝 群馬 県 (5)

米沢市 綱 木 �1) 1/3 朝 である 。 水上 郡大 穴 1/1 � 3中 1 日

以上 何れ も 正月 8 日 間 、 ある いは S ケ 日 のう 全 鹿沢 1/1 � 3中 1 日

ち 1 日 を ト ロ ロ 汁を 食べて カ ゼ引きを しな い よ 栃木 県(6)

うに と する。 馬 頭町大那地大山 田 1/3晩

白 鷹杉坂 ・ 平 田地 区のように 門 松にある い は 中 部地 区



1 97 5 年 3 月 山形県立博物館研究報告 第 3 号 65 

新 潟 県 (7)

東 蒲 原 郡津 川 町 大 字 1/3 夜

津

静 岡 県(8)

篠 原 郡金 谷 町 竹 下 1/2 夜

富 山 県(9)

西 砺 波 郡 福 岡 町 沢 川 1/3 年 賀 に 持参

長 野 県 �o)

東 築 摩 郡 四 賀 村 横 川 1/1 

そ の 他

兵庫 県 �I)

神 戸市 須 摩 区 妙法 寺

加 東 郡社町 上鴨川

広 島 県 Õ-2l 

比 婆 郡

1/2 

1/2 

1/20 

初 日 出 に も
供 え る

ト ロ ロ 正 月
と も い う 麦
飯 に ト ロ ロ
を か け て 食
ベ る

と 以 上 の よ う に 見 ら れ る が 、 理 由 の 付 し て な

い も の は 、 お よ そ 県 内 各 地 区 と 大 同 小 異 の 理 由

と 見 ら れ る 。

や ま え お く り の 人 形

E 正月 以外に ト ロ ロ 食の習俗 を も っ地域

村 山地 区

大 石 田 町 大 高 根 (1)

会 次 年子 (2)

村 山 市稲下 (8)

中 山 町 長崎 (4)

(5) 朝 日 町宮 宿

(6) 河 北 町 谷 地
(マ)大 井 沢 村 中 村

2/8 朝 敷石 の 上に ト

ロ ロ 汁 を ま く

2/8 靭 大戸 の 上下 に

ま く

2/8 朝 カ ゼ の 神 よ け
唐 辛 し と 付 け
木 を 門 口 に さ
げ る

旧 2/8 カ ゼ の 神 よ け
と す 屋 敷 入
口 に ま く

2/8 朝 団 子 、 ナ ン パ
ン を 木 に さ し
入 口 に た て る

2/8 靭 カ ゼ の 神 よ け

2/8 朝 ヤ ン マ エ 送 り

註① 何れの地区 も ト ロ ロ 汁は朝食べて い る。

② こ の 項については県内 ・ 県外 と も 調査範囲 内では以

上のほかに該当す る も のは見あた ら な か っ た。

③ 大井沢村中村 「 ヤ マ エ送 り 」 は ト ロ ロ 汁を朝食に と

っ た あ と 、 各戸 の若 者がでて 藁で大人形をつ く り ( 奇

形男体 ) それを川 下へ順お く り して最後の 人は川淵に

たて る。 ま わ さ れて 来た家では人形に ト ロ ロ 汁をぬ り、

唐辛 し と 一文銭 ( 旅銭 ) をつけてお く る 。

m 6 月 1 日 ( むけのついたち ) 習俗について

A 県 内
こ の 日 は 「 ム ケ ノ ツ イ タ ケ 」 と い っ て 、 記録

で 見 ら れ る 限 り で は 、 県 内 で 1 7 - 1 8 箇 所 に

及 ん で い る 。

村 山地 区

門 口 に ト ロ ロ 汁 を ま き メ カ ゴ を か け 、 ト ロ ロ 飯

と 氷 を 食 う 。

大石 田 町 次 年 子(1) í ム ケ ピ」 イ モ ム ケ の 日 と す
〈 じオ3ん じ よ }

2 、 3 目 前 山 へ 行 き 自 然 薯 を

全 本 町 (2)

大 井 沢 村 中 村 (8)

ほ っ て く る 。

「 ム ケ ピ」 朝 ト ロ ロ 飯

「 ム ケ ピ」 、 「 ム ゲの 日 」 皮

が よ く む け る よ う に と 山イ モ、

ト ロ ロ を 食 べ る 。
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朝 日 町宮 宿(4)

(5) 河 北 町 谷 地

山 形 市 平清 水 (6)

全 高 沢

中 山町 長 崎 (7)

上 山 市 高 松(8)

最 土地 区

む か ご

「 ム ケ ピ」

「 全 上」

「 全 上」

「 金 上J

「 全 上」

「 企 上」

八 向 村 本 合海(9) r イ モ ム キ ノ ツ イ タ チ 」 、 歯

大 蔵 村稲 沢 制

置 賜 地 区

飯豊町 中 津 川 �1)

白 鷹町 ω

が た め 餅0 ・J オ デ と 山 芋 の つ

る で耳 あ け を 行 う 。

「薯 績 の 朔 日 」 山 菜 を 煮 て ト

ロ ロ 汁 を 食 う 。

「 ム ケ ノ ツ イ タ チ 」 ト ロ ロ 飯

「 全 上」 ジ ャ ガ イ

モ と ト ロ ロ イ モ を 食 べ る 。

飯 豊 町大平 ・ 新沼�3) r 企 上」 桑 の 下 に

�4) 1、 園 町

二 弁 宿村 側

田 川 飽 海 地 区

行 く こ と を 禁 ず る 。

「 全 上」

「 皮 の ム ケ ル ヒ 」

朝 日 村 田 麦俣 制 朝 か 晩 に ト ロ ロ 飯

衡 が た め 餅

八 幡 町北青 沢 �7) 金 上
以 上 県 内 各 地 区 の 6 月 1 日 の 呼 称 そ の 他 を 列

記 し た が、 何 れ も 朝 か 晩 に は ト ロ ロ 汁 を 食 べ 、

皮 が と ろ り と む け か え る よ う に と し て い る 。 歯

が た め 餅 を 食 べ る と こ ろ も あ れ ば 、 氷 を 食 べ る

会

ニ 正 旧
月 ー，、
八 月
日 月 日
x 0 t:{ 

M 1 図 県 内 ト ロ ロ 食

と こ ろ も あ り 、 さ ま ざ ま で あ る 。

こ の ほ か、 最 上 郡 で は 6 月 1 3 日 、 古 峯 ヶ 原

祭 の 祭 日 に あ た る の で 山 手 を 供 え る 。 ま た 1 2

月 1 2 日 に は 、 そ の 年 屋 根 を 茸 き か え し た 家 に

村 人 が あ つ ま り 、 1 1 日 の 夜 お 日 待 ち を し て 、
4母翌 日 朝 ト ロ ロ 飯 を 食 う 。 最 上 郡戸 沢 村 角 川 で

は 1 2 月 1 3 日 古 峯 原 様 の 年 取 の 日 と し て 長芋

を 食べ る 。

B 県 外 地 区
(1) 宮 城 県

馬 場 「 ム キ ノ ツ イ タ チ 」 山 の 芋 を ほ っ て

来 て ト ロ ロ 飯。 木 の 下に 行 つ て は な ら

な い と す る 。 不 吉 な こ と が お こ る 。

切込 「 オ カ ッ パ サ マ 」 山 芋 の 先 で両 耳 を

く す ぐ る 。 こ の 芋 は 川 に 流 し残 っ た 苧

を 食べ る 。
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田 野 「 歯 が た め の 日 」

切 込 ・ 田 野 両 地 区 と も 「 よ い こ と を き く よ う

に 」 と 唱 え る 、 と い う 。

以 上の よ う に 、

「 皮 が む け か え る よ う に 」 と し て 、 ト ロ ロ 汁 を

食 し て い る が、 こ の 習俗 は ま た L 、 か な る 理 由 に

よ る の で あ ろ う か。

. に は え た ヤ マ ノ イ モ 科

以 上筆 者 は 、 各 地区 の ト ロ ロ 食 習俗 に つ い て

概 記 し て 来 た と こ ろ で あ る が、 そ れ ら は い づ れ

も ト ロ ロ 苧 の も つ 特 殊 性 に つ い て 、 あ る い は そ

の 成分 に つ い て 、 長 い 聞 の 体験 に も と づ く そ の

内 容の 表 現 で な け れ ば な ら な か っ た。

「 つ る り と む け る 」 こ と は、 象 形 的 な 意 味 か

ら も う か が え よ う し、 実 質 的 に も そ れ を 知 り え

る の で あ る が、 さ ら に 正 月 8 ケ 日 間 に お け る ト

ロ ロ 汁 、 あ る い は ト ロ ロ 飯 の 習俗 は 単 な る 伝統

的 な 習俗 と は 考 え ら れ な い の で は な い か、 と 思

う 。 そ れ は 即 ち、 実 際 使 用 の 面 に お い て 、 そ の

使 用 が よ り 効果 的、 効 力 的 で あ っ た れ ば こ そ 先

人 た ち が そ れ を と り 、 そ れ を 利 用 し て お っ た の

で は あ る ま い か。 ま た そ の 秘密 を 知悉 し て お っ

た れ ば こ そ、 と 考 え ら れ な け れ ば な ら な い と 思

う 。 そ の と き す で に 栄 養的、 及 至 薬 理 的 理 解 が

さ れ て お ら ね ば な ら な か っ た と 恩わ れ る 。 し か

し そ れ は も っ ぱ ら 収集、 採 集 の 段 階 で は 全 く 出

来 な い 仕 事 で あ っ た。 か く て 当 時 の 人 々 は 与 え

ら れ た 一 つ の デ ー タ に も と づ い て 、 そ れ を く り

か え し 、 く れ か え し 継承 し て ゆ く 過程 に お い て

確 認 し て ゆ く ほ か に 方法 は な か っ た の で あ る 。

-m外トロ
ロ
貴
む
けのつ
い
た
ち
&

正

月
・

〆 第 2 図 県 外 ト ロ ロ 食
o 100 2曲
ヒ--乞ニ-ιー

こ の よ う な こ と が ら が こ れ ら の 分野 に お い て 、

い か に 多 L 、 か そ れ は 今 さ ら 述べ る 必 要 も な い こ

と で あ る 。 し た が っ て こ れ ら の 点 に つ い て 「 つ

る り と む け る 」 よ う に と か、 「 カ ゼを 引かな い J

よ う に 、 あ る い は 「 中 風 に か か ら な い J よ う に

と い う こ と 自 体、 す で に 採 集 の 段階 に お い て そ

の 成分 の 理解 も 同 時 に ふ く ま れ て い た こ と と 考

え な け れ ば な ら な い 。 第 1 の 「 つ る り と むけ る 」

と い う こ と は そ の 性状か ら い っ て い え る こ と で

あ ろ う し、 ま た 「 病魔 よ け J の た め の 門 の 入 口

に、 そ れ を ま く こ と も 同 じ趣 旨か ら 説 明 で き る

で あ ろ う と 恩 われ る の で あ る 。 と こ ろ で 「 カ ゼ

を ヲ | か な い J 、 「 中風 に か か ら な い 」 と い う こ

と が ら は 象 形 的 に 上 の よ う に 解釈 し て よ い の で

あ ろ う か。 「 カ ゼ J の 悪魔 が わ が 身の 内 に 入 り

来 た る こ と に よ っ て 起 る も の と 考 え る な ら ば 、

こ れ ま た 以 上の よ う な 実状 か ら 実感 的 に と ら え

る こ と も 出 来 ょ う 。

註 ヤ マ ノ イ そ の 成分 ( 生 ま の も の ) は水分 7 4. 、 蛋 白 質

し 脂肪 Z 、 含水炭素 2 0 - 2 5 、 灰分 1 でなかに ム チ

Y、 + ポ ニ ン、 ア ラ ン ト イ Y、 7 ノレ ギ ニ ン、 コ リ ン 、 グ

ロ プ リ ン、 ア ミ ラ ー ゼ等を含んでいて ( 誠文堂新光社
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伊沢凡人著 原色薬用植物 ) 、 サ ボ ェ γ の欠如は皮 膚 、

粘膜に炎症を お こ し ( 広川 書底 刈米木村 最新和漢薬

用 植物 ) 、 コ リ γ は 内臓諸器官の筋肉には た ら き かけ、

緊張を促 し、 その分泌物を増す。 弛緩性便秘、 高血圧症

に応用 さ れ る 。 ま たその欠乏は多量の脂肪を肝臓に蓄積

さ せ、 腎臓疾病を ひ き お こ す ( 誠文堂新光社 全上書) 。

ま た ア セ チ ノレ コ リ ン は神経興奮伝導に重要な役割をはた

し、 極 めて低い濃度で筋 肉 を 収縮 さ せ、 強い血管鉱張作

用 を示 し ( 岩波書庖 生物学辞典 ) 、 グロ プ リ yは利民

解凝、 浄血、 黄痘に用 い ら れ る ( 広川書広 上述書 ) 。
ム チ ンは収貴女性止血、 結矯、 腫湯に用 い ら れ、 粘膜に対

し消炎効果を示す。 過剰刺激 に対 し て は過剰反応を防止

して 自 然冶癒を容易 な ら し め る ( 上述 書 ) 。 ア ノレ ギ ユ ン

は 生長期 の動物には 不可欠 であ り 、 7 ミ ラ ー ゼは澱粉質

消化酵素で滋養強壮剤に用 い ら れ る ( 誠文堂新光社 上

述書 ) こ と が 明 ら かに さ れて い る。

N ト ロ ロ に使われ る イ モ

ナ ガ イ モ 、 ヤ マ ノ イ そ は そ の 両 者 と も ト ロ ロ 汁

作 製 に は も っ と も 適 す る も の と い わ れ る が 、 こ の

ヤ マ ノ イ モ ( D i o s c o r e a  Jap o n i c a  Thu n b.l l) 
は 日 本 特 産 と い う し 、 そ れ で は 、 そ れ は 日 本 全 国

い た る と こ ろ に あ る と い っ て も 、 い つ で も 、 だ れ

で も が こ れ を 採 り え る と い う 保 証 は な い わ け で、

そ れ の み に た よ る こ と は で き な し 、 。 き れ ば と い っ

て こ れ を 否 定 す る こ と も 出 来 な い。

ナ ガ イ モ ( D i o s c o r e a  B a t a t a s  De c n e .  ) (2) 

は 中 国 原 産 で あ り 、 こ れ が わ が 国 に 移 入 さ れ て か

ら も 時 が た ち 、 し か も こ れ は 圏 聞 に 栽培 さ れ る の

が 本 来 の 姿 で あ り 、 そ れ が、 園 圃 よ り 自 然、 に 拡散

し て 、 山 野 に 自 生す る も の も あ る と い う こ と に な

る と 、 こ う な れ ば い わ ゆ る 先 の ヤ マ ノ イ モ と ナ ガ

イ モ と の 差 別 は 素 人 に は 極 め て わ か り に く い も の

と な る こ と は 当 然 で あ る 。 た だ 栽培 品 種で あ る ナ

ガ イ モ に は い ろ い ろ な 変 種 が あ り 、 し か も そ れ ら

は い づ れ も 同 一 種属 で あ っ て そ れ ぞ れ の 特 徴 を 有

す る の は 当然 で あ る 。 ① イ チ ネ ン イ モ (3) ( 1 年薯 )

験 舵薯 と も い わ れ、 成 育 が極 め て 早 く 、 そ の 点 他

の 馨 ど も を 凌 駕す る 、 肉 質 は 粗 宏 、 水 分 が 多 く 、

ト ロ ロ に は 適 し な い 。 ② イ チ ョ ウ イ モ ( 銀杏 薯 )

綬 が 銀 杏 の 葉に 似て い る 。 そ れ で 名 が 出 た と い う。

外 皮 は 淡 褐色、 肉 質 白 色、 綾 密 で 粘 質 に と み 、 ト

ロ ロ に 適 す るo (3) ツ ク ネ イ モ (5) ( .担 薯 ) 形 が 手 で

つ く ね た よ う な 形 状 故 名 づ け ら れ た と い う 。 こ の

種の 直 根 の も の が ナ ガ イ モ 、 銀 杏 糞 形 の も の が②

と な り 、 境 状 の も の が ま さ に こ の イ モ で あ る 。 ④

ヤ マ ト イ モ (6) ( 大 和 薯 ) 、 銀 杏 葉 型 の 淡 黄 色 で肌

合 は 滑 ら か な イ モ で 肉 質 は ジ ネ ン ジ ョ に つ く・ 良 質

と あ り 、 勿 論 ツ ク ネ と 同 様 ト ロ ロ に は 最 適一一栽

培 種 中 で は一一ーと い う こ と で あ る 。 こ の よ う に 見

て く れ ば、 は し が き に 奮 い た 筆者 の 郷 里 県 南 川 西

で は 一 体 ど の イ モ が 本 来 的 な イ モ で あ っ た の か。

ナ ガ イ モ 中 で も ツ ク ネ イ モ 、 ツ ク ネ イ モ 中 で も 直

恨 の も の を い う と す れ ば 同 種 の も の と も 考 え ら れ

る の で こ れ は イ チ ョ ウ イ そ の 一 種 で あ る と 見 る こ

と が 正 し い の で あ ろ う か。

も し こ の よ う に 見 る と き 、 「 ト ロ ロ エ モ 」 の 中

の 一 方 は た し か に 「 ダ イ ゴ エ モ 」 は 長形 で あ る 故

形 か ら 見 て こ れ は ナ ガ イ モ と し て 了 解 す る こ と が

で き る が、 も う 一 方 の 「 イ モ J í エ モ 」 は 一 体何

イ そ で あ る の か。

w・
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さ て こ こ で ナ ガ イ モ 、 ヤ マ ノ イ モ 、 特 に 前 者 に

つ い て の 呼称 の 交 錯 が 始 ま っ た よ う に 見 ら れ る の

で 全 国 的 に 、 ト ロ ロ イ モ 、 あ る い は ト ロ ロ エ モ と

呼称す る も の の 類例 を あ げ て 見 た い。

ナ ガ イ モ を も っ て こ の 呼 称 と な す と こ ろ は 、 岩

手 ( 遠 野 市 ・ 上 閉 伊 ) 地 方 で あ り 、 福 島 ( 信夫 ・

会津若松 ) 地方 で あ る 。 ま た ヤ マ ノ イ モ を も っ て

ト ロ ロ イ モ あ る い は ト ロ ロ エ モ と 称す る のは青森、

秋 回 、 千 葉 ( 印 旗 ) 、 兵 庫 、 岩 手、 福 島 ( 糸 島 )

地方 で あ る 。 即 ち ナ ガ イ モ を も っ て ト ロ ロ イ モ を

代表 さ せ る 地 方 は ヤ マ ノ イ モ に ナ ガ イ モ を 優 先 さ

せ そ の 反対 は ヤ マ ノ イ モ を 優先 さ せ る こ と に よ る。

そ れ では 、 こ の 優先 は 何 を 意味 す る も の で あ ろ う

か。 思 う に こ れ は 、 身近 に え ら れ る も の を 最初 に

考 え る 人 間 の 思 考 の 通性 に よ る も の で は あ る ま い

か。 と も あ れ い ろ い ろ 理 由 は あ る に し て も そ れ は

恐 ら く 、 え が た い も の で あ る な ら ば、 そ れ だ け そ

の も の に 対 す る 思 慕 は 恩 L 、 及 ば ぬ こ と だ か ら で あ

る 。

つ ぎ に 「 ダ イ コ ン イ モ 」 、 「 ダ イ コ ン エ モ 」 と

称す る も の は 、 新 潟 で は ナ ガイ モ を、 岩 手 ( 二 戸 )

で は イ チ ネ ン イ モ を さ し、 そ れ は 同 族 の も の で あ

る 。 ど ち ら に し て も そ れ は こ の 場 合 あ ま り 問 題 と

さ れ な く と も 差 支 え な L 、。 た だ、 ヤ マ ノ イ モ を ナ

ガ イ モ 、 ナ ガ エ モ と い う の も 秋 田 ( 鹿角 ) 、 千 葉

( 市原 市 ・ 印 施 ) 、 神 奈 川 ( 川 崎 市 ・ 足 柄 上 ) 、

静 岡 ( 富 士 ) 、 京 都 ( 竹 野 ) 地 方 に 見 ら れ る が、

こ れ は、 当 初 本 来 的 に は ヤ マ ノ イ そ で あ っ た も の

が、 使 用 頻 度 を 増す に し た が い 、 よ り 手 近 か に 手

に 入 る も の へ と 転換 し た も の で は な い か と 恩 われ

る。

「 ダ イ コ ン イ モ 」 は 、 そ の 名 の 示 す 如 く 、 大 根

であ り 、 水 分 が 多 く 、 し か も 肉 質 が 組宏 で あ る こ

と な ど が 連 想 さ れ て 名 づ け ら れ た も の か も し れ な

い が 、 む し ろ そ れ よ り も 外 形 の 類 似が よ り 根 本 で

あ っ た の で は な か ろ う か。

V ヤ マ ノ イ モの調理

縄 文時 代 の 原 日 本 人 が、 尊重 し た 澱 粉 食は ク リ 、

ト ロ ロ と い う こ と で あ る が、 ク リ 飯 、 ト ロ ロ 飯 は、

純 文、 弥生雨 時 代 を 代表す る 復 合澱 粉 食 で あ る 、

と い う こ と で あ る が、 な お 具 体 的 に い か な る 調理

が 見 ら れた か。

先づ も っ と も 一 般 的 な も の か ら こ れ を 見 れ ば 、

① 山 か け が あ る 。 こ れ は イ セ イ モ 、 ヤ マ ト イ モ の

板 を 摺 っ て 、 ト ロ ロ を つ く り 、 こ れ を 汁 と し て

か け た も の を 山 か け の 料理 と し 、 こ れ を ま た つ

な ぎ な ど に し て 、 は ん べ ん 、 か ま ぼ こ をつ く る。

② い も か け 豆 腐一一煮 た 豆 腐 に す っ た 山 芋 を す り

か け た も の で そ れ を ヤ マ カ ケ 豆 腐、 ト ロ ロ 豆 腐

な ど と い う 。

③ い も ご み ( 藷 鰭 )一一米 の 粉 に ヤ マ ノ イ モ を す

り ま ぜ、 昆 布 で 包 み 、 た れ 味 噌 で 煮 、 小 口 切に

し た も の を い う 。

④ い も 酒ーヤ マ ノ イ モ を す り ま せ. た 酒。

⑤ い も し ん じ よ ( 薯穆 薯 ) 一一一ヤ マ ノ イ モ ま た は

ア タ ネ イ モ を お ろ し 豆腐 に ま ぜ て ゆ で た も の 。

⑤ い も め ん ( 薯 草麺 )一一 精 米 と 稜 米 と の 粉 に 山

芋 の お ろ し 汁 を ま ぜ、 ゆ で て 冷 水 を そ そ ぎ そ ば

醤 油 を か け て 食べ る 麺。

⑦ い も が ゆ ( 薯粥 ) 一一 山 芋 を 切 り 込 み、 あ ま づ

ら の 汁 に ま せ. て 煮 た も の を い し \ む か し は宮 中

の 御馳走 に も だ さ れ た と い う 。 今 昔 物 語 ( 1 0 70 

年 頃 ) 、 字 治 拾 遺 物 語 ( 1 235 年 頃 ) に も で る 。

③麦 と ろ 一一 山 芋 の 皮 を 厚 目 に む き 、 た っ ぷ り の

酢 水 に つ け 、 滑 り 鉢 です り、 す り こ ぎ で よ く ま

ぜ る 。 さ ま し た だ し を 加 え て の ば す。 た き た て

の ご飯 に か け て 青 海 苔 を か け て 食 べ る ( 4 2 . 2 .  

2 1 朝 日 出 口 本 子 ) 。

⑨ と ろ ろ 汁一一ーヤ マ ノ イ モ を す り 、 味 噌 汁 な ど で

と か し た も の を い う 。

⑬ コ ノ ワ タ 入 り 月 見 と ろ ろ一一一ヤ マ イ モ の 皮 を む

き す り ば ち で お ろ す。 コ ノ ワ タ と 小鉢 を 盛 り 合

せ 、 う ず ら の 卵 を お と す ( 46 . 10 . 24 朝 日 、 友 倉

サ ワ キ )
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つ 〈 ね い も

や ま のい も

大 和 い も

な が い も
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き て 以 上、 県 内 と き に は 県 外 を ふ く め て の ト ロ

ロ 食 習 俗 の 様 子 に つ い て 概記 し た の で あ る が、 県

内 に お い て も ト ロ ロ 食 の 習俗 は も っ と 、 広 範 囲 に

見 ら れ る こ と と 思 う 。 た だ 残念 な こ と に、 日 時 の

関 係 上 こ れ 以上 に 諸資 料 を 点 検 し 、 ま た 実 地 に 検

証 し え な か っ た こ と を 甚 だ 遺憾 に 思 う こ と であ る 。

今 後 さ ら に 想を 新 た に し、 一 層 の 精進を か さ ね

びすむ

第 8 号山形県立博物館研究報告

た く 思 う も の で あ る 。 と く に 習俗 は 習俗 と し て 、

そ れ な り に 意味 を 有 す る に も か か わ ら ず 安易 に こ

れ を 受 け な が し 、 ま た 特 に そ れ に 固 執する こ と I:t..

厳 に つ つ し ま る べ き こ と で あ る よ う に 恩 わ れ る 。

こ れ ら の 身辺 的事 項 に 交 わ る 慣 行 的 習 俗 に 対 し、

人 そ れ ぞ れ の 立 場 に お い て 検証 を 加 え 、 思 考 を 試

緊 要 事 中 の 緊 要 事 と 考 え た 次 第 で あ
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み る こ と は 、

る 。

た だ 、 浅 学 薬方 よ く 設定 さ れ た テ ー マ 自 体 に 対

し て 十分 な 解答 は 勿 論、 そ の 出 発点 に も 到達 し 得

な か っ た の で は な い か を お そ れ る も の で あ る 。 た

だ 先 人 に 対 し 、 今 目 的 知 見 に お い て よ う よ う に し

て 到 達 し え た も の を 至 上 と し 、 そ れ 以 上 の ま た 他

の 知見 の 存 し え る こ と の 合理 を も と り あ げ る こ と

を 忘 れ 去 っ て は な る ま し 、 。 そ の よ う な 意味 の 理解

と し て 、 こ の よ う な 特 定 の も の を 、 特 定 の 時 に と

り あ げ た と い う こ と の 意 味 を 、 吟味 を い 〈 ら か で

も 御理解 い た だ け た と す る な ら ば、 そ れ は 筆者 の

望 外 の 幸 い で あ る 。

岩手県零石町
宮 城県刈 田郡七ケ 宿滑津、 白 石市福岡弥治郎、 登米

郡東和町楼台、 本吉郡志津川町戸倉字藤浜、
桃生郡雄勝町大浜

福島県飯坂町梨平、 岩瀬郡長沼町長沼、 須賀川市塩
田、 喜多方市岩 月 町入回付、 耶摩郡西会津町
奥川字弥平四郎、 企郡猪苗代町八幡字西勝、
いわ き 市薄磯

栃木県馬頭町大都地大山 田地区
群馬県水上町大穴、 鹿野沢
新潟県東蒲原郡津川町大字津川
長野県東筑摩郡四賀村中川字横川
富 山県西砺波郡福岡町沢川

1 
2 

3 

A'
RJv
au
η'
ne

 今 日 で は 、 余 り に も 、 人 聞 は 人 間 至 上 主 義 に 陥

っ て い は し ま い か。 そ れ ら の 原 点 に 立 つ と き 、 先

人 の 残 し た 偉債 は 再 度 検討 さ れ ね ば な ら な い 。

「 そ れ は 中 風 に き く 」 、

そ の 寸 言 の な か に 、 先 人 た ち の 無限 の 苦 斗 が あ っ

た こ と を 、 再 び 今 や 思 い 出 すべ き と き は来 た 。

「 そ れ は カ ゼ に き く 」

註 ま た民族文化 と して 我が国独特の短詩形俳句に も数多

く のす ぐれた作品が作 ら れて い る こ と は周知の通 り であ

る 。
掘 り 崩す い も か垣根や山 の い も 業二
山 の い も ほ り を たの ま れ、 で き れば垣根は いためつけ上 杉神 社 境 内 の い も
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た く ないが と いって折角の山の い も をほ り の こすわけに < 関東>
IH 、かなL 、。 大 き な長L、 し 、 も と、 いも が家の垣恨の く ず 。 ツ ク イ モ 東国 ( 物 )

れ、 複雑な矛盾する心の苦闘。 。 ツ ク ネ イ モ 東国 ( 物 )

自然薯 鋼 り 出 されたる肌さ らす 風生
自 然薯は地中深 く っき さ さ って い る。 め ったに肌を さ

らすこ と はなL 、。 と こ ろで今ほ り だされた る 自 然薯の こ
の輝 く ばか り の光沢ある肌は、 何んと きれいな こ と よ。

自 然薯を掘る老残の腰折 り て 麦芽
年老いて今は若者たち と一緒に農作業に 出 る こ と も不

可能であ る。 そ こ で思いた っ て 自然薯ほり に来て見tdJ'\.
なん と 自 然薯は深 く 地中につき さ さ って い る こ と であ る
し、 腰はいたむ し、 と 老いの身をなげ 〈 老長夫の嘆息が
き こ えて く る。

薯掘 って入日 に土の香の察 し 高田蝶衣
い も も ほ り あげた。 陽 も 西にかたむいた。 春の陽は長

いよ う で短い。 ひや り と した寒きがえ り も と に と び込ん
で来る。 ほ り たての土のかお り。 腐葉土のぷんと したあ
のか お り か。

掘 り かけの山薯見つつ煙草かな 前回乾風
めあての山のい も も 見つけT品 早速ほり にかかったが、

ど う して ど う して一辺にほ り あげ られる よ う なな ま やさ
し い も の ではなし 、。 ひ と い き し よ う と たばこに火をつけ
る。 そのい つぶ く の味の う ま さ。 そばには よ う や く 姿を
あ ら わ した大き な山のいも。

。 デ ー モ

。 テ イ セ

。 テ イ モ

。 ミ ネ イ モ

。 ヤ マ ト

。 ヤ マ ト イ モ

。 ヤ マ ノ イ モ

。 テ コ イ モ

< 中総>
。 テ イ モ

千葉 ( 印旗 )
上州 ( 古 )
千葉 ( 山武 )
上野 ( 物、 古 )
東国 ( 物 )
茨主主 ( 直壁 )

東国 ( 物 )
千葉 ( 山武 )

新潟
。 テ ノ ヒ ラ イ モ 静岡 ( 小笠 )
。 ハ ジ カ ミ イ モ 新潟

。 フ ン ド ウ イ モ 長野 ( 更級 )

<近厳>
。 ウ ジ イ モ

。 ヤ マ ノ イ モ

<四国>
。 テ イ モ

。 デ イ モ

関西 ( 物 )
関西 ( 物 )

土佐 ( 物 )
高知市

民族の感覚、 感情のなかにと び込んで来た山 の い も。 そ く 中国>
れも、 ひ と い きひ と い きの呼吸のなかに生 きつづけてい
る感情、 感覚。
こ の よ う なす ぐれた句は こ れか ら も数限 り な く 作 り つづ
け ら れて ゆ く であ ろ う 。

図 5 -v" ま の い も の 方 言 集 ( 地 区 別 )

| ツ ク ネ イ モ |

。 ヵ ゴ イ モ 山口 ( 豊浦 )
。 ジ ネ ン ジ ョ 一 山 口 (貧民 訴動
o :/ ョ ー ガ イ モ

。 ';1 9 モ イ モ

。 ッ グ ネ イ モ

o ';1 9 ノ イ モ

山 口 ( 玖珂、 調理量)
岡山

<東北>

山 口 ( 豊浦 )
山 口 ( 豊浦 )

。 ヵ ナ ク ソ イ モ 青森 ( よ北 )
。 ト ー イ モ 津軽 ( 物 )
。 ト イ モ 盛岡市
。 ニ ギ リ イ モ 青森
。 ネ マ リ エ モ 秋田 ( 鹿角 )
。 ハ ダイ シ イ モ 仙台 ( 物 )

。 ハ ダ ヨ シ 仙台 ( 古 )
。 ハ ダ ヨ シ イ モ 青蘇 ( 主干ャ主 )
。 ハ ン ダ ヨ シ 秋田 ( 鹿角 )
。 ヘ ラ ェ モ 釜石市
。 ミ カ ワ イ モ 仙台 ( 古 )

岩 手 ( 二戸 )

岩手 ( 二戸 )

秩回 ( 雄勝 )

岩手 ( 二戸 )

福島 ( 石川 I ) 

o -;; ノレ ツ ノレ イ モ 山 口 ( 都濃 )
。 ト コ イ モ 山口 ( 美弥 )
。 ト ア タ リ イ モ 山 口 ( 玖珂 〉
。 ナ ガ イ モ 山 口 ( 玖司、 師宅皇、)山 膏�.‘ 阿武
。 ノ イ モ 山 口 ( 大津 )
。 ヒ ラ イ モ 岡山 ( 上房 )
。 プ ァ シ ョ ー イ モ 山 口 {吉敷、 大津)
。 ヤ マ イ モ

。 ト ク イ モ
山 口
山 口 ( 阿武 )

東京 ( 富:: )

富山

山 口 護霊
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| ナ ガ イ モ| 。 ト ロ ロ イ モ 千葉 ( 印旗 )

<東北> 。 ナ ガイ モ 千葉 ( 市原 ) 神 奈川 ( 出需主 )

。 イ チネ ンイ モ 八戸市 岩手
。 ナ ガエモ 千葉 ( 印旗 )

。 ォ- 7- ケ イ モ 釜石市
。 ヤ マ イ モ 東京 ( 富重量 ) 神奈川 ( 愛甲 )

。 ト ロ ロ イ モ 岩手 ( 空:Z ) 福島 ( 信夫 ) < 中鶴>
。 ト ロ ロ ェ モ 会津若松市 。 ジ ネ ン ジ 静岡 ( 富士 )

。 パ カ イ モ 水沢市 福島 ( 信夫 ) 。 ジ ヰ ン ジ 静岡 ( 富士 )

。 バ カ ェモ 岩手 福島 。 ジネ ン ジ ョ ー 静岡 { 富士 )

< 中官官>
。 ジネ ン ジ イ モ 静岡 ( 富士 )

。 イ セ イ モ 長野 ( 更級 )
。 ジネ ン ジ ョ 富山 ( 書室霊 )

。 ィ ツ セ イ モ 長野 ( 更級 )
。 ジネ ン ジ ョ イ モ 静岡 ( 富士 )

。 ェチ ゴイ モ 新潟 ( 佐渡 )
。 ジ ョ ネ ン ジ 害事問 ( 富士 )

。 シンシュ ウ イ モ 岐阜 ( 吉主主 )
。 ツ ク ネ イ モ 岐阜 ( 吉域 )

。 シンシ ョ ナホシイモ 岐阜 ( 吉城 )
。 〆ζ カ イ モ 長野 ( 東筑摩 〕

0 7- リ イ モ 長野市
。 ナガイ モ 静岡 ( 富土 )

。 セ ン ダイ イ モ 岐阜 ( 吉域 )
。 ヤマイ モ 静 岡 ( 富士 )

。 ダイ コ ン イ モ 新潟 ( 佐渡 )
。 ラ ク ダイ モ 長野 ( 下伊都 )

。 テ コ イ モ 長野 ( 東筑摩 )
。 ラ ク ダエ モ 富山

。 ナ ツ イ モ 岐阜 ( 吉城 ) <近俊>
o ...� カ イ モ 長野 ( 東筑摩 ) 。 イ チ ョ ウ ーイ モ 京 ( 浜燕 )
。 ボー イ モ 長岡市 。 ォ ニハナ 和歌山 ( 日 高 )
。 ラ ク ダイ モ 新潟( 中頴嫁 中湖京 ) 。 キ リ イ モ 兵庫

< 近餓>
。 ジネ ン ジ ョ 和歌山 ( 皇宮日 ) 兵庫

。 テ ョ イ モ 京都 ( 竹野 )
。 ナ ガイ モ 京都 ( 竹野 )
o ヤ マイ モ 奈良 兵庫 ( 州本市 )

| ヤ マ ノ イ モ | 。 ヤ マ ツ イ モ 奈良

<東北> <四国>
。 イ そ 仙台市 。 パチ カ ゴ 香川
。 ダイ コ ク イ モ 仙台 ( 荻浜 ) 。 ム カ ゴ 愛媛 ( 園桑 )

。 ッ ク イ モ 仙台市
。 ト ロ ロ イ モ 青森 秩回 < 中 国>
。 ト ロ ロ エ モ 岩手 。 ゥ カ ゴ 岡山市

。 ナ ガイ モ 秋 田 ( 鹿角 ) 。 ツ ノレ カ メ 岡山市

。 ナ ガエモ 秩 回 ( 鹿角 ) 。 テ コ イ モ 島恨 ( 美濃 )

。 パ カ エモ 山形 ( 村山 ) 0 "'" イ モ 島根 ( 美濃 )

。 ヤ マ イ モ 岩手 ( 上閉伊 ) 仙台市 。 マ カ ゴ 岡山

< 関東>
。 マ カ ゴイ そ 岡 山

。 ジ ネ ン ジ ョ 千葉 ( 市原 )
。 ャマ イ そ 島板 ( 美濃 ) 山 口 ( 大津 )

。 ト ロ 千葉 ( 山武 )
ロ ヤマ ト コ ロ 島俊 ( 美濃 )

。 ト ロ イ モ 千葉
。 ヮ ン 岡山

。 ト ロ エモ 千葉 ( 印旗 )
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< 九州>
。 ォナ ゴ ヤ マイ モ 熊本 ( 阿蘇 )
。 シ ク ロ ヤキ 長崎 ( 北松浦 )
。 ジネ ン ジ ョ ー 大分 ( 直入 )
。 ツ ク ネイ モ 福岡 ( 糸島 )
。 ッ ク リ イ モ 循岡 ( 朝倉 )
。 ト ロ ロ イ モ 福岡 ( 糸島 )
。 ハナ タ カ テ ン グ 長崎 ( 北松浦 )
。 ヤ マ イ モ 福岡 ( 朝倉 )

熊本 ( 玉名、 阿厳 )

。 ャ マ ン イ モ 福岡 ( 策上 )

| イ チ ネ ン イ モ |
< 東北>

。 ダイ コ ン イ モ 岩手 ( 二戸 )

長崎 ( 南高県 )

〔 以上日 本植物方言辞典よ り 〕
註記 1 方言はその地方地方の独特のそ の も の と の出 合いを

意味 し、 そ こ に こ そ生 き るその も のの魂があ る と いえ
よ う 。

あ る場合には将来者の心覚え も あ る であ ろ う し、 愛
称 も あ る であ ろ う 。 将来者の側か ら見れば、 自 分の も
ち運んだ も のが、 多 く の人 々 に愛 され、 一層の普及を
念願するであろ う し、 そのために、 人 々 に愛される よ
う いろいろな工夫がこ ら さ れたこ と も あ る であろ う 。
そのためには手びろ く 人々 にその存在を知ら しめ、 そ
れの取怨いについて の配慮 も 含 ま れてお ったて'あろう。
そのよ うな深い配慮がL 、ろしもな形色、 特殊性を発簿い
しか も その よ う な こ と が一見雑多な よ う な表現と も な
って い る と 思 う 。 こ の よ う に して宣伝 き れ、 普及 され
た 「イ モJ 類は、 これを受容する側に と っ ては、 逆に
そ の滑稽味や、 割l軽味を、 心に深 く 銘記す る こ と に よ
っ て、 その も の と の出合いを一層確実な も のに し よ う
と したでも あ ろ う 。

したがって、 新来者が も ち こ ま れた と き の地人の異
端者に対する あわてかた と 、 同 じに新奇者に対する興
味 も あ っ た こ と は察 し られる。

おそれにも 似た不安 と 、 巧奇心、 それら の交錯する
状況が思い う かぶのである。 こ の側か ら の ま た呼称が
こ の方言集の中に、 多数含 まれている こ と は勿論であ
るが、 こ の方向からの探索 も ま た、 有益な民俗と の深
いかかわ り あいをあか して く れる念いを いだかせ る の
である。
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ヤ マ イ モ 庫〆
... 九月十三日
企 その他

第6図 儀礼食物 と し て の ヤ マ イ モ 【本間 ト シ岡京図 〕

〔 佐 々 木高明著 稲作以前よ り 〕

い も の 方 言 数 翻 〈 都 道府 県 別 〉

1都~道~府、県~種~、Jl、IJ じゃが さ と さつま やまの っくね な が
い も い も い も い も い も い も

北 海 道
青 森 1 1  1 4  1 4. 
岩 手 1 1 7 z 4. 5 
宮 援 自 a 4 8 

秩 回 2 1  z a 3 

山 形 1 3  6 l 
福 島 1 7 ? l 
茨 城 6 l z 
栃 木 5 z 

群 馬 9 も l 
持母 玉 1 9  2 I 

千 1< 1 2  2 1 8 3 

東 京 3 日 2 1 

神 奈 川 8 l 8 B 

新 潟 3 1  4 2 4 
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ぷ融旦fu じゃtJ; き と さつま や
い
まの

も っい
く ね

も L
な

、 カもい も い も い も

富 山 1 7 s z l 

石 )11 1 0  s 

徳 井 8 l 

山 梨 a 

長 野 2 2  8 z 1 4. 

厳 阜 1 8  7 l 。

静 同 1 8  2 ? l 

� 知 1 1 8 

重 8 8 2 

滋 賀 4 z 

京 都 8 l l l 

大 阪 3 z 2 

兵 庫 1 5  4 4 8 

奈 良 1 1 1 1 l z 

和 歌 山 1 1 9 自 8 

.. 取 5 5 l 

島 根 2 0  4 5 4， 

岡 山 1 9  3 8 5 z 

広 島 1 8  9 1 8 

山 口 9 3 7  2 2  l 1 4  

調里 島 2 8  5 s 

香 JII 8 3 2 0  1 

愛 軍量 2 9  z 2 4  l 

高 知 B 1 z l 

福 岡 自 5 ? 5 金

佐 賀 1 z 8 

長 '奇 1 1  1 9  1 6  8 

熊 本 1 2  5 1 3  z 

大 分 1 5 z ‘ 

宮 崎 1 3 9 

鹿 児 島 4 7 1 5  

沖 縄 ? 

5 2 1  2 2 7  2 0 4  6 6  4 4  2 4  

備考 じ ゃ がし 、 も 新潟00 愛媛ω 徳島関 長野ω
秋 田ω

き と し 、 も 山 口 問 長崎自由 青森ω 奈良川
和歌山(9) 広島(9)

さ つ ま い も 愛媛Q� 山 口 ω 香川聞 広島側
長崎ω

や ま の い も 千葉(8) 静岡(7) 岡山(5) 偏向(5)
宮城、 島根 ( 各 4. ) 

註記 Z こ の表は各種イ モ類の各都道府県に おけ る 呼称を表

に した も ので、 その意図は、 イ そ の品種に よ っ て そ の

分布が非常にちが っ て い る こ と であ る。 それ らは伝来

の仕方や、 収穫量の多寡な どに よ っ て も ちがいが あ る

よ う で、 こ れ も厳密に考証する こ と に よ っ て 、 何 らか

の か く さ れた秘密が、 明 らかにな っ て来 る よ う な感 じ

が す る 。

古 く か ら伝来 し て お っ たサ ト イ モ、 それは殆ん ど全

面的に広が っ て い る し、 新 し く 入 っ て 来 た ジ ャ ガ イ モ

は、 な お一層の雪量称 あ る いは呼称を も っ て い る こ と も、

そ の優秀な澱分 の に な い手 と して の存在価値が認め ら

れたからにほかな ら な し 、。

ヤ マ ノ イ モは古 い時代 ( 縄文期以来 ) か ら の食物で

あ っ たわけだが、 こ れ も 能率的には到底他の イ モ類 と

は比較に な ら な い も の故、 次第に陶汰 さ れたのであろ

う か。 呼称 も 次第に人々 の脳裏か ら 消 え う せ数量的に

は僅少な も の ( 分布は広いが ) になったものであ ろ う 。

ツ タ ネ 、 ナ ガ イ モ の関係は、 両 者 と も 同一種属であ る

点か ら そ れ ら の錯綜 も き して問題 と は な ら な い と思 う。
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